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序 文

熊本県教育委員会では、開発工事などに伴う埋蔵文化財の発掘調査を行ってお

ります。

ここに報告する熊本県菊池郡七城町うてな遺跡の発掘調査は、県代行台（うて

な）堀切線道路改良工事に伴うものです。調査は平成2年度から平成3年度に実

施しました。

この発掘調査では、縄文時代後期、弥生時代後期、古墳時代前期、平安時代、

鎌倉・室町時代の遺構や遺物を検出しました。特に、弥生時代後期の環濠からは、

多量の土器と共に凝灰岩を加工した腰掛けが出土しました。この腰掛けは、全国

でも出土例のない大変貴重なものです。また、その他の時代の遺構や遺物も、菊

池川中流域から上流域の古代・中世文化を考える際の重要な資料です。

この報告書が広く活用され、文化財保護と研究資料の一助になれば幸いです。

なお、発掘調査にあたりましては、専門調査員の先生方の多大な御指導・御助

言を賜り、また、県土木部道路建設課・菊池土木事務所工務課をはじめ、七城町

教育委員会の御協力を受けました。ここに心から厚く御礼申し上げます。

平成4年3月31日

熊本県教育長佐藤幸一



例
一
言
口

1．本書は、1990年10月から1991年10月に行った県代行台（うてな)堀切線道路改良工事

に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2．発掘現場での遺構の実測・写真撮影・遺物の取り上げは、調査員で行った。遺物の実測は、

主として西住欣一郎・植野治代があたり、一部、福原博信・六田育子・本山千絵が行った。

遺構・遺物のトレースは、西住・植野・連河由紀・白井勝子・丹生英里・日置正香・六田が

行った。その他、坂田朋子の協力があった。遺物の写真撮影は西住が行った。

3．本書の執筆は、西住が行った。

4．本書の編集は、熊本県教育庁文化課で行い、西住が担当した。

凡例

1．本書に使用した方位は、磁北である。

2．遺構の規模について記述した数値は、検出面のものである。

3．土師器に赤色顔料を塗布したものは、SCREEN-TONEで表現した。

4．図版に掲載した遺物の縮尺は、弥生土器が約1/4、壷棺が約1/7、銅鏡・銅鑑・鉄砲玉・

古銭・玉類が約1/2であり、その他の遺物が約1/3である。
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図版810号一A溝跡・10号一B溝跡完掘全景、10号一A溝跡・C－25完掘

図版910号一A溝跡・B－23完掘、10号一B溝跡完掘全景

図版101号方形周溝墓遺物出土状況、1号方形周溝墓土層断面

図版111号方形周溝墓主体部、2号方形周溝墓全景

図版122号方形周溝墓内掘り込み、2号方形周溝墓立橋部北側土師器出土状況

図版131号木棺検出状況、1号木棺完掘

図版141号木棺掘り込み、3号木棺完掘

図版154号木棺完掘、4号木棺刀子出土状況

図版161号壷棺検出状況、1号壷棺出土状況

図版171号壷棺掘り込み、I区全景

図版181号竪穴住居杜、4号～12号竪穴住居杜

図版1913号～19号。22号．23号竪穴住居杜、18号竪穴住居杜内妻出土状況

図版2024号竪穴住居杜、25号竪穴住居杜

図版2129号～31号竪穴住居杜、33号～35号竪穴住居社

図版2233号竪穴住居杜遺物出土状況、33号竪穴住居杜

図版2340号～46号竪穴住居社、1号掘立柱建物跡

図版242号・3号掘立柱建物跡、4号・5号掘立柱建物跡

図版2512号道路跡・D－24、12号道路跡・D－25

図版261号・2号道路跡、2号～4号道路跡

図版276号道路跡、8号・9号道路跡



8号道路跡の凹部、8号道路跡下部遺構

8号道路跡下部遺構操配置状況、8号道路跡下部遺構操配置状況近景

図版288号道路跡の凹部、8号迫路跡r乱遺構

図版298号道路跡下部遺構操配置状況、8号道路跡下部遺構操配f

図版3011号道路跡凹部検出状況、6号～8号掘立柱建物跡

図版317号・8号掘立柱建物跡、11号溝跡

図版32縄文時代の遺物、10号一A溝跡②層出土土器

図版3310号一A溝跡②層出土土器

図版3410号一A溝跡③層出土土器

図版3510号一B溝跡③層出土土器

図版3610号一B溝跡③層出土土器

図版3710号一B溝跡③層出土土器

図版3810号一B溝跡③層出土土器

図版3910号一B溝跡③層出土土器

図版4010号一B溝跡③層出土土器

図版4110号一B溝跡③層出土土器、10号一B溝跡③層出土腰掛け

図版4210号一B溝跡③層出土腰掛け、10号一B溝跡④層出土土器

図版4310号一B溝跡④層出土土器

図版4410号一B溝跡④層出土土器

図版4510号一B溝跡④層出土土器

図版4610号一B溝跡④層出土土器

図版4710号一B溝跡④層出土土器

図版4810号一B溝跡④層出土土器

図版4910号一B溝跡④層出土土器、10号一A溝跡②層出土銅製品10号一B溝跡④層出土土器、10号一A溝跡②層出土銅製品、1号方形周溝墓出土土師

器

2号方形周溝墓出土遺物

2号方形周溝墓出土土師器、1号・3号木棺出土玉、3号・4号出土鉄製品

4号木棺出土玉、1号壷棺

7号・9号。20号。28号竪穴住居杜出土遺物

25号．28号。33号。36号。38号。39号。44号．46号竪穴住居吐出土遺物

12号道路跡出土遺物、ふいどの羽口

皇宋通宝、2号道路跡出土鉄砲玉、車輪文タタキ目をもつ須恵器

０
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特記事項主な遺物主な遺構主な時代

西平式・三万田式土器

石器

後期土器多数・青銅器

鉄器・石器・石製品

土師器

土師器・鉄器・青銅器

縄文時代後期

凝灰岩製の腰掛け

後期土器の一括遺物

環濠の一部(2）弥生時代後期

墓
墓
墓
棺

溝
溝
溝
木

周
周
周
号

形
形
形
４

方
方
方
一

号
号
号
号

１
２
３
１

古墳時代前期
土師器の壷は県内最古

小玉・管玉・鉄鎌・刀

子

壷(2）1号壷棺

鍛冶関連の遺構

墨書土器・車輪文タ

タキ目をもつ須恵器

集落への道

土師器・須恵器・鉄製

品・スラグ・ふいどの

羽口・るつぼ・石器・

古銭

竪穴住居杜(46）

掘立柱建物跡（5）

土坑（2）

溝跡（3）・道路跡（1）

奈良・平安

時代

分棟型二棟造りの構造

8号道路跡の下部遺構

(暗渠様の構造をもつ）

青磁・白磁・土師器

瓦質土器・須恵器

掘立柱建物跡（3）

土坑（2）

道路跡(10）

溝跡(3）

鎌倉・室町

時代



第I章調査の経過

1．調査に至る経過

うてな遺跡の今回の発掘調査は、県代行台（うてな）堀切線道路改良工事に伴うものである。

県土木部道路建設課・県菊池土木事務所より、県教育委員会文化課に、台堀切線の道路改良工

事について発掘調査の問い合わせがあった。文化課では、うてな遺跡が周知の遺跡であること

より、試掘調査の必要があると応答した。1991年9月、文化課の西住は、県菊池土木事務所

工務課の高木剛正氏とともに、路線幅の確認と試掘調査を実施した。試掘調査の結果、遺構・

遺物が埋蔵されていることが確認できた。文化課は本調査が必要である旨を県土木部道路建設

課・県菊池土木事務所に伝えた。その結果、発掘調査を1991年10月23日から実施すること

になり、文化課の西住が担当することになった。

2．調査の組織

平成2年度～平成3年度の発掘調査と整理作業・報告書作成の組織は、

平成2年度

調査責任者

調査事務

調査担当

平成3年度

調査責任者

調査事務

文化課長

教育審議委員（課長補佐）

教育審議委員（課長補佐）

主幹（文化財調査第2係長）

経理係長

主任主事

主任主事

文化財保護主事

文化課長

教育審議委員（課長補佐）

課長補佐

文化財調査第2係長

経理係長

主任主事

－1－

江崎正

隈昭志

中川義孝

桑原憲彰

上村忠道

大広美枝子

川上勝美

西住欣一郎

大塚正信

隈昭志

松崎厚生

松本健郎

木下英治

大広美枝子

下記の通りである。



調査担当

整理担当

主任主事

文化財保護主事

嘱託

嘱託（協力）

嘱託（協力）

文化財保護主事

嘱託

嘱託

臨時

嘱託（協力）

嘱託（協力）

第I章調査の経過

川上勝美

西住欣一郎

植野治代

福原博信

六田育子

西住欣一郎

植野治代

連河由紀

白井勝子

福原博信

六田育子

調査協力

七城町役場（土地改良区）・七城町教育委員会・七城町文化財保護委員会・県菊池土木事務
所・高木正文・安達武敏

調査作業員

坂本兼男・下田生子・村上邦子・佐藤澄江・高木シゲコ・上田スミ子・坂本兼子・佐藤幸夫
愛垣慶一・中原実幸・村上新一・苔よしめ・栄八千代・村上タカ子・内村定之．立野トシエ

古閑親子・富田ツル・岩津シズヲ・池田芳江・河津豊子・村上多喜子・佐藤松男・徳永美代

子・佐藤和子・松岡泰子・石測寿乃・岩津アイコ・赤星シズカ・赤星忠次・佐藤真一．白木
栄・長尾トヨ子・金光豊子・高宮京子

3．調査の方法

I層及びII層は、重機によって剥ぎ取り、111層以下を調査した（第III章－1．遺跡の層序

についてを参照)。111層が残っている箇所は、I区・II区の一部及びIII区である。この部分

は111層の調査終了後に、1V層上面でも遺ｲ簿検出を行った。その他の箇所は、基本的には1V層

上面で遺ｲ薄検出を行い、遺構の調査をした。しかし、1V層まで削平を受けている箇所は、V
層上面及び下面で遺構検出を行い、調査を行った。

111層の調査では、10m×10mのグリッドを必要に応じて用いた。111層より出土した遺物に
ついては、その出土地点を記録して取り上げた。

－2－



4．調査の進行状況

4．調査の進行状況

うてな遺跡の調査は、1990年10月23日から1991年10月29日まで行った。調査区は細長

く、全体を一度に調査するのが困難であるため、I区・II区・III区に分けて、調査を進行した。

I区は現在の農道部分と重なるため、調査を行うには、通行止めの必要があった。農道の通行

止めをするにあたっては、七城町土地改良区・七城町教育委員会の協力により、調査区付近で

の耕作者の方々 に理解をしていただいた。農道の通行止めの期間をできるだけ短くするために、

最初、調査の全力をI区に注いだ。I区は調査終了後、航空写真撮影を行い、農道部分は調査

前の状況に現状復原した。

その後、調査はII区・I11区を順次行い、調査終了後に、遺跡全体の航空写真撮影を行った。

調査の進行状況の詳細については、第1表に示した通りである。

遺物の整理作業・報告書作成は、熊本県文化財収蔵庫(熊本市渡鹿3丁目15の12）で､1991

年11月1日から3月31日まで行った。出土遺物は熊本県文化財収蔵庫で保管している。
第1表調査進行表

－ 3 －
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第II章遺跡の位置と環境

第II章遺跡の位置と環境

1．遺跡の位置と地理的環境（第'図･第2図）

うてな遺跡の所在地は、熊本県菊池郡七城町大字台である。

七城町は、熊本県北部の主要河川である菊池川の中流域に位置し、東の菊池市と西の山鹿市・

鹿本町との間にあり、北は菊鹿町、南は酒水町と境を接している。

七城町の北側には、うてな台地が東西方向にのびている。うてな台地は南北を菊池川の支流

に挟まれている。台地の北・北西側には内田川・木野川があり、二河川は合流している。南側

には迫間川が流れている。うてな遺跡は、その台地上の西側端部に位置している。台地の標高

は約70m～80mで、ほぼ平坦な面が続いている。その平坦面は、西側端部から東方向へと南

側端部から北東方向へ入り込む二つの谷によって、くびれている。この二つの谷以外に、小さ

な谷が数か所に入り込んでいる。台地の西・北西端部には、阿蘇凝灰岩の露頭があり、急な傾

斜になっている。南側端部は、西・北西端部よりは緩やかな傾斜である。

|：25，000地形図Nl－52－ll－3－3
きくち（熊本3号－3）

第1図周辺遺跡分布図
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2．遺跡の歴史的環境

第2表周辺遺跡地名表

1．うてな遺跡10.袈裟尾丸山古墳

2．うてな古墳11.袈裟尾茶臼塚古墳

3．瀬戸ロ横穴墓群12.袈裟尾高塚古墳

4．北上原古墳13.西村上遺跡

5．豊水横穴墓群14.竹ノ上原遺跡

6．ヒジユウ谷横穴墓群15.一本松遺跡

7．樋之口B横穴墓群16.山崎古墳

8．山田・樋之口A横穴墓群17.十蓮寺跡（石棺）

9．井樋谷・大井樋横穴墓群18.十五社宮古墳

19.ハヤマ塚古墳

20.岡田支石墓（参考地）

21.岡田遺跡

22.水次遺跡

23.流川遺跡

24.岡田野寺遺跡

25.西ノ平遺跡

2．遺跡の歴史的環境（第1図･第2表）

うてな遺跡が立地するうてな台地とその周辺に分布する遺跡について、概観してみる。

縄文時代の遺跡には、西ノ平遺跡・岡田遺跡・岡田野寺遺跡・竹の上原遺跡・西村上遺跡・

一本松遺跡がある。西ノ平遺跡からは押型文土器が出土しているW岡田遺跡では、中期の竹崎

式土器が包含層より出土したg)岡田野寺遺跡では、晩期の土器片が多数包含層より出土し、埋

謹が検出された§'竹の上原遺跡は土器が散発的に出土し、遺構は確認されていない§)西村上遺

跡は縄文時代晩期と平安時代の複合遺跡である§)一本松遺跡については、後。晩期の土器や勾

玉などが採集されているが、詳しい内容が不明であるg）

弥生時代の遺跡としては、岡田遺跡・水次遺跡が挙げられる。岡田遺跡では、弥生時代前期

～中期の婆棺墓群が検出されているg'岡田遺跡の近くには、支石墓の上石と思われるものが露

出している（岡田支石墓参考地)。水次遺跡では、弥生時代前期～中期の要棺墓（35基）・土

壌墓（28基）が検出されている､）

古墳時代の遺跡を見ると、うてな台地の東部には、袈裟尾丸山古墳・袈裟尾茶臼塚古墳・袈

裟尾高塚古墳の3基がまとまっている。その古墳群の北西方向の谷に、樋之口B横穴墓群、

山田・樋之口A横穴墓群、井樋谷・大井樋横穴墓群が築かれている。台地の南端部には、山

崎古墳・十蓮寺石棺・十五社宮古墳・ハヤマ塚古墳、水次遺跡、台地の西端部には、うてな古

墳・瀬戸口横穴墓群・北上原古墳・豊水横穴墓群がある。台地の北側の谷部には、ヒジュウ谷

横穴墓群が築造されている。

袈裟尾丸山古墳は直径約20mの円墳である。内部主体は破壊されているが、小型の竪穴式
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第II章遺跡の位置と環境

石室と考えられ、6世紀前半の築造とみることができる§)袈裟尾茶臼塚古墳は、横穴式石室が

内部主体で、6世紀後半代の時期に考えられているW袈裟尾高塚古墳は複室構造の横穴式石室

で、石屋形奥壁に靭・三角文の装飾が施されている。まぐさ石として使用している石材に、靭

の浮彫がある。これらの古墳群は、袈裟尾丸山古墳→袈裟尾高塚古墳→袈裟尾茶臼塚古墳の変

遷をすると考えられるW樋之口B横穴墓群、山田・樋之口A横穴墓群、井樋谷・大井樋横穴

墓群については、未調査で詳細は不明である。

山崎古墳は3基の石棺よりなる。1号石棺は舟形石棺、2号石棺は箱式石棺、3号石棺は家

形石棺である。1．2号石棺は埋め戻されており、3号石棺はその近くに保存されている。十

蓮寺石棺は家形石棺で、墳丘は不明である。十五社宮古墳は、直径約10mの円墳と考えられ、

主体部は箱式石棺である。ハヤマ塚古墳は円墳で、主体部に箱式石棺をもつW)ハヤマ塚古墳の

東側の水次遺跡では、古墳時代前期の方形周溝墓2基と古墳時代と思われる箱式石棺（1基）・

石組み遺構（4基）が確認されているW’

うてな古墳は直径約30mの円墳と考えられる。主体部は不明である。瀬戸口横穴墓群は、

台地西端部の凝灰岩の露頭に築造されている。正確な基数は不明であるが、300基を越えると

思われ、県下最大の横穴墓群である。採土工事中に発見された4基については、緊急調査を行っ

た。4基の横穴墓は、6世紀中頃～後半に築造され、7世紀後半～8世紀前半まで追葬してい

る"・北上原古墳は、周溝2～2.5mで、周溝より墳丘を推定すると直径24mの円墳になる。

主体部はこの円の中心よりやや北側に寄った所にある。内部主体は舟形石棺であり、家形棺蓋

で、棺身は平底に近い。5世紀中葉頃の年代が考えられているW

平安時代の遺跡には、流川遺跡・西ノ平遺跡・十蓮寺跡がある。

流川遺跡では竪穴住居杜が検出されている。出土遺物に、墨書土器・越州窯青磁・銅椀など

がある’西ノ平遺跡では竪穴住居杜が確認されている9十蓮寺跡では、心礎や布目瓦等が確認
されている！）

註(1)

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

県文化課調査。高木正文・村井員輝氏の御教示による。

県文化課調査。江本直・中岡昇氏の御教示による。

県文化課調査。江本直・丸山伸二氏の御教示による。

松本健郎他『袈裟尾丸山古墳』熊本県文化財調査報告第89集1987年

註(4)に同じ。

註(4)に同じ。

註(2)に同じ。

註(3)に同じ。

註(4)に同じ。
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2．遺跡の歴史的環境

■ 甲

第2図遺跡周辺地形図

－ 7 －



第II章遺跡の位置と環境

川

伽

富田紘一「袈裟尾茶臼塚古墳」註(4)文献所収

松本健郎・西住欣一郎『北上原古墳・瀬戸ロ横タ

高木正文104集1989年

註(4)に同じ。

註(3)に同じ。江本直・丸山伸二氏の御教示による。

註伽に同じ。

註(4)・註伽に同じ。

『北上原古墳・瀬戸ロ横穴墓群』熊本県文化財調査報告第

３
Ｊ
４
，
０
１
０

０
０
０
０
１
０
０

註(3)に同じ。

註(1)に同じ。

田辺哲夫編著 『熊本の上代遺跡』熊本日日新聞社1980年
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第III章調査の成果

1．遺跡の層序について

今回の調査で確認した基本的な層序は、I層～VI層である。調査区の中で最も層序の残りが

良いI区のC－5．9グリッドの南壁の土層断面図を用いて述べる（第3図)｡

農道工事時の客土である。

ほぼ全体が撹乱を受けている。

縄文時代～中世の遺物を包含する。Ⅲ層及びIII層類似層が住居杜・ピ

ットの覆土になる。

やや粘'性がある。無遺物層である。

粘性が強い。無遺物層である。

粘′性が強い。無遺物層である。

クラッシャラン（砕石）の客土である。

耕作に伴う撹乱層である。

砂質でブロック状にはいる。

1V層が混じった住居杜の覆土である。

I層；灰茶褐色土

II層；灰黒褐色土

111層；茶褐色土

1V層；黄褐色土

V層；黒褐色土

VI層；褐色士

0層；

①層；灰褐色土

②層；黒褐色土

＠層；暗褐色土

標高＝72.40m
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

C‐5グリッド南壁

0 i一一
一
一

一
一

一－

一一

一
一
一

》

標高＝72.10m

ー

ー

ー

0レーーーーーュ、

第3図土層実測図
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第III章調査の成果

2．縄文時代の調査

縄文時代の遺物は、IⅡ層中や弥生

時代以降の遺構覆土から出土してい

た。それで、縄文時代の調査は、包

含層と考えられるIⅡ層が残存してい

る箇所を行った（第4図の網目部分)。

調査の結果、検出した遺構はなく、

遺物のみ出土した。

出土土器（第5図）

1は波状になる口縁部片で、三本

の沈線をもつ。口縁端部に最も近い

沈線の上位に、磨消縄文が施される。

波状口縁の頂部付近に刺突文が見ら

れる。2は二本の沈線をもつ口縁部

片で、沈線の上下には、磨消縄文が

施される。3は底部片で、円盤状の

粘土に体部を接合した跡が観察でき

る。外器面の底部近くに指頭圧痕が

ある。

出土石器（第5．6図）

第5図4は体部の大半が欠損して

いる打製石斧片で、縁辺部より調整

剥離を加えている。第6図1．2．

4は基部に挟りをもつ無茎鍍である。

010m
崖一一一旨

第4図縄文時代調査区位置図

電霧〃雷琴Z
4

塗
’

、

0 10cm
ｰ一一一一一一

第5図遺物実測図
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3．弥生時代の調査

扶りは1．2が深く、4が浅い。3は基部に挟りがない無茎鍍である。1．3は先端部を欠損

している。

I
″
＃

リ
ノ1

I i鍵⑳
－ 2

伽’
03cm
岸一F－－計

第6図石鋪実測図

3．弥生時代の調査

(1)遺構について

⑨遺構分布（第7図）

弥生時代の遺構は、Ⅲ区だけに分布している。

検出した遺構は、環濠の一部分である。環濠は緩

やかな谷の頂部に沿って、北東～南西方向にのび

ている。111区の北東寄りの部分で、環濠は二つに

分かれる。その分かれている溝の北側部分を10号

一A溝跡、南側部分を10号一B溝跡とする。二本

の溝跡の分岐点での土層断面観察より、10号一B

溝跡が10号一A溝跡を切っている。分岐点より東

側については、10号一A溝跡と10号一B溝跡とが

重複しており、明確な区分が把握できなかったた

め、便宜的に10号溝跡とした。

10号一B溝跡の南西端部は、台地の縁辺部まで

谷の頂部に沿ってのびると思われる。また、10号

一A溝跡の北西端部は、調査区の境付近で北側方

向に進路を変えて台地縁辺部までのびると推定で

きる。10号溝跡の北東端部は、北東方向にのび、

台地を横切ると考えられる。

69.00m
ー

一 口

10号溝10号溝

68.00m

咽I媛謬
f2言二今演

10号一B溝10号一B溝10号一B溝

G、．

畠
11
00

11
00

&.w2&.w2

111区

20m0

第7図遺構配置図
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第III章調査の成果

10号溝跡・10号一B溝跡（第8図～第11図）

10号溝跡とした部分は、調査区の端から二本の溝跡の分岐点までの直線距離で約25mある。

10号溝跡は東側から西側への1地点～3地点に分けて、実測図を示した。1地点・2地点の溝

跡は、平面形が少し凹凸しながらのびている。3地点の溝跡は、東側部分が外側に張り出し、

西側壁部が二段掘りになっている。溝跡の幅は検出面で約140～250cm、床面で約70～180cm

ある。溝跡の断面形は台形を呈している（深さ約50～60cm)。

溝跡の分岐点より西側の10号一B溝跡部分は、直線距離で約52mある。第9図には4地点。

5地点の実測図を示した。4地点・5地点の溝跡も平面形が少し凹凸しながらのびている。4

地点の西側壁部分は、3地点と同様に二段掘りになっている。溝跡の幅は検出面で約210～26

0cm、床面で約70～150cmある。溝跡の断面形は台形になるが、東側が12号道路跡より削平を

受けており、低くなっている（深さ約70～140cm)。

第10図には6地点・7地点の溝跡実測図を載せた。6地点の溝跡平面形は、ほぼ直線的にの

びている。7地点の溝跡の平面形は、西側が少し凹凸しながらのびており、東側一部分が丸く

外側に張り出している。溝跡の幅は検出面で約230～290cm、床面で約110～190cmある。溝

跡の断面形は台形を呈するが、6地点の東側、7地点の西側が12号道路跡より削平を受けてお

り、低くなっている（深さ約40～180cm)。

第11図には8地点・9地点の溝跡実測図を示した。両地点の溝跡は平面形が少し凸凹しなが

らのびている。溝跡の幅は検出面で約210～250cm、床面で約70～120cmある。溝跡の断面形

は、西側の壁の傾斜が急であり、略台形を呈する（深さ約140cm)。

10号一A溝跡と10号一B溝跡との分岐点であるA地点で土居観察を行った（第13図A地点土

居断面図)◎10号一B溝跡は10号一A溝跡が埋まった後に、掘り込まれていることが判った。

A地点の10号一B溝跡の覆土は①層～⑤層に分けることができる。①層は灰茶褐色土で、炭が

混じった撹乱層である。②層は淡茶褐色土で、黄褐色の粒子を少量含む。③層は黄茶褐色土で、

黄褐色の粒子を多量に含む。④層は茶褐色土で、黄褐色の粒子を少量含む。⑤層は黄褐色土で、

やや粘性がある。⑤層は壁土の一部である1V層が流れ込んだものである。③層。④層に遺物が

包含される。

第12図には、10号一B溝跡のA地点。B地点．C地点の土層断面図を載せた。各地点とも、

12号道路跡に切られている。各地点では、第13図A地点土層断面図と同じ①層～⑤層が確認で

きた。ただ、A地点．C地点では③－a層．③一b層が細分できた。③－a層は黄褐色弱粘質

士である。③－b層は淡黄褐色土で、黄褐色の粒子を多量に含む。各地点とも、溝跡の断面形

は略台形をしている（深さ約22～110cm)。

10号一A溝跡（第13図・第14図）

10号一A溝跡の検出した部分は直線距離で約41mある。第13図には分岐点より西側の10地点。

－12－



3．弥生時代の調査

④

５
０

卜
０
０

⑨

異局＝69．0〔

A

標高＝68.8
-

ｍ
ＤC－

B
一

１
２
３

C
ー

D
一

地1地点 2m0
ー一一一一一一

第8図10号溝跡実測図
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⑮

也点

第ⅡI章調査の成果

標高＝68.80m
－

B

〃

心

崇局＝68‐(’

〃

第9図10号-B溝跡実測図
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3．弥生時代の調査

⑨

⑥

｜／

C－

地
地

６
７－B

6地点

標高＝67.201且BA
－

標高 1h－1Ⅱ

C

〃

0 2m
－

第10図10号-B溝跡実測図
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第Ⅲ章調査の成果

⑰

⑨

１
０

I０
０
０
１
１

１
０
０
０
０

一 B 9地点

標高＝66.10m
－

－

A
B

′

0 2m
ｰ－－一一

第11図10号-B溝跡実測図
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3．弥生時代の調査

11地点の溝跡実測図、第14図には11地点より西側の12地点・13地点の溝跡実測図を載せた。10

地点の溝跡は、平面形が少し凹凸しながらのびている。溝跡の幅は検出面で約90～140cm、床

面で約20～40cmある。溝跡の断面形は台形を呈している（第13図・断面A－B、深さ約70cm)。

11地点・12地点は、平面形が凹凸しながらのびている。溝跡の幅は検出面で約120～200cm、

床面で約16～50cmある。溝跡の断面形は、東側端部の一部が台形で、他はY字形である（第13

図・断面C－D、深さ約130cm）。C－D地点で土層観察を行い、①層～⑧層に分けることが

できた。①層は茶褐色土で、黄褐色の粒子を多量に含む。②層は暗褐色土で、黄褐色の粒子を

中量含む。③層は黒褐色土で、黄褐色の粒子を少量含む。④層はa．bに細分できる。④一a

層は黄褐色土で、ブロック状にはいる。④一b層は淡黄褐色土で、黄褐色の粒子を多量に含む。

⑤層は淡茶褐色土である。⑥層は黄褐色土で、やや粘性がある。⑦層は暗黒褐色土で、径1cm

－

A地点

C地点

B地点

標高＝66.23m
－

第12図10号-B溝跡土層断面図
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－

標高＝66.89m
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第III章調査の成果

|蒲
標高＝68.612m

－、A一 B

〃

⑰

標高＝67.80m
農、，C －●

悪－E

標高＝68.39m
ー

A～

B A地点士層断面図

地
地
地

Ａ
ｍ
‐
皿

b，

聯

10地点

11地点 L一一一三m

第13図10号-A溝跡遺物出土状況実測図
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3．弥生時代の調査

程度の黄褐色土がブロック状に含まれる。⑧層は黒茶褐色土である。

10号一A溝跡と10号一B溝跡との分岐点であるA地点で土層観察を行った。その結果、10号

一A溝跡は10号一B溝跡に切られていることが判った（第13図A地点土層断面図）。この地点

で、確認できた10号一A溝跡の覆土は、⑤層～⑧層で、これらの層は、上記のC－D地点での

⑥

煮

静

12地点

夢

⑤

患

ど翁

C
一

琴

〆

Ⅳ
13地点

，

標高＝66.85nLBA一

標高＝66.66uDC－

0 2m
一 一一

第14図10号-A溝跡遺物出土状況実測図
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第III章調査の成果

土層観察結果と同じである。

13地点はほぼ直線的にのびている。溝跡の幅は検出面で約120～140cm、床面で約14～44cm

ある。溝跡の断面形については、ほぼ東側半分が壁片側が二段になった略台形を呈し、ほぼ西

側半分略台形になる（第14図・断面C－D、深さ約100cm)。

10号一A溝跡の遺物出土状況（第13図・第14図）

10号一A溝跡より出土した遺物は、10号一B溝跡出土遺物より少ない。10号一A溝跡では、

11地点・12地点・13地点の覆土②層。③層より遺物が出土した。これらの遺物は土器が殆どで、

その出土状況は、出土点数が少数ながら大きく五つのまとまりがある。まず、11地点のほぼ中

央部と西側端部寄りの二箇所で土器がまとまって出土した。12地点のほぼ中央部に、土器が集

まっている部分がある。12地点の西側端部から13地点の東側端部にかけて、土器のまとまりが

ある。土器の密集度は他の部分より弱いが、13地点に土器がある程度まとまっている。

10号一B溝跡の遺物出土状況

10号一B溝跡では、覆土②層。③層。④層より遺物が出土した。出土遺物の大半は土器であ

る。②層より出土した遺物は少数で、出土遺物の殆どは、③層。④層より出土したものである。

ここでは③層．④層の遺物出土状況について記述する。

③層の遺物出土状況（第15図～第17図）

10号一B溝跡を東側から西側へ、1地点～6地点に分けて、遺物出土状況の実測図を載せた。

第15図には1地点・2地点の実測図を載せた。1地点では、ほぼ中央部に遺物のまとまりが二

つある。2地点では、東側端部の北壁付近に遺物のまとまりがあり、中には一個体の土器がつ

ぶれた状態のがある。上記以外の箇所は、大きく見れば一つの遺物のまとまりであるが、六～

七の小さなまとまりに分けることができる。

第16図には3地点・4地点の実測図を載せた。3地点には、ほぼ中央部に遺物の大きなまと

まりがあり、そこより東側に遺物の小さなまとまりが四～五ある。4地点では、中央に寄った

状態で遺物の大きなまとまりがあり、密集度が強い。そのまとまりのほぼ中央部より、凝灰岩

製の腰掛けが逆さまの状態で出土した。この他に、一個体の土器がつぶれた状態で出土したり、

少数が完形かほぼ完形の状態で出土した。

第17図には5地点・6地点の実測図を載せた。5地点では、東西両端寄りの部分に密集度が

強い遺物の大きなまとまりがある。それぞれのまとまりには、小さなまとまりが数箇所ある。

ほぼ中央部は、遺物の小さなまとまりが四～五ある。6地点は、東西両端に遺物の小さなまと

まりが二箇所ずつあり、そのまとまりに挟まれた状態で、遺物の大きなまとまりがある。この

大きなまとまりの中には、数箇所の遺物の小さな集合がある。

④層の遺物出土状況（第18図～第22図）

10号溝跡・10号一B溝跡について、東側から西側への1地点～7地点に分けて、遺物出土状

－20－
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況実測図を載せた。第18図には10号

溝跡の1地点・2地点の実測図、第

19図には10号溝跡の3地点の実測図

を示した。1地点では、ほぼ中央部

に遺物の小さなまとまりが三～四箇

所ある。2地点では三箇所の遺物の

まとまりがあり、最も北側にあるま

とまりの中には、一個体の土器がつ

ぶれた状態で出土した◎3地点では、

東西に分かれた状態で遺物の大きな

まとまりが二つあり、それぞれには

数箇所の小さなまとまりがある。

第20図～第22図には、10号一B溝

跡の4地点～7地点の実測図を載せ

た。4地点では、ほぼ全域にわたっ

て遺物が出土し、十数箇所の小さな

まとまりがある。5地点は、四～五

箇所の遺物の小さなまとまりがあり、

その小さなまとまりが集まって大き

なまとまりになっている。6地点で

は、東側寄りの部分に三～四箇所の

遺物の小さなまとまりがあり、それ

らが密集している。また、東側端部

に遺物の小さなまとまりがある。7

地点は東側に寄った所に、遺物の小

さなまとまりが四～五箇所ある。

3．弥生時代の調査
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3．弥生時代の調査

(2)遣物について

ここでは、10号一A溝跡覆土②。③層より出土した遺物と10号一B溝跡覆土③．④層より出

土した遺物を中心にして述べる。

10号一A溝跡覆土②層出土土器

謹（第23図・第24図6．8．9）

これらの要は中型であり、口縁部が「く」の字形に屈曲し、頚部との間に明瞭な境をもつ。

特に、内器面の境には稜がある。第24図6の屈曲は他のものに比べると、やや弱い。胴部は丸

くなっており、胴部の最大径は中程よりやや上位にある。底部には「八」の字形を呈する脚が

付き、あまり高くならない。脚には、ほぼ真っ直ぐにのびるものと端部付近で外側に開くもの

とがある。脚端部は、角張るものと丸くなるものとがある。第23図1．2．3．11の外底部付

近には砂粒が付着する。第24図9の脚部は意識的に打ち欠いている。内外器面には、ハケ調整・

ヨコナデ調整を施す。

鉢（第24図1．2．5）

鉢形土器には、脚が付くものと、付かないものとがある。1の脚部分については不明である。

1の口縁部は、胴部とほぼ直角に屈曲し、丸い胴部につづく。2は脚が付き、胴部は外に開き

ながら丸くなってのび、口縁端部はやや角張る。5は丸底気味の平底で、胴部との境に段をも

つ。胴部は丸くなり、中程より上位に最大径がある。口縁部は「く」の字形に屈曲し、端部は

角張る。調整はハケ目・ヨコナデである。

脚（第24図3）

3はどの器種の脚部か不明である。脚部は「八」の字形に開き、端部はさらに開く。体部と

の境に段があり、脚外器面に指頭痕が残る。内外器面にヨコナデ調整を施す。

壷（第24図4．7、第25図4）

第24図4．7は大型の壷である。口縁部は外に開きながら立ち上がり、端部付近でさらに外

に開く。口縁端部は角張り外器面に平坦面ができる。7は頚部外器面に断面形が三角形の凸帯

を貼り付け、口縁端部外器面に鋸歯文様の沈線文を施す。内外器面の調整は、ハケ目・ヨコナ

デである。第25図4は算盤玉に似た形状をした小型壷である。口縁端部の一部分を欠いている。

底部はほぼ平底である。内外器面には、ハケ調整・ヨコナデ調整を施す。

器台（第25図1．2．3）

器台には二種類ある。1は口縁部と裾部が外反する。裾端部はやや角張る。2．3は口縁部

のみ外反し、裾部は外に開きながら、ほぼ真っ直ぐにのび、端部は角張る。内外器面の調整は、

ハケ目・ヨコナデである。
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第Ⅲ章調査の成果

2 3－．

10号-A溝跡2層出土土器実測図

10号一A溝跡覆土③層出土土器

謹（第26図・第27図）

第26図は中型の婆、第27図は大型の雲である。中型の要は口縁部が「く」の字形に屈曲し、

口縁端部が角張る。胴部は丸くなり、最大径が中程より上位にある。底部には「八」の字形に

開く脚が付き、端部はやや丸くなる。第26図1．2．4の外底部には砂粒が付着する。第26図

4．5．6の脚は意識的に打ち欠いている。内外器面には、ハケ調整・ヨコナデ調整を施す。

大型の髪は、口縁部が「く」の字形に屈曲し、端部が角張る。頚部外器面には断面形が三角

形を呈する凸帯を貼り付ける。凸帯を付ける際の刻目が部分的に残っている。胴部は丸くなり、

最大径が中位より上方にある。底部は丸底気味の平底で、胴部との境に段がある。内外器面

の調整は、ハケ目とヨコナデである。

注口付小型壷（第28図1）

口縁部は外反し、頚部はほぼ真っ直ぐ立ち上がる。胴部は算盤玉状になり、最も張り出した

箇所の片側に注口が付く。底部には「八」の字形に開く脚が付く。内外器面には、ハケ調整・

ヨコナデ調整を施す。

鉢（第28図2）

胴部全体が丸くなりながら口縁部までのび、端部は丸くおさまる。底部には「八」の字形に

開く脚が付き、端浩Bが欠損している。外底部には砂粒が付着する。内外器面には、ハケ調整・

ヨコナデ調整を施す。

壷（第28図3．5～7）

壷には大型の壷（3．5．7）と小型の壷がある（6）。内外器面には、ハケ調整・ヨコナ

デ調整を施す。

3の口縁部は外反しながら立ち上がり、端部付近がさらに強く外反し、端部が角張る。頚部

には断面形が三角形の凸帯を貼り付ける。5は胴部全体が丸くなり、胴部の最も張り出した箇

－32－
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所と頚部に、二条の凸帯を貼り付ける。凸帯の断面形は三角形を呈する。胴部の凸帯には、貼

付するための刻目が部分的に残る。7の胴部も全体が丸くなり、胴部の最大径の箇所に、断面

形が三角形の凸帯がある。凸帯は斜めに貼付されており、頂部には刻目が施される。

6は「く」の字形に屈曲する口縁部が丸くなる胴部に続く。胴部の最大径は中程よりやや上

位にある。底部は丸底気味の平底で、胴部との境に段がある。

器台（第28図4）

4は口縁部と裾部が「八」の字形に開き、裾端部が角張る。内器面には絞り痕が残る。内外

器面の調整は、ハケ目とヨコナデである。
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第III章調査の成果

10号一B溝跡覆土③層出土土器

妻（第29図～第33図）

要には脚が付くものと付かないものがあり、脚が付かない婆の方が多い。

第29図1～6．8は「八」の字形に開いた脚が付く婆である。1の脚部は内湾しながら、2。

3．4の脚部はほぼ直線的にのびる。5．8の脚部は端部付近で外反する。1～4の外底部に

は砂粒が付着している。5の外底部には指頭痕が残る。6．7の脚部は意識的に欠いており、

7の口縁部は「く」の字形に屈曲している。

第29図9～11、第30図2～4、第31図3．4、第32図1～4、第33図1は脚がない要で、第

30図1は脚がないと思われる蕊である。第29図9．第30図1は、小型の婆で、口縁部が「く」

の字形に弱く屈曲し、外器面にタタキ目が残る。第29図9の胴部はやや丸くなり、底部は丸底

になる。第30図1は長胴で、底部は丸底になると思われる。第29図9・第30図1以外は中型の

蕊である。口縁部は「く」の字形に強く屈曲し、端部は角張り、外器面に段をもつ。胴部は長

胴であり、胴部・口縁部の外器面にはタタキ目が残る。第29図10．11、第30図2．3、第31図

4、第32図1～4、第33図1の底部は、丸底や僅かな平坦面をもつ丸底である。第30図4．第

31図3の底部は、前者のものに比べると、尖り気味である。

第29図12、第30図5、第31図1．2の髪は、底部付近を欠いており、脚の有無が不明である。

これらの婆は上記の要と同様な形状・調整である。

第33図2は大型の蕊で、口縁部が「く」の字形に屈曲する。口縁端部は角張り、外器面に段

がある。残存部では、タタキ調整は見られず、ハケ調整である。

壷（第34図～第38図）

第34図～第38図に図示したものは、中型壷から大型壷で、胴部が残存しているものは長胴で

ある。第34図1～4．第35図1は、口縁部が外に開きながら直線的に立ち上がり、胴部外器面

にはタタキ目が残る。第34図1～4の口縁端郡は角張り、外器面に段をもつ。2は口縁部のそ

の段に刻目、頚部に半円の刺突文が施される。第35図1の口縁部は長く、端部が丸くなり、頚

部には刺突文がある。

第35図2～4．第36図・第37図は、口縁部が外に開きながら立ち上がり、端部付近でさらに

外側に開く。その口縁端部付近の開き方には大小がある。胴部にタタキ目が残るものが多い。

口縁端部は角張り、外器面に段を形成する。その段に刺突文や沈線文があるのが第35図4．第

36図1．3．4である。これらの土器には、頚部にも刺突文や沈線文が施文される。第5図2．

第37図4は口縁部が欠損している。第35図2の頚部には小さな貼り付け凸帯がある。第37図4

の頚部には沈線文が施文される。

第38図は大型壷で、内傾気味の頚部に大きく開く口縁部が続く。口縁端部は丸くなり、刺突

文が施される。口縁端部下位には断面形が三角形を呈する凸帯があり、その先端に小さな刻み
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3．弥生時代の調査

目が施される。頚部と胴部との

境には、沈線文を施した凸帯が

巡る。胴部は丸くなり、外器面

にタタキ目が残る。

小型壷（第39図・第40図1～

8）

第39図の壷は、頚部で「く」

の字形に折れ、口縁部が外に開

きながらほぼ直線的に立ち上が

る。縁端部は角張り、外器面側

に段を形成する。底部は丸底で

ある。10．11．12は他のものに

比べて、器高が高い。胴部外器

面にタタキ目を残すものは全体

的に少なく、タタキ目が残るも

のは、7．9のように極一部分

である。

第40図1～4は、第39図のも

のに比べて、口縁部の外側への

開きが弱い。口縁端部は丸くな

るもの（2．3）と角張るもの

とがある（1．4）。胴部は3

が「く」の字形になるが、他の

ものは丸くなる。底部は1．2

が丸底で、3が平坦面を僅かに

もつ丸底である。4の胴部外器

面には、部分的にタタキ目が残

る。2の外底部付近には、へラ

削りが施される。

第40図5～8は、頚部で弱く

「く」の字形に屈曲し、口縁部

が僅かに外反しながら直線的に

長く立ち上がる。口縁端部は丸
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3．弥生時代の調査
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3．弥生時代の調査
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くなるもの（6）とやや角張るものとがある（5．7．8）。胴部は8が丸くなり、5．6．

7が僅かに稜をもつ。

鍔付小型壷（第40図9．10）

10は胴部・口縁部がほぼ真っ直ぐに直線的に立ち上がる。口縁端榔は丸くなり、胴部と底部

の境には、外斜め下方に突出した鍔状のものが巡る。底部は全体が丸くなっている。9は口縁

部と底部を欠いているが、10と同様な形態になると思われる。

支脚（第40図11．12）

11は細長いコップを逆さにしたような形を呈する。上部はほぼ平坦で、体部は直線的に外に

開きながらのびており、下部ほど開きが大きい。脚端部は丸くおさまる。

12の上部は欠損しているが、円盤状になると思われる。残存部より推定すると、上端面は僅
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3．弥生時代の調査

かに斜めになる。その上部に脚部が直接続き、左側は外反しながら、右側は内湾しながらのび

ている。脚端部には平坦な面がある。上部・脚部の外器面にはタタキ目が明瞭に残り、脚部内

器面には指頭痕がある。

グラス形土器（第40図13）

胴部は外に開きながら僅かに丸くなって口縁部までのび、端部は角張る。底部には「八」の

字形を呈する脚が付く。脚端部は角張り、外器面に段をもつ。

片口鉢（第40図14）

胴部は外に開きながら丸くなってのびる。口縁部の一箇所が「く」字形に強く屈曲し、片口

部になる。底部には「八」の字形をした脚が付き、端部が角張り、外器面に段を形成する。

鉢（第41図～第43図）

第41図・第42図1．3は、丸くなりながらのびる胴部に、内傾した口縁部が続く。口縁端部

は角張り、上端が平坦なものと内器面側に段があるものとがある。底部は丸底が殆どであるが、

第41図3のように平底気味のものもある。第41図1．2は小型品で、1の内外器面には指頭痕

がある。第41図11．14と第42図3は、他のものに比べると器高が高い。第42図3の外器面には

部分的にタタキ目が残る。第41図8の外器面には籾痕がある。

第42図2．4．5．7．8は、丸い胴部に口縁部が内傾せずにそのまま続くもので、底部は

7．8が平底気味の丸底で、他は丸底である。口縁端部は丸くなるものと角張るものとがある。

5．7の口縁部は内器面側に段をもつ。2．4．7．8の外器面にはタタキ目が残る◎

第42図6．9．10、第43図1は、器形全体が略三角形を呈している。底部は第42図9がやや

尖る丸底で、他は丸底である。口縁端部は角張り、第42図6．10、第43図1が外器面側に段を

もつ。第42図9は外器面にタタキ目が残り、第42図10．第43図1の底部付近にはへう削りが施

される。

第43図2．3は、頚部で「く」の字形に屈曲し、口縁部が大きく外に開きながら直線的にの

びる。口縁端部は角張り、外器面側に段がある。胴部は丸くなり、底部は丸底である。

第43図4～7は脚付鉢である。5．6．7は、丸い胴部に内傾した口縁部が続き、口縁端部

は角張り、7は内器面側に段がある。6の胴部外器面にはタタキ目が残る。4は丸い胴部がそ

のままのびて口縁部に至り、口縁端部は角張る。4の内器面には、縦方向に施した線の暗文が

ある。4．5．7の脚部は「八」の字形に開きながらのび、端部付近でさらに外側に開く。脚

端部は角張り、外器面側に段をもつ。脚部には二個の穴を一組にした穿孔が三箇所あり、穴の

中には途中までの穿孔がある。7の脚部は低い。

第43図8．9は大型鉢である。8．9は胴部が丸くなり、頚部が「く」の形に屈曲し、口縁

部まで外に開きながらのび、端部は角張り、外器面に段がある。胴部外器面にはタタキ目が残

る。8の底部は丸くなる。
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3．弥生時代の調査
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3．弥生時代の調査

高坪（第44図）

1～4は丸い胴部が頚部で「く」の字形に屈曲し、口縁部が外に開きながらのびる。口縁端

部は角張り、外器面に段がある。4の坪部は、他のものより深く、内外器面に斜め方向の暗文

が線で施されている。脚部は「八」の字形に開いており、端部付近でさらに外側に開く。脚端

部は角張り、外器面に段をもつ。4の脚部には穿孔が三箇所ある。

5は僅かに丸くなってのびる胴部に強く「く」の字形に屈曲した口縁部が続く。屈曲部の端

部が角張り、外器面に二つの段を作っている。その二つの段には刻目が、屈曲部より下位の内

器面には、縦方向の線の暗文が施される。

6は胴部がほぼ直線的にのび、頚部で「く」の字形に折れ、外器面側に段をもつ。口縁部は

外反しながら長く立ち上がり、端部は角張り、外器面が段になる。口縁端部・屈曲部の外器面

の段には、刻目が施される。脚部は「八」の字形を呈しており、端部が角張り、外器面が段に

なる。脚残存部には二個一組の穴が三箇所にあり、欠損部にも一箇所穿孔されていたと思われ

る。内外器面には赤色顔料を塗布した跡が認められる。

7～9は体部のほぼ中央で「く」の字形に屈曲する。その屈曲部より下位は直線的にのび、

上位は外反しながら立ち上がっている。口縁端部は角張り、外器面に段をもつ。7の内器面、

9の内外器面には、線の暗文が施される。7～9の脚部は細長く、外に開きながらのび、端部

付近でさらに強く開く。その開き始めた部分に三箇所の穿孔がある。

器台（第45図）

1～3は体部中央より上下両端部に向けて、「八」の字形に開き、端部付近でさらに外反す

る。上下端部は角張り、外器面側が段になる。体部には略長方形の上下二段の透かしが四箇所

ある。その透かしの間には五条の櫛描文が巡る。2の波状文の下位には沈線文も施される。

10号一B溝跡覆土④層出土土器

室（第46図～第49図1）

婆には脚が付くものと付かないものがあり、後者のほうが多い。

第46図2～8．10．11には、「八」の字形に開く高い脚が付く。脚端部は5がやや尖り気味

で、他は角張り外器面が段になる。7の外底部には砂粒が付着する。

第46図1は小型の婆で、口縁部が「く」の字形に屈曲する。

第46図9．12．13、第47図・第48図・第49図1は、口縁部が「く」の字形に屈曲し、端部が

角張り外器面が段になる。胴部は長胴であり、外器面にはタタキ目が残る。第47図1は底部付

近が残存していないので不明であるが、その他の要は丸底であったり、丸底になると思われる。

第46図9は婆と壷の中間形態を呈しているが、ここでは妻として扱った。
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3．弥生時代の調査

壷（第49図2～4．第50図・第51図）

これらの壷は中型・大型壷である。第49図2は頚部が外反しながら立ち上がり、頚部と胴部

との境に弱い段がある。口縁部は「く」の字形に強く屈曲し、頚部との境が稜になる。

第49図3．第50図1．第51図1は、口縁部が外反しながら立ち上がり、端部付近でさらに屈

曲する。口縁端部は角張り、外器面側が段になる。胴部は第50図1が丸くなり、他が長胴であ

る。第50図1は頚部外器面に刺突文があり、第51図1の口縁端部外器面には沈線文が施される。

第50図1の胴部外器面には部分的にタタキ目が残る。

第49図4．第50図2～4は、口縁部がほぼ直線的

に外に開きながら立ち上がり、胴部が長胴である。

口縁端部は丸くなるものと角張るものとがあり、後

者は外器面側が段になる。第49図4、第50図3．4、

の胴部外器面にはタタキ目が残る。

第51図2は胴部が丸くなり、胴部上位には二個の

釦状の張りつけを一組みにしたものが四箇所ある。

頚部外器面には、刻目を施した張り付け凸帯が巡る。

胴部外器面にはタタキ目が部分的に残る。

小型壷（第52図・第53図1～4）

第52図1は胴部が角張り、頚部で「く」の字形に

折れる。口縁部は外に開きながら立ち上がり、端部

は丸くなる。底部は丸底になると思われる。

第52図2は胴部が丸くなり、頚部が「く」の字形

に折れ、口縁部がほぼ直線的に立ち上がり、端部は

丸くなる。底部は丸底である。

第52図3は胴部がやや角張り、頚部が「く」の字

形に屈曲する。口縁部はほぼ直線的に立ち上がり、

端部が丸くなる。底部には「八」の字形を呈する脚

が付き、脚端部は角張り外器面側が段になる。

第52図4は胴部が丸くなり、頚部で「く」の字形

に折れ、口縁部が外反しながら立ち上がる。頚部外

器面には竹管状の刺突文が施される。

第52図5．6は算盤玉状の胴部に、ほぼ直線的に

外に開きながらのびる長い頚部が続く。6の口縁端

部は丸くなり、口縁部から頚部にかけての内外器面

－ 5 5－

戸
1人

1

声鋤

鬼卿
2

I
第45図10号一B溝跡3層出土土器実測図



第III章調査の成果

I

了覇 丁
2

姿彫
1

式
漣

65

毒
－

7

10

11

－

10cm
－ ‐

第46図10号-B溝跡4層出土土器実測図

－56－



二 識
≦‐ 侭

～

ミトミーこ＝

＝

＝

－～、＝

…
､≦

I

…
－

－一

3．弥生時代の調査

0 10cm
ー－－ヨヨ

第47図10号-B溝跡4層出土土器実測図

－57－



第III章調査の成果

童

妻=蕊 一
一
一

三
一

、

〃

88

1J
ｸノ
ノノ
タノ

タノ

ノノ

ノノ

タノ
タノ

、、》 1

3

!一一__阜旦fm
第48図10号-B溝跡4層出土土器実測図

－58－



3．弥生時代の調査

曇妻
毒

一
，
一
一
一

－

１
１

Ｊ
１ 2

識
封訊雪＃川'''1

川,11師
も｡

'

ノ

鍵
ノ

’

ノ

ノ

ｊ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

､寂､、、､、､

書

‘
≦

ノ
／

1
１
１
１

’

鍵
、

、 3 、

、

、

、

、
、

、
～

、

、
、

、

0 10cm
ｰ一言－F一二

第49図10号-B溝跡4層出土土器実測図

－59－



第III章調査の成果

帆
州
１
重

〃クククグク‐』

緯

窪 一
一
・
句
一
一
一

ノ
ク

職グ

聯
童
ミ
ミ
い'塵

け

〃

一一一P

0 10cm
ｰ一一一

第50図10号-B溝跡4層出土土器実測図

－60－



3．弥生時代の調査

には縦方向の線暗文が施される。第

52図7～第53図4は、胴部が丸くな

り、頚部が「く」の字形に屈曲し、

口縁部が外反しながらのびる。口縁

端部は角張り、外器面側が段になる。

第53図2．3は縦長で、第53図4は

横長で、胴部外器面上半部にはタタ

キ目が残る。

鉢（第53図5～8．第54図・第55

図1～3）

第53図5～8は、丸い胴部が頚部

で「く」の字形に折れ、外に開きな

がらのびる口縁部に続く。6は頚部

の屈曲が弱い。5の底部は丸底で、

他は丸底になると思われる。8の口

縁部外器面には籾圧痕がある。

第54図1～3．5．7は、丸い胴

部がそのままのびて口縁部に至る◎

口縁端部は1～3が丸くなり、5．

7が角張る。底部は3．5．7が丸

底、2が平底であり、1が丸底にな

ると思われる。2は外器面の底部寄

りの部分にタタキ目が残る。5の内

器面には縦方向の線暗文が施される。

第54図4．6は胴部が丸く、口縁

部が内傾し、口縁端部は角張る。底

部は丸底である。4の外器面には部

分的にタタキ目が残る。

第54図9は胴部が直線的にのび、

そのまま口縁部に至り、全体が三角

形状を呈する。口縁端部は角張り、

外器面側が段になる。底部は丸底で、

胴部内器面には籾圧痕がある。
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第51図10号-B溝跡4層出土土器実測図
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3．弥生時代の調査
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3．弥生時代の調査
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第III章調査の成果

第54図8～11．第55図1～3は脚付の鉢である。第54図8は脚部を欠いており、鉢部は胴部

が丸く、口縁部が内傾する。

第54図10．11は丸い胴部が頚部で「く」の字形に折れ、外に開きながらのびる口縁部に続く。

脚部は10が長く、大きく外に開いており、11が短い「八」の字形を呈する。脚端部は角張り、

外器面側が段になる。11は器高が左右で異なる。

第55図1～3は丸い胴部がそのままのびて口縁部に至る。1．2の端郡は角張り、2の外器

面側が段になる。脚部は大きく外に開いており、端部は角張り外器面側が段になる。2．3の

I
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ｐ
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第56図10号-B溝跡4層出土土器実測図
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3．弥生時代の調査

脚上部には二個の穴を一組みにした穿孔が三箇所ある。2の鉢部内器面には赤色顔料が塗布さ

れ、縦方向の線暗文が施される。

大型鉢（第55図5）

5は頚部が「く」の字形に折れ、口縁部が外反しながら短く立ち上がる。胴部は丸くなり、

底部は丸底である。頚部には断面形が三角形を呈する貼り付け凸帯が巡る。

器台（第55図4）

4は体部中央より上下両端部に向けて、「八」の字形に開き、端部付近でさらに外反する。

上端部付近は欠損して不明であるが、下端部は角張り、外器面側が段になる。体部には略長方

形の上下二段の透かしが四箇所あると思われる。その透かしに挟まれた箇所には、8～9条の

横位の沈線文とこれに直交する状態の縦位の沈線文が施される。横位の沈線文の下方には三個

の穴が、上方には二個の穴が縦に並んで穿孔され、上方の穴は三個になると思われる。

高坪（第56図1～5）

1．2は胴部が丸く、頚部が「く」の字形に折れ、口縁部が大きく外反しながらのびる。口

縁端部は角張り、外器面側が段になる。1の方が口縁部の開きが大きく、屈曲部が上位である。

脚部は「八」の字形を呈している。1の坪部外器面には部分的にタタキ目が残る。

3．5は坪底部がほぼ直線的にのび、中程で屈曲して大きく外にひろがる口縁部に続く。中

程の屈曲部では、内外器面が段になる。口縁端部は角張り、外器面側が段になる。脚部は坪底

部より僅かに外に開きながらのび、裾部が大きく外にひらき「八」の字形を呈する。裾端部は

角張り、外器面側が段になる。裾上部には穿孔がある。穿孔箇所は5が三箇所あり、3が現存

部分で二箇所であり、完形では三箇所になると思われる。4は坪底部と脚部が残存している。

脚部は外に開きながらのびている。

支脚（第56図6）

上端部の平面形は、略円形の一部が突出し

ており、その部分が三角形を呈している。略

円形の中心には穴が穿たれている。器高は突

出部が最も高く、その反対側が最も低い。脚

部は上端部より「八」の字形に開いてのびて

おり、端部は角張る。上端外器面にはタタキ

目が残る。

土製品（第57図）

第57図は土製匙であり、柄の上方が欠損し

ている。体部の平面形は略円形で、断面形は

半円形状を呈しており、深い。
第57図10号一B溝跡4層出土土製品実測図
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第III章調査の成果

ミニチュア土器（第58図）

1は10号一B溝跡3層、2～5は10号一B溝跡4層より出土した。1．2．4は鉢形を呈す

る。1は胴部が直線的に外反しながらのび口縁部まで至る。口縁端問]は角張り、外器面が弱い

段になる。底部は平底である。2は胴部がやや丸みをもち、口縁部はやや外反しながらのび、

波状口縁になる。底部は平底で、胴部外器面には先端が丸い工具での弱い刺突がある。4は胴

部が丸くなりながら口縁部までのびる。口縁泣諦邦は角張り、外器面側が段になる。底部は胴部

との境に段があり、平底になる。3は胴部と底部が残存している。胴部は丸くなり、底部は平

底で、胴部との境が段になる。5は脚付鉢形を呈する。胴部は丸くなってのび、脚は鉢底部よ
り大きく外に広がっている。

10号一A溝跡・10号一B溝跡出土鉄製品（第59図）

1は10号一A溝跡②層、2～5は10号一B溝跡③層より出土した。1．2は刀子である。1

は背部が平らで、直線的にのびている。茎部には目釘穴があり、木質が付着している。関は錆

のために不明である。2は先端部だけが残存している。背部は平らで、直線的にのびている。

3は摘鎌である。左右両端を折り曲げており、左端付近には木質が残存している。その面の反

対側には繊維質（？）が付着している。上端部は部分的に欠損しており、刃部は僅かに湾曲し

ている。4はヤリガンナの先端部である。左右両端が内側に反っており、端部が尖る。5は鑑

の茎部であろう。断面形が方形を呈している。
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3．弥生時代の調査
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第59図10号-A溝跡･10号-B溝跡出土鉄器実測図

10号溝跡・10号一B溝跡出土石器（第60図～第66図）

磨石類（第60図・第61図）

第60図5は10号溝跡③層、他は10号一B溝跡③層。④層より出土した。磨石類は、略円形・

楕円形の平面形を呈し、磨痕があるものと磨痕・敵打痕があるものとがある。

第60図4は片面に磨痕がある。第60図1．3は両面に磨痕がある◎第60図2．第61図2には、

磨痕・敵打痕が片面にある。第61図2は縁辺部にも磨痕があり、全体に火を受けた痕跡が確認

できる。第60図5は磨痕が表裏面、敵打痕が表面にある。器面全体に火を受けた痕跡が認めら

れる｡第60図6．第61図1は、磨痕・敵打痕が表裏面にあり、第60図6は縁辺部にも敵打痕が

ある。第61図3には、表裏面・右側面に磨痕、裏面・縁辺部に敵打痕がある。第61図4は表裏

面に磨痕、縁辺部に敵打痕がある。

磨製石斧（第62図1）

1は10号一B溝跡③層より出土した両刃の磨製石斧である。基部から体部の一部が欠損して

いる。表裏面・側面には表面が剥がれた跡がある。刃部の中央には刃こぼれが確認できる。刃

部付近には、縦・斜め方向の擦痕が観察できる。

石皿・台石（第62図2～5．第63図～第66図）

石皿・台石は10号溝跡③層・10号一B溝跡③層より出土した。これらの中で平面形が分かる

ものは、長方形・略長方形・略方形・略楕円形を呈している。石皿・台石には磨痕があるもの

と磨痕・敵打痕があるものとがある。

第64図2は片面に磨痕があり、部分的に縁辺部にも磨痕がある。第62図2～5、第63図1．

～3、第64図1．3、第65図1．2は、表裏両面に磨痕がある。これらの中で、第62図3．第

63図2．第65図1には片面に、第62図4には下端部に、第64図3．第65図2には表裏両面に敵

打痕がある。第63図2．第64図3の敵打痕は弱い。第66図1．2は断面形が三角形を呈し、三

面に磨痕がある。1は頂部の一つに敵打痕が観察できる。

－69－



一

好

一－一

ごて〆?=で了j(一；
‐一一三－〆,ｰ
、、、へ～､／三一

第III章調査の成果

ー

2

一

－
一

ｰ ー=－一辺 、

第60図10号･'0号-B溝跡出土石器実測図

－70－



3．弥生時代の調査
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第III章調査の成果
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3．弥生時代の調査
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3．弥生時代の調査

青銅器（第67図・第68図）

第67図・第68図10号一A溝跡覆土②層より出土し

た。第67図は小形怖製鏡片で、櫛歯文が見られる。

欠損面に擦れた跡は観察できない。

第68図は銅鎌で、体部の側面、茎の一部が欠損し

ている。体部の中央の表裏面には、縦方向の稜があ

る。この稜部分が最も厚く、左右端部にいくほど薄

くなる。

必 鯉
》 ：:〃藻

02cm
一

第68図10号-A
溝跡出土遺物実測図

02cm
－

第67図10号-A
溝跡出土遺物実測図

石製品（第69図）

第69図は一塊の凝灰岩を加工した腰掛けである。底面には長辺に沿った状態の二つの脚があ

る。脚は「八」の字形に開いており、片方が短い（脚高約6cm、約8cm）。そのために、腰掛

け部の上面が傾く。腰掛け部の平面形は、略長方形を呈する（約33×27cm）。腰掛け部は長辺

方向に、反っており、中央部より両短辺側が高くなる。腰掛けの側縁部は、両短辺と長辺の片

側が斜めに、残りの長辺がほぼ垂直に加工されている。腰掛けの上面は、両短辺に沿って帯状

に面取り加工が施される。裏面の両脚に挟まれた箇所には、二個の穴が穿たれる（径約0.8cm・

深さ約1.2cm、径約0.9cm・深さ約lCin）。二個の穴は中央より右側面に寄った箇所にある。

脚部は一部分を欠いているが、基底部が残る（基底部の長さ約26cm、約28cm）。腰掛けの表面

には部分的に浅い窪みがある。腰掛け部・脚部には、部分的にノミ痕が観察できる（幅約1.4

～1.8cm）。ノミ痕の方向には、縦・横・斜めがあるが、脚表面のノミ痕は下端部からの斜め

方向である。腰掛け部表面の仕上げは丁寧であるが、裏面は荒い。
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4．古墳時代の調査

4．古墳時代の調査

(1)遺構について

遺構分布（第70図）

検出した遺構は、1号方形周溝墓～3号方形周溝墓・1

号木棺～4号木棺・1号壷棺である。これらの遺構はII

区から111区にかけての緩傾斜地に分布している。

11区の西側端部寄りの所に1号方形周溝墓があり、111

区の北西端部に2号方形周溝墓がある。1号方形周溝墓と

2号方形周溝墓とのほぼ中間地点に、3号方形周溝墓が位

置する。2号方形周溝墓と3号方形周溝墓に挟まれた状態

で、3号木棺・4号木棺が分布する。2号方形周溝墓の南

側に1号木棺・2号木棺・1号壷棺がある。

⑤

II区

麓
震、

'0.00m 撹
乱

1号方形周溝墓（第71図～第73図）

1号方形周溝墓で検出できたのは、周溝の約1／3と主

体部である｡確認できた周溝は東側部分で、それ以外の周

溝は既に削平を受けている｡検出した周溝の平面形はL

字形を呈している｡周溝はほぼ南北方向にのび、ほぼ直角

に西側方向に屈曲し、屈曲部の先端は閉じている。その閉

じている箇所の西側部分が陸橋部と考えられる。陸橋部よ

り約7m南側にいった箇所に主体部がある。周溝の屈曲部

の長さは、外側が約8.5m、内側が約5mで、幅は約2.5～

3mある。南北方向にのびる周溝の長さは、外側が約11

m、内側が約12mで、幅は約3.2～4mである。周溝の断

面形は略台形を呈し、内側の壁の傾斜は外側に比べると緩

やかである。周溝の深さは約20～70cmあり、南側ほど削

平を受けており、残りが悪い。主体部の中心から東側の周

溝外側まで約11mある｡主体部が中央部にあると仮定し

て、この数値より復原すると、東西方向の規模は約22mに

なる。周溝の壁に掘り込まれた2基のピットは、平安時代

のもので、方形周溝墓には伴わない（第71図)。
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第III章調査の成果

周溝内の覆土は①層～⑩層に分けることができた。①層は暗褐色土。②層は黒褐色土。③層

は茶褐色士。④層は褐色土で、黄褐色の粒子を多量に含む。⑤層は暗黄褐色土で、1V層に類

似する。⑥層は明褐色土で、径1mm～3mmの砂粒を多量に含む。⑦は灰黒褐色土で、径1

mm～3mmの砂粒を少量に含む。⑧層は明黄褐色土で、径1mm～10mmの砂粒を多量に含

む。⑨層は黒褐色土で、黄褐色土の粒子を少量含む。⑩層は黄褐色土で、1V層に類似する

(第72図)。周溝内の⑦層より土師器片が出土した。

主体部は残りが悪く、検出できたのは床面付近である。残存部より考えると、主体部は組み

合わせの木棺と思われる。主体部は1V層を掘り込んでおり、平面形が略長方形、断面形が皿

標高＝70.166ｍ
ｎ
Ｄ

A－ －B
A

急

画

一

第71図1号方形周溝墓実測図
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4．古墳時代の調査

状を呈する（約200×80cm、深さ約5～14cm)。掘り込みの床面が残っているのは、南北両端

である。その北端部には、床面より掘り込んだ小溝がある。この小溝は短辺側と長辺側に分か

れており、西側の長辺側の小溝はさらに二つに分かれている。掘り込み内の覆土は①層。②層

に分けることができた。①層は茶褐色土で、褐色の粒子を少量含む。②層は小溝部分の覆土で、

しまりがないフカフカした黒褐色土である。②層は木棺の痕跡と考えられる（第73図)。

2号方形周溝墓（第74図・第75図）

2号方形周溝墓で検出できたのは周溝部分だけである。主体部は、既に削平されており検出

できなかった。周溝の北側一部分は調査区外になる。周溝の幅は約180～260cmあり、周溝外

側の東西方向の長さは約19mある。周溝外側の南北方向の長さは、検出部の計測可能な箇所

で約15mある。周溝が廻る平面形は、東西方向に長い長方形を呈する。周溝の断面形は略台

形を呈し、外側に比べて内側の傾斜が緩やかである。2号方形周溝墓の陸橋部は南西隅にあり、

1号方形周溝墓陸橋部の位置と異なる。東側の周溝床面の北側寄りの箇所に約10cmの段差が

あり、南側寄りの箇所には平面形が長方形で、断面形が皿状を呈する掘り込みがある。これは

覆土③層（第75図断面図A－B）より掘り込まれているが、南端部が確認できなかった（検

出部約140×70cm、深さ約20cm)。また、南側周溝の東側寄りの部分にも約20cmの段差があ

る。この段差がある箇所には、赤色顔料が径約30cmの範囲で分布していた。陸橋部北側の周

溝内で、陸橋部寄りの箇所の床面には、土師器の壷形土器が据えられていた。その他の土師器

は覆土より出土した（第74図)。

周溝の覆土は次の三地点で確認した。最も多く分層できたのが断面図E一F地点で、①層か

ら⑭層まである（深さ約120cm)。①層は灰褐色土で、撹乱層である。②層は茶褐色土で、黄

褐色の粒子を少量含む。③層は淡茶褐色土で、黄褐色の粒子を中量含む。④層は褐色土で、黄

褐色の粒子を多量に含む。⑤層は黄褐色土。⑥層は暗褐色土。⑦層は⑥層に類似するが、⑥層

よりは明るい暗褐色土である。⑧層は淡暗褐色土。⑨層は明褐色土で、黄褐色の粒子を多量に

含む。⑩層は明黄褐色土で、弱粘性がある。⑪層は暗黄褐色土で、砂質である。⑫層は⑩層に

A
－ ①

標高＝70.l6mB
－

第72図1号方形周溝墓土層断面図
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第III章調査の成果

類似する明黄褐色土であるが、⑩層よりやや明るい。⑬層は黒褐色土で、弱粘性がある。⑭層

は黄褐色土で、⑤層に類似するが、⑤層より粘性が強い（第75図)。

断面図A－B地点では①層～⑥層に分層できた（深さ約110cm)。①層は断面図E－F地点

の⑨層と同じ（以下、断面図E－F地点の覆土と比較する)。②層は⑪層と同じ。③層は⑫層

と同じ。④層は⑬層と同じ。⑤層は⑬層に類似するが、⑤層がやや暗い。⑥層は⑭層と同じ。

断面図C－D地点では①層～④層に分層できた（深さ約110cm)。①層は断面図E－F地点
の⑨層と同じ（以下、断面図E－F

地点の覆土と比較する)。②層は⑫､､､……

⑭層

’

⑥

。

’

－B

－，

地点の覆土と比較する)。②層は⑫

層と同じ。③層は⑬層と同じ。④層

は⑭層と同じ（第75図)。

3号方形周溝墓（第76図）

3号方形周溝墓も1号・2号方形

周溝墓と同様に削平を受けており、

検出できたのは周溝部分だけである。

3号方形周溝墓は、周溝も部分的に

削平を受けている。周溝全体の正確

な規模が把握できないが、検出部で

計測可能な東西方向の周溝外側の長

さは約12.6mで、周溝の幅は約50

～90cmある。検出部分より考える

と、周溝が廻る平面形は長方形にな

ると思われる。削平箇所が多く、陸

橋部も正確な場所が不明である。周

溝が閉じている箇所もその先が削平

されている可能性がある。周溝の断

面形も残りが悪いため、現状では皿

状を呈している（深さ約10～30cm)。

遺物は出土しなかった。

1号木棺（第77図・第78図）

1号木棺の西側は、1号壷棺より

切られている。掘り込みの平面形は

楕円形で（長軸約290cm、短軸約

135cm)、断面形は深い皿状を呈す

A－
① －B

断面図の標高は
すべて69.80m。

C－

0 50cm
ｰ一一 一言

吾と~､－．．．－．．－－．･･･-.-.,...--........-..‐

第73図1号方形周溝墓主体部実測図
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4．古墳時代の調査
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第74図2号方形周溝墓実測図

る（深さ約25cm)。この掘り込みの中央部に、長方形の組み合わせた木棺を据え、その外側

周囲を粘土で覆っている（厚さ約12～15cm)。その粘土は木が朽ちたために、内側に傾いて

いる。棺内からガラス製小玉（16点）と碧石製管玉（2点）が出土した。その出土地点の平

面分布は、棺の中央部より西側で、端部に集中している。立面分布状況は、床面・床面直上や

床面から約10cmまでの範囲である。棺内排土より、ガラス製小玉（20点）・碧石製管玉

(1点）が検出できた。棺外の掘り込み内の覆土は、①層～③層に分けることができた。①層

は明茶褐色土で、黄褐色の粒子を多量に含む。②層は黒褐色士。③層は茶褐色土（第77図)。

第78図は木棺を覆っている粘土を外した後の実測図である。掘り込み内の床面に、小溝を

設けており、小溝に囲まれた平面形が長方形になる。短辺は西側の方が東側より長い（溝内側

－83－
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第75図2号方形周溝墓土層断面図

の規模約190×25～40cm)。溝の断面形は略台形を呈している（深さ約5～15cm)。棺内の覆

土は暗褐色土であるが、溝の部分の覆土は棺内覆土とは異なり軟らかい。溝は短辺と長辺それ

ぞれに分かれて掘り込まれており、南側の長辺はさらに二つに分かれている。このことより、

東西の短辺と北側長辺は一枚の木材、南側長辺は二枚の木材を用いて組み合わせていたと考え

られる。棺内の床面は2～4cmの厚さで灰白色粘土を敷いている。また、木材の外側周囲の

粘土は一度に覆ったのでなく、数回に分けて版築状にしている。粘土部分は①層～⑤層に分層

できた。①層は灰白色粘土。②層は黒褐色粘質士。③層は茶褐色粘質土。④層は明茶褐色の粘

土混じりの土である。⑤層は明茶色の軟らかい土で、もぐら等による撹乱層である。

2号木棺（第79図）

2号木棺は耕作に伴う撹乱とイモ穴撹乱を受けている。また、削平が底面近くまで及び残存

状況が悪く、全体の構造が不明である。長方形になると思われる棺内の東西両端に灰白色粘土

が部分的に残り（幅約3～15cm、厚さ約1～2cm)、棺内底面の南側に赤色顔料力潅かに残っ

ている。2号木棺は1号木棺に近接しており、主軸も1号木棺とほぼ同じである。出土遺物は

ない。

3号木棺（第80図）

3号木棺の掘り込み平面形は、略長方形を呈する（約280×120～150cm)。断面形は深い皿

－84－
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第76図3号方形周溝墓実測図

状になる（深さ約10～18cm)。掘り込みの中央部に、略長方形に小溝が回っている（幅約6

～9cm、深さ約3～6cm)。この小溝の覆土はフカフカした褐色土であり、木材の腐食した

ものと考えられる。小溝内に木材を立て、その内外を粘土で覆っている（厚さ約2～3cm)。

縦断面の土層観察より、粘土で覆われている箇所は上半分であることが判った。また、溝より

内側の棺内床面の全体にも粘土を敷いている（厚さ約1～3cm)。床面及び内壁には赤色顔料

が塗布されている。棺内床面の短辺は南側の方が北側よりやや長い（長辺約183cm、短辺約

29～32cm)。南側短辺寄りで、北側長辺に沿った状態で鉄製の鎌が床面の粘土上より出土した。

また、棺内覆土の排土中より、ガラス製の小玉（10点）を検出した。棺外の掘り込み内の覆

土は①層～③層に分けることができる。①層は黒褐色士。②層は暗褐色土で、黄褐色の粒子を

少量含む。③層は灰褐色土である。

4号木棺（第81図・第82図）

4号木棺の掘り込みの平面形は、楕円形である（長軸約355cm、短軸約237cm）。その楕

円形の掘り込み内をさらに略長方形の平面形に掘り込んでいる（約253×75～85cm)。断面形

は二段の皿状になる（一段目の深さ約10～15cm、二段目の深さ8cm)。さらに、二段目の略は二段の皿状になる

－85－



第III章調査の成果

長方形の掘り込み内には、小溝が長方形に巡っている（幅約4～12cm、深さ約3～6cm)。

小溝内側は東側短辺の方が西側短辺より長い（約180×32～38cm)◎小溝の覆土は茶褐色土で、

フカフカしており、木質が腐食したものと考えられる。小溝内に木材を据え、その外側及び上

面を灰白色の粘土で覆っている。また、一段目の掘り込みの外側にも上部だけ灰白色の粘土を

被せている箇所がある（第81図網目部分)。この粘土と粘土に挟まれた部分は、茶褐色のフカ

フカした土である（第81図①層)。こ

の①層部分が木質が腐食したものであ

れば､棺の外側に榔のようなものがあっ

たことになる。

棺内の東側端部に赤色顔料が集中し

て分布している。ガラス製小玉5点が

棺内の東側端部より出土し、33点が

棺内のほぼ中央部より集中して出土し

た。これらのガラス製小玉は床面上と

床面上から約8cmの範囲にある。ま

た、棺内排土中よりガラス製小玉（22

点）が検出できた。内側の粘土上面の

東側寄りの箇所からは、先端部を東側

に向けた状態の刀子が出土した。この

刀子が出土した粘土上面は棺身の上端

部で、棺蓋と合わさる部分と考えられ

る（第81図)。

1号壷棺（第83図・第84図）

1号壷棺は1号木棺を切っている。

第83図は1号壷棺の上面を検出した

時の実測図で、第84図は第83図の壷

形土器取り上げ後の下面の状況を示し

たものである。1号壷棺は略円形の掘

り込み内（径約80～86cm）に、壷形

土器の口縁部を東側にして横位に据え

たものである。検出時には、土器がつ

ぶれた状態であった。この壷形土器は

底部を打ち欠いている。また、口縁部

I

』
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4．古墳時代の調査

は一部分だけが出土しており、底部と

同様に打ち欠いた可能'性がある（第

93図)。この壷形土器の底部付近を覆

う状態で、別個体の壷形土器の底部の

みが出土した。掘り込みの床面には粘

土が敷いてある（厚さ約2～4cm)。

掘り下げ時に、粘土の一部分を取り除

いたため、実測図には粘土のない箇所

がある。本来は床面全体に粘土を敷い

ていたものと考えられる。また、掘り

込み床面の東側端部からは赤色顔料を

窒 舗
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4．古墳時代の調査
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第III章調査の成果

雷
(2)遺物について

1号方形周溝墓出土遺物について（第85図）

第85図は土師器の壷形土器で、周溝の覆土⑦

層より出土した。口縁部は外反しながら、立ち上

がり、端榔はヨコナデされており、外器面が少し，

突出し､内器面に僅かな稜がある｡胴部内器面にI 難 1〃0
’

I

第85図1号方形周溝墓周溝内出土土師器
、、
、』

実測図
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4．古墳時代の調査

ヘラケズリが認められ、その他の部分は、ハケ調整・ヨコナデ調整が行われている。

2号方形周溝墓出土遺物について（第86図～第88図）

第86図3が陸橋部北側の周溝床面に据えられていた。その他の遺物は、周溝の覆土より出

土した。

第86図1．3は胴部が倒卵形をした土師器の壷形土器である。底部がやや尖り気味である。

胴部の最大径がほぼ中程にあり、それより下位の内器面にはヘラケズリが行われている。ヘラ

ケズリ部分より上位は、ハケ調整が施され、部分的に指頭痕がある。外器面はハケ調整と目の

細かいタタキ調整が認められる。第86図2．4は土師器の壷形土器である。2．4とも口縁

部が外反しながらのび、端部寄りの内器面に弱い稜がある。口縁部は4の方が長い。2は胴部

の最大径が中位にあり、内器面は底部寄りの箇所にヘラケズリが、その他の箇所にはハケ調整

が施される。口縁部内器面には弱いヨコナデがある。外器面は頚部下位に、ハケ調整・タタキ

調整が、口縁部にヨコナデ調整力流される。2の外器面と口縁部内器面には、赤色顔料が塗布

される。4の調整は内器面が胴部にヘラケズリ、口縁部にハケ、ヨコナデがあり、外器面が胴

－

鐘
－－－－

雲霧

＝

毒劣

ト ー ー ー 言 一 一 胃

第87図2号方形周溝墓周溝内出土土師器実測図
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部にハケ、口縁部にヨコナデ

がある。第87図1は小型丸

底壷である。調整は内器面の

頚部より下位がヘラケズリ、

上位がハケであり、外器面の

頚部付近にハケが残り、底部

第III章調査の成果

勘 蝋
3L－－－－ユ5cm

寄りの箇所にヘラナデがある◎ 第88図2号方形周溝墓周溝内出土遺物実測図

第87図2．3は複合口縁の壷形土器である。2は内器面の頚部より下部にヘラケズリ調整、

外器面の胴部にハケ調整を施す。口縁部から頚部付近の内外器面には、ヨコナデ調整がおこな

われている。3は複合口縁部の屈曲が明瞭でない。内器面は頚部下位にヘラケズリ調整、口縁

部にハケ調整・ヨコナデ調整を施す。外器面には頚部下部にハケ調整、口縁部にハケ調整・ヨ

コナデ調整が行われる。

第88図は1は鉄製摘鎌であり、ほぼ半分が欠損している。端部が折れ曲がっており、内側

に柄の木質が残存している。2は鉄製ヤリガンナの刃部で、約1／3が欠損している。刃部は

中央部が窪み、スプーン状を呈しており、先端が尖る。3は鉄製釘で、基部が折れ曲がってい

る。基部が幅広く、先端部ほど細くなり、端部が尖る。4は銅鍍で鍍身部と茎部の一部が残っ

ている。断面形は、鍍身が菱形、茎部が隅丸方形を呈する。

1号木棺出土遺物（第89図）

1～16．37．38は、棺内の原位置で出土した。他の玉は棺内の排土より検出したものであ

る。1～36はガラス製小玉、37～39は碧石製管玉である。ガラス製小玉は、平面形が円形や

ほぼ円形をしており、偏平なものから分厚いものまである（径約0.3～0.6cm、厚さ約0.15～0.

6cm)。ガラス製小玉は緑青色・青緑色やそれらの濃色の色調をしている。碧石製管玉は、長

さ約2.1～2.3cm、径0.5～0.6cmで、緑色や黄緑色を呈している。37．39は片側からの穿孔で、

38は両端からの穿孔である。

3号木棺出土遺物（第90図・第91図）

第90図1～10は棺内排土より検出したガラス製小玉である。ガラス製小玉は、平面形がほ

ぼ円形で、厚さにはばらつきがある（径約0.35～0.55cm、厚さ約0.3～0.55cm)。ガラス製小

玉の色調は緑青色や青緑色であり、それらの濃色のものもある。

第91図2は棺内の床面より出土した鉄製の鎌である。鎌は全体が湾曲している。鎌の右端

部は折り曲がっており、刃部に対して柄が鈍角に装着できるようになっている。体部背寄りの

二箇所には穿孔が施されている。刃部のほぼ中央部は内側に入り込んだ状態であり、使用した

－ 9 4－



4．古墳時代の調査

鼠鯛急患鼠雲鼠急冨息Ⅱ富息
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ⅢⅢ
第89図1号木棺出土玉実測図

痕跡であると思われる。

冨急鼠冨甑 4号木棺出土遺物（第91図・第92図）

第92図はガラス製小玉である。1～36は

。＠＠．
棺内の原位置で出土したもので、37～60は

｡⑥‘⑨,噂と==当｡棺内排土より検出したものである｡原位勧
第90図3号木棺出土玉実測図り出土した2点は破損した小片であるため、

図化していない。ガラス製小玉は、平面形がほぼ円形を呈し、偏平なものから分厚いものまで

ある（径約0.4～0.6cm、厚さ約0.25～0.7cm)。小玉の色調は緑青色や青緑色であり、それら

の濃いものもある。

第91図1は棺身の上端部と考えられる部分より出土した鉄製刀子である。刀子は刃部の一

部、切先、茎の一部を欠いている。刃部が僅かに内側に入り込んでおり、背は平らである。関

が確認でき、刃部から鈍角に茎に続く。茎の断面形は長方形を呈する。

1号壷棺（第93図）

1．2が楕円形の掘り込み内より出土した。1の底部を覆う状態で、2が出土した。

1は口縁部が強く「く」の字形に屈曲し、短い頚部をもつ壷形土器である。底部付近は意識

的に打ち欠いたものである。また、口縁部も全体の1／5程度しか残っていなく、打ち欠いた

可能性が強い。口縁部外器面には、上位に不整な山形の沈線文、下位に5本～7本を単位とし

た櫛描文が施されている。胴部の最大径が中位よりやや上方にある。その箇所より上位の内器

－95－



第III章調査の成果
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面には、頚部の屈曲部までへラ削りが行われ、頚部ではハケ目調整が施される。へラ削りより

下位の内器面にはハケ目が残る。外器面では、頚部より下位にハケ目が残る。内外器面とも底

部寄りの箇所では、ハケ目が認められない。また、口縁部付近の外器面に赤色顔料が良く残っ

ており、その他の外器面でも、赤色顔料が点々と残存している。

2は底部付近のみの壷形土器である。底部は僅かに平らな面をもった丸底である。内外器面

ともハケ目調整を施している。ただ、外器面の底部付近のハケ目は弱い。

－96－
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4．古墳時代の調査
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第III章調査の成果

奈良・平安時代の調査5．

(1)遺構について

遺構分布（第94図）

検出した遺構は、竪穴住居杜46軒・掘立柱建

物跡5棟・土坑2基・溝跡3本・道路跡1本であ

る。以下、調査区ごとに見てみる。

I区では、1号～23号竪穴住居杜が調査区の西

側半分に集中して分布している。その東側半分に、

1号～3号掘立柱建物跡、1．2号土坑、1号。

2号・5号溝跡がある。これらの遺構は、標高

71.25～71.75mの緩傾斜面に分布している。調査

区の中に限って見れば、竪穴住居杜と掘立柱建物

跡との分布域が異なる。

II区には、24号～28号竪穴住居杜、4号・5

号掘立柱建物跡が標高75mのほぼ平坦な面に分

布している。11区の南端寄りの撹乱されている箇

所にも遺構の存在が予想でき、本来の遺構数は増

えると思われる。

Ⅲ区に分布している遺構は、29号～46号竪穴

住居祉・12号道路跡で、緩やかな傾斜地に分布

している。調査区のほぼ中央部を北東から南西方

向に12号道路跡がのびている。道路跡がのびる

方向は谷が入り込む方向と一致する。その道路跡

の南北に分かれて、竪穴住居杜が分布している。

南側に29号～32号。36号竪穴住居杜がまとまっ

ている。北側には、33号～35号。37号～39号竪

穴住居杜と40号～46号竪穴住居杜とが東西に分

かれて分布している。
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第94図遺構配置図
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5．奈良・平安時代の調査

分より推定すると、長方形のプランになると思われる（約320×約320cm＋α、深さ約10cm)。

床面のほぼ中央部は硬化しており、その西側端部に不定形プランの主柱穴（約50×40cm、深

さ約50cm）が1基ある。この柱穴に対応する柱穴は調査区外にあると考えられる。主柱穴以

外に浅いピットが5基が穿たれている（径約16～38cm、深さ約6～12cm)。住居杜の覆土は

茶褐色砂質土（焼土・カーボンを少量含む｡）であり、分層できない。北東部の壁に沿って、

竃が作られている。竃の両袖は粘土が焼けて、固くしまっている。竃内の覆土は①～⑦層に分

層できる。①層は赤褐色の焼土で、ブロック状にはいる。②層は茶褐色土で、焼土を多量に含

む。③層は灰褐色土で、灰を多量に含む。④層は淡茶褐色土で、焼土・灰を多量に含む。⑤層

は黒褐色土で、焼土。灰を少量含む。⑥層は褐色砂質土で、焼土を少量含む。⑦層は灰褐色土

で、焼土・灰を多量に含み、③層に類似する。

2号竪穴住居杜（第95図）

住居杜の一部を検出した。他の部分は調査区外にのびる（検出部の規模約280×120cm、深

さ約8cm)。南側の壁のほぼ中央部に、外に張り出した竃がある。住居吐内の角にピット2基

を検出した（径約40～44cm、深さ約18～20cm)。住居杜の覆土は茶褐色砂質土（焼土・カー

ボンを少量含む）で、分層できない。

3号竪穴住居杜（第95図）

3号住居牡も2号住居杜と同様に、住居杜の一部を検出した（検出部の規模約206×120cm、

深さ約8～12cm)。22号住居杜が3号住居吐を切っている。西側の壁近くで、ピット1基を

検出した（径約28cm、深さ約10cm)。住居壮の覆土は茶褐色土で、分層できない。床面より、

土師器が出土した。

4号竪穴住居祉（第96図）

4号住居杜は22号住居杜によって切られており、一部分が残存している（検出部の規模約

270×110cm、深さ約12cm)。他の部分は調査区外にのびる。住居杜の覆土は茶褐色土で、分

層できない。

5号竪穴住居祉（第96図）

5号住居杜は、4号・6号住居杜によって切られており、残存しているのは一部分である

（検出部の規模約210×90cm、深さ約6～10cm)。北側の壁寄りの箇所に、ピット1基を検出

した（径約26～38cm、深さ約8cm)。住居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。ピットの

周りの床面より、遺物が出土した。

6号竪穴住居祉（第96図）

6号住居杜は、4号・7号住居杜によって切られている。残存しているのは、北側の壁周辺

と竃の一部分である（検出部の規模約300×20cm、深さ約6cm)。竃の箇所には焼土（灰・カ

ーボンを多量に含む）が確認できた。住居牡の覆土は茶褐色土で、分層できない。

－99－



第ⅡI章調査の成果

O

I
（~）

'診’

言、

の
恵

A
一B]閉1r1

誼
訓
Ⅱ
『
］
・
司
茸
ト
ロ

b⑨
1号

標高＝71.94m－BA－

呉騨

Ｑ
‐
目
扇
・
臣
Ⅱ
沌
難 f

⑫ ③A－ －B

｜
(」

｜
(」

標高＝71.911匹BA－

2号

Iノ
09

＞

’

雛
国

C－

22号住

Cﾐー標高＝71.62匹D

… 麦 3号
rn

第95図1号～3号竪穴住居祉実測図

－100－



5．奈良・平安時代の調査
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第III章調査の成果

7号竪穴住居杜（第96図）

7号住居杜は、9号住居杜によって切られている。北側・西側の壁周辺と竃の一部分が残存

している（検出部の規模約440×120cm、深さ約8cm)。竃の両袖は底部が残っていて、灰白

色粘土が焼けて固くなっている。竃内の覆土は①層．②層に分層できる。①層は淡黒褐色土で、

焼土・カーボン・灰を多量に含む。②層は赤褐色の焼土で、ブロック状にはいる。床面を掘り

込んだ2基のピットを検出した（径約22～40cm、深さ約11～16cm)。住居杜の覆土は茶褐色

土で、分層できない。床面・竃内より遺物が出土した。

8号竪穴住居虻（第96図）

8号住居杜は、6号・7号・9号住居杜によって切られている。残存しているのは、北側・

西側の壁周辺の一部分である。北側の隅周囲は撹乱されているため、確認できなかった。（検

出した北側壁約220cm、西側壁約150cm、深さ約10cm)。西側の壁に沿って、焼土（灰・カー

ボンを多量に含む）が残る竃の基底部を検出した。住居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。

床面より遺物が出土した。

22号竪穴住居祉（第96図）

22号住居杜は、4号住居杜を切っている。検出したのは竃の周辺部分である。（検出部の規

模約200×70cm、深さ約10cm)。竃の両袖は黄白色粘土が焼けて固くなっている。竜内には

灰とカーボンを少量含んだ焼土がある。床面を掘り込んだ2基のピットを検出した（径約22

～40cm、深さ約11～16cm)。住居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。

9号竪穴住居杜（第97図）

9号住居杜は、7号・8号。11号。23号住居杜を切っており、10号住居杜に切られている。

東側の壁周辺の一部が調査区外になるが、略方形プランの住居牡のほぼ全面を検出した。（約

490×500cm、深さ約8～12cm)。壁寄りに4基の主柱穴があり（径約30～40cm、深さ約40

～90cm)、その内側の床面が硬化している。その硬化面内にピット1基を検出した（径約30c

m、深さ約13cm)。住居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。北側壁のほぼ中央部に沿って、

残存状態の良い竃がある。硬化面上の中央や竜の前面、壁の周囲の床面より遺物が出土した。

竃について（第97図・第98図）楕円形の深い皿状の二段の掘り込みがあり（長軸約135

cm、短軸100cm、深さ約10～20cm)、その左右両端に灰白色の粘土で袖部を作っている

(第97図①層)。その両袖部は焼けて、固くなっており、前面部が欠損している。楕円形の掘

り込み内の奥寄りの箇所には、二段の円形掘り込みがある（径約35cm、深さ約40～45cm)。

楕円や円形の掘り込み内の覆土は、二つに分けることができる。第97図②層は赤褐色の焼土

がブロック状になる。③層は赤褐色の焼土で、灰・カーボンを多量に含む。

10号竪穴住居祉（第97図）

10号住居杜は、西側隅の周辺一部分を検出した（検出部の規模約100×40cm、深さ約10cm)。
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第98図9号住居祉竃実測図

住居杜の大半が調査区外にはいる。10号住居杜は9号住居杜を切っている。住居杜の覆土は

茶褐色土で、分層できない。

11号竪穴住居祉（第97図）

11号住居杜は、12号住居杜を切り、9号．23号住居杜に切られている。残存しているのは、

住居杜の一部分である（検出部の規模約350×120cm、深さ約8～10cm)。西側の壁寄りに主

柱穴2基を検出した（径約28～38cm、深さ約30～34cm)。その南側の柱穴の近くの床面には、

硬化面が僅かに残っている。西側の壁に沿ったほぼ中央部に、長方形の掘り込みがある（30×

66cm、深さ約10cm)。住居社の覆土は茶褐色土で、分層できない。

12号竪穴住居祉（第97図）

12号住居杜は、西側部分の一部分を検出した（検出部の規模約160×80cm、深さ約8～14

cm)。12号住居社は11号住居社によって切られている。覆土は茶褐色土で、分層できない。

23号竪穴住居祉（第97図）

23号住居杜の検出した部分は、西側の一部分である（検出部の規模約220×30cm、深さ約
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6～10cm)。23号住居靴は11号住居杜を切り、9号住居社より切られている。覆土は茶褐色

土で、分層できない。

13号竪穴住居祉（第99図）

13号住居社の壁は北側だけ確認することができ、14号。18号住居杜との境部分の壁は撹乱

などにより、明確に検出できなかった（検出部の規模約280cm、深さ約4～10cm)。実測図

では、13号住居社の壁の推定線を破線で示した。床面内に4基の主柱穴を検出した（径約30

～50cm、深さ約20～50cm)◎その中で、南側2基の柱穴周辺の床面に、硬化面が残っている。

西側の壁近では竃の焼土を確認した。北側の壁寄りの箇所で、ピット1基を検出した（径約2

8cm、深さ約10cm)。住居祉内の床面より遺物が出土し、北側にその多くが分布している。住

居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。

14号竪穴住居杜（第99図）

14号住居杜は13号住居杜と同じように、住居社の西壁の検出が困難であり、破線で推定線

を表現した。南・北・東側の壁周辺は確認することができた（検出部の規模約360×300cm、

深さ約8～12cm)。住居社のほぼ中央部に、4基の主柱穴を確認した。その中で、南東隅は二

段掘りで、北隅はイモ穴で撹乱されている（径約24～60cm、深さ約10～30cm)。4基の主柱

穴を結んだ線より内側の床面では、硬化面を確認した。出土した遺物は、その硬化面上が多く、

少数が硬化面より外側の床面からである。住居靴の覆土は茶褐色士で、分層できない。

15号竪穴住居杜（第99図）

ｌ日
用
・
良
Ⅱ
沌
魅

15号住居杜は西側一部分

を検出した（検出部の規模約

350×80cm、深さ約8cm)。

残りの部分は調査区外にのび

る。15号住居杜は14号住居

杜によって切られる。北壁近

くより、ピット1基を検出し

た（径約24cm、深さ約10c

m)。住居社覆土は茶褐色土

であり、分層できない。

16号竪穴住居杜(第99図）

検出したのは、住居杜北側

の一部分だけである（検出部

の規模約170×80cm、深さ

約10cm)。残りの部分は調
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第100図18号住居祉内妻出土状況実測図
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査区外にのびる。16号住居杜は17号住居吐を切っている。住居杜の覆土は茶褐色土で、分層

できない。

17号竪穴住居虻（第99図）

17号住居杜は、16号、19．20号住居杜に切られており、検出したのは一部分だけである

(検出部の規模約155cm、深さ約20cm)。住居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。

18号竪穴住居杜（第99図）

18号住居杜は、19．20号に切られており、検出したのは北側のほぼ半分である（検出部の

規模約180×100cm)。13号住居杜との境は、北側隅で確認した以外は明確でない。確認した

部分より、18号住居杜は13号住居杜を切っている。住居祉内より、4基の主柱穴を検出した

(径約28～38cm、深さ約20～30cm)。その柱穴より内側の床面には、硬化面が残っている。

出土した遺物はこの硬化面を中心に分布している。西側の壁付近より、婆を伴う掘り込みと竜

の焼土を確認した。住居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。

婆を伴う掘り込み（第100図）掘り込みの平面形は不整な楕円形を呈する（長軸約105c

m、短軸約80cm)。断面形は深い皿状である（深さ約10～13cm)。その掘り込みのほぼ中央

部に、口縁部を欠いた須恵器の要が伏せた状態で据えられている。婆が割れた状態で出土した

ため、婆内部には掘り込み覆土と同様な土が入っていたが、伏せた婆の内部は、本来空洞であっ

たと思われる。掘り込みの覆土は、住居杜の覆土と同様な茶褐色土である。

19．20号竪穴住居辻（第101図）

19．20号住居杜は18号住居杜を切っている。19．20号住居杜としたのは、2軒の住居杜が

重複しているが、その境が不明確であるためである（検出部の規模約420×580cm、深さ約1

0～20cm)。しかし、柱穴については2軒分の推定が可能であった。それぞれの住居杜の主柱

穴は4基である（径約30～50cm、深さ約14～34cm)Oこれらの柱穴の内側及び周辺の床面で、

硬化面を確認した。この硬化面も2軒分が重なっている。住居吐内の二か所には焼土があり、

西側が20号住居杜、東側が19号住居杜に伴うものと考えられる。主柱穴以外に、4基のピッ

トを住居祉内で検出した（径約30～40cm、深さ約8～15cm)。住居吐内の床面より、遺物が

散在状態で出土した。住居牡の覆土は茶褐色士で、分層できない。

21号竪穴住居祉（第102図）

住居杜の北西隅が調査区外にのびる。検出した部分は、方形の平面プランを呈する（検出部

の規模約430×400cm、深さ約8～12cm)。床面に掘り込んだ4基の主柱穴がある（径約24～

34cm、深さ約34～50cm)。その中の2基の柱穴周辺の床面に、硬化面が部分的に残っている。

東側の壁の中央部に沿って、竃の焼土だけが残存していた。その南側に、楕円形の三段掘りの

ピット1基がある（長軸約80cm、短軸約30cm、深さ約15cm)。東側の壁寄りの床面より、

遺物が出土した。住居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。
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24号竪穴住居祉（第102図）

24号住居杜は25号住居杜を切っている。24号住居杜は略方形の平面形を呈する（約440×

320～390cm、深さ約4～8cm)。床面に掘り込んだ4基の主柱穴を検出した。その中の2基

は二段掘りである（径約28～38cm、深さ約38～64cm)。その主柱穴より内側の床面には、硬

化面が残っている。西側の壁に沿ったほぼ中央部に、粘土で作られた竃の両袖部底面を検出し

た｡その両袖に挟まれた所には焼土がある。床面や焼土より出土した遺物は散在状態を呈して

いる。住居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。

25号竪穴住居祉（第103図）

25号住居杜の平面形は、竃部分の壁が張り出した略方形である（約280×310cm、深さ約

10～14cm)。25号住居杜は24号住居杜より切られている。4基の主柱穴があり、その中の東

側2基は壁に沿った状態で掘り込まれている（径約24～32cm、深さ約40～58cm)。西側の壁

は張り出しており、その内側に焼土が残る竜の底面を検出した。竃内には円形の掘り込みがあ

る（径約50cm、深さ約20cm)。掘り込みの覆土は二つに分層できる。③層は灰褐色土で、焼

土とカーボンを多量に含む。④層は赤褐色の焼土である。床面より遺物が散在状態で出土した。

住居杜の覆土は二層に分けられ、①層が茶褐色土、②層が黒褐色土である。

26号竪穴住居杜（第103図）

26号住居杜は、南東側が調査区外にのび、27号住居杜によって切られており、検出したの

は一部分である（検出部の規模約250×160cm、深さ約20cm)。2基の主柱穴を確認した（径

約26～30cm、深さ約44～50cm)。主柱穴以外に2基のピットを検出した（径約20～30cm、

深さ約10～15cm)。床面より須恵器片が出土した。住居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。

27号竪穴住居祉（第103図）

27号住居社で検出したのは、一部分であり、南東側が調査区外にのびる（検出部の規模約2

40×130cm、深さ約28cm)。27号住居靴は26号住居杜を切っている。住居杜の覆土は茶褐色

土で、分層できない。

28号竪穴住居杜（第103図）

28号住居杜は、東側が撹乱されており、確認したのは一部分である（検出部の規模約250×

20cm、深さ約8cm)。西側の壁が張り出した箇所に、竃の底面を確認した。竃の両袖は灰白

色粘質土で作られており、両袖に挟まれた部分が皿状に窪んでいる。その窪みの覆土は三つに

分層できる。①層は赤褐色土で、焼土・灰を多量に含んでいる。②層は灰とカーボンを多量に

含んだ黒褐色土である。③層は灰黒褐色士で、焼土・灰を少量含む。竃の前面の床面に、硬化

面が残っている。床面を確認できたのは、硬化面より僅かに東側に寄った範囲である。その床

面確認範囲より東側に、2基の柱穴を確認した（径約28～30cm、深さ約35～40cm)。竃の周

囲の床面より、遺物が出土した。住居社の覆土は茶褐色土で、分層できない。
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第III章調査の成果

29号竪穴住居杜（第104図）

29号住居社は東側部分が調査区外にのびるが、平面形は略方形になると思われる（検出部

の規模約460×390cm、深さ約5～12cm)。29号住居杜は30～32号住居社を切っている。4

基の主柱穴を確認した（径約30～50cm、深さ約30～50cm)。この他に、3基のピットを検出

した（径約20～30cm、深さ約10～50cm)。西側の壁に沿ったほぼ中央部に、竃の底面がある。

竜の袖部は灰白色の粘質土で作られ、北側だけ残っていた。竃の周辺には焼土がある。床面よ

り遺物が出土した。住居社の覆土は茶褐色土で、分層できない。

30号竪穴住居杜（第104図）

30号住居社は、29号住居社に切られており、検出したのは一部分である（検出部の規模約

320×160cm、深さ約8cm)。29号住居杜寄りの床面には、硬化面が残っている。硬化面・床

面より遺物が出土した。住居社の覆土は茶褐色土で、分層できない。

31号竪穴住居祉（第104図）

31号住居杜は、北側を29号住居杜より切られ、東側部分が調査区外にのびるため、検出し

たのは一部分である（検出部の規模約240×110cm、深さ約8cm)。1基の柱穴を確認した

(径約30～50cm、深さ約30～50cm)。検出部の東側の床面に硬化面がある。住居杜の覆土は

茶褐色土で、分層できない。

32号竪穴住居杜（第104図）

32号住居杜は、29号。31号住居社より切られており、検出したのは一部分である（検出部

の規模約160×90cm、深さ約8cm)。床面より遺物が出土した。住居社の覆土は茶褐色土で、

分層できない。

33号竪穴住居杜（第105図・第106図）

33号住居杜は、他の住居杜と比べて構造や出土遺物の構成が特異である。第105図には住

居杜覆土中の遺物出土地点を示した。住居杜の東・南壁寄りの部分には、遺物が散在的に分布

している。遺物が集まっているのは、2基の掘り込み（第106図掘り込み1．2）の上部及び

その周辺部分である。遺物分布を細かく見ると、住居杜の南西部に石器・自然操が集中してお

り、西側に鉄製品・スラグが多い。ふいどの羽口が掘り込み1の上面より出土した。

第106図は完掘後の実測図で、床面より出土した遺物などを記入している。33号住居杜は、

34号．35号住居杜を切っている。平面形は略方形である（規梼的520×500cm、深さ約10～

20cm)。4基の主柱穴を確認した（径約30～40cm、深さ約20～60cm)。4基の柱穴の中で、

西隅のものは二段掘りになっており、北隅のものは掘り込み内にある。住居杜内には、床面を

穿った不定形の掘り込みが2基ある（掘り込み1．2)。

掘り込み1は、住居杜の中央より北側に寄った箇所にあり、その北側端部は壁近くまでのび

ている。平面形は隅丸の不定な長方形、断面形は深い皿状を呈する（約220×80～140cm、深
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さ約10～14cm)。掘り込み内の床面は全体が弱く硬化しており、その面より遺物が出土した。

また、東側の壁近くには強く硬化した面があり、そこより焼土・炭が出土した。掘り込みの東

壁に寄った箇所に、さらにピットを穿っている（径約24、深さ約8cm)。掘り込みの北側端

部から住居杜の北壁・壁外にかけて、①層～③層が堆積していた。①層は赤褐色土で、焼土・

カーボンを多量に含んでいる。②層は茶褐色土で、焼土・カーボンを中量含む。③層は赤色の

細粒で、赤色顔料に酷似している。

掘り込み2は、住居社の西壁に沿った箇所にある。平面形は不定形で（最大長約180cm、

最大幅約160cm)、内部をさらに不定形に掘り込んでいる（最大長約90cm、最大幅約70cm)。

断面形は二段の深い皿状を呈する（深さ約8～22cm)。掘り込み内の上段の床面は、東側部分

が硬化している。上段の床面には、遺物・炭が残っており、南側に焼土のまとまりがある。下

段の床面からは、遺物・粘土を検出した。

34号竪穴住居杜（第107図）

34号住居杜は、33号住居社に切られているが、平面形は略方形になると思われる（検出部

の規模約380×340cm、深さ約6～10cm)。4基の主柱穴を確認した（径約28～40cm、深さ

約30～50cm)。これらの柱穴の内側を中心にして、硬化面が残っている。遺物は硬化面や東

側の壁寄りの床面から出土した。住居杜の覆土は茶褐色士で、分層できない。

35号竪穴住居杜（第107図）

35号住居杜は、33号住居杜より切られており、検出したのは一部分である（検出部の規模

約300×200cm、深さ約8cm)。南側の壁近くに、柱穴2基を確認した（径約26～32cm、深

さ約30～40cm)。床面より遺物が出土した。住居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。

36号竪穴住居祉（第107図）

36号住居杜は、南側部分が撹乱を受けており、検出できたのは一部分である（検出部の規

模約400×130cm、深さ約8～12cm)。北側の壁寄りの箇所で、2基の柱穴を確認し、東側の

ものは二段掘りになっている（径約30～50cm、深さ約40～60cm)。北側の壁に沿ったほぼ中

央部に、竃の底面が残っている。竃の袖部は灰白色の粘質土で作られている。袖部の内側には

カーボンを含んだ焼土がある。竃の前面で、柱穴に挟まれた床面には、硬化面が残っていた。

硬化面・床面より遺物が出土した。住居杜の覆土は暗褐色土で、分層できない。

37号竪穴住居杜（第108図）

37号住居杜の平面形は略方形である（約380×330cm、深さ約6～8cm)。37号住居杜は

38号住居杜を切っている。37号住居杜のほぼ中央部を耕作による撹乱溝が東西方向に二本走っ

ている。床面に掘り込んだ4基の柱穴を確認し、北側の2基は耕作溝で撹乱を受けている（径

約32～34cm、深さ約44～60cm)。東側の壁に沿ったほぼ中央部には、竃に伴う焼土が残って

いた。床面から遺物が出土した。住居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。
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第105図33号竪穴住居吐出土遺物分布図

38号竪穴住居杜（第108図）

38号住居杜は、37号住居杜より切られているが、略方形の平面形を呈すると思われる（約

320×280cm、深さ約20～28cm)。37号住居杜と同様に耕作による撹乱の溝2本がある。床面

に掘り込んだ4基の柱穴を検出し、そのうち3基は二段掘りになっている（径約22～40cm、

深さ約30～64cm)。床面から遺物が出土した。住居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。

39号竪穴住居杜（第109図）

39号住居杜の平面形は略方形を呈する（約420×380cm、深さ約8～10cm)。床面に掘り込

んだ4基の柱穴を確認した（径約24～32cm、深さ約38～44cm)。西側の壁に沿ったほぼ中央

部には、竃の底面が残っていた。確認できたのは、灰白色の粘土で作った袖部の片側と断面形

が皿状になる円形の掘り込みである（径約70cm、深さ約22cm)。円形の掘り込みの覆土は①

層～⑥層に分層できた。①層は壁土と灰が混じる淡灰褐色土。②層は焼土を多量に含む黒褐色

土｡③層は焼土を含む黄褐色土。④層は燈色の焼土の固まりである。⑤層は黒褐色土。⑥層は

焼土を少量含んだ黒褐色土。床面から遺物が散在状態で出土した。住居杜の覆土は茶褐色土で、

分層できない。

40号竪穴住居虻（第110図）

40号住居杜は、41号住居杜より切られており、ほぼ半分を検出した（検出部の規模約390

×330cm、深さ約2cm)。床面に掘り込んだ2基の柱穴を検出した（径約22～28cm、深さ約
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第106図33号竪穴住居杜実測図

24～30cm)。その柱穴の並びより東側の床面には、硬化面が残っている。西側の壁寄りの中央

部には竃がある。竃は灰白色粘土で作った両袖部の底面及び円形の掘り込みが残存していた。

掘り込み内には焼土が入っていた。床面・硬化面より、遺物が出土した。住居社の覆土は茶褐

色土で、分層できない。

41号竪穴住居杜（第110図）

41号住居社は、44号住居社より切られており、検出したのは一部分である（検出部の規模

約360×330cm、深さ約2cm)。3基の柱穴が床面より掘り込まれている（径約24～50cm、
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深さ約18～50cm)。西側の壁寄りの床面に、硬化面が残っている。北側の壁に沿った中央部

に、竃がある。竃は灰白色粘土で作った袖部の片側底面及び焼土が入る円形の掘り込みが残存

していた。床面・硬化面より、遺物が出土した。住居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。

42号竪穴住居杜（第110図）

42号住居杜は40号。41号住居杜より切られており、検出できたのは一部分だけである（検

出部の規模約320×60cm、深さ約2cm)。北側の壁に沿った中央部に、竃の底面の掘り込みだ

けが残っていた。掘り込み内には焼土が入る。住居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。

43号竪穴住居祉（第110図）

43号住居社は、40号。42号。44号住居杜より切られている。そのため、住居杜の一部分し

か検出できなかった（検出部の雛約340×240cm、深さ約10cm)。床面より遺物が出土した。

住居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。

44号竪穴住居杜（第110図)）

44号住居杜の平面形は略方形を呈する（約300×290cm、深さ約8～14cm)。床面に掘り込

んだ4基の柱穴を確認した（径約24～30cm、深さ約14～40cm)。4基中の1基の柱穴は二つ

の柱穴が重複している。4基の柱穴を結んだ線の内側を中心にして、硬化面がある。西側の壁

に沿ったほぼ中央部には、竃が残っていた。竃の検出部分は、灰白色の粘土で作った両袖部と
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両袖に挟まれた断面形が皿状になる楕円形の掘り込みである（長軸約60cm、短軸約30cm、

深さ約24cm)。楕円形の掘り込みの覆土は①層～⑤層に分層できた。①層は灰白色土で、焼土

と灰を多量に含む。②層は焼土・灰を少量含む茶灰白色土。③層は焼土・カーボンを少量含む

淡茶褐色士。④層は赤褐色の焼土である。⑤層は焼土を少量含む茶褐色土である。竃の前面の

硬化面には焼土がほぼ円形に広がっている。床面や硬化面から遺物が散在状態で出土した。住

居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。

45号竪穴住居祉（第110図）

45号住居杜は、43号住居社より切られているが、略方形の平面形を呈すると思われる（約

330×250cm、深さ約4cm)。床面に掘り込んだ4基の柱穴を検出した（径約22～30cm、深

さ約14～50cm)。4基の柱穴の内側を中心に、硬化面が残っている。床面・硬化面から遺物が

出土した。住居杜の覆土は茶褐色土で、分層できない。

46号竪穴住居杜（第110図）

46号住居社は、45号住居杜より切られており、約半分を検出した。住居杜の平面形は略方

形を呈すると思われる（約400×390cm、深さ約4～8cm)。床面に掘り込んだ3基の柱穴を

検出した（径約22～28cm、深さ約10～30cm)。南隅の柱穴には操が入っていた。南側の2基

の柱穴の周辺に、硬化面が残っている。床面から遺物が出土した。住居社の覆土は茶褐色土で、

分層できない。

ピット群（第111図・第112図）

ピットはI区のほぼ中央より東側と西側端部とII区の東側端部にある。I区のほぼ中央部に

あるピットは、2号・3号掘立柱建物跡の西側に多くが密集している。また、21号竪穴住居

杜の西側にも、少数のピットが分布している（第111図)。II区に分布しているピットは、4

号・5号掘立柱建物跡の周辺に密集している（第112図)。

1号掘立住建物跡（第113図）

1号掘立柱建物跡は、桁行方向が調査区外にのび、検出したのは1間分である。柱間寸法は、

北側桁部が約240cm(8尺)、南側桁部が約210cm(7尺）である。確認できた梁部分は西側だ

けであり、2間（約300cm、10尺）で、柱間寸法は等間である（約150cm、5尺)。柱穴の

平面形は、ほぼ円形である（径約40～44cm)。柱穴の断面形は1基が二段掘りで、他は筒状

を呈している（深さ約30～60cm)。柱穴の覆土は黒褐色土であり、柱痕跡は確認できなかっ

た。

2号掘立柱建物跡（第114図）

2号掘立柱建物跡は、桁行方向の一部が調査区外にのびる。検出できた桁部分は、北東側1

間分、南西側が2間分である。北東側桁部の柱間寸法は約210cm(7尺）である。南西側桁部

の柱間寸法は西側から、約240cm(8尺)、約150cm(5尺）である。梁部分は東側だけ確認で
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第111図遺構配置図(1)

き、2間である。梁行は約330cm(11尺）あ

り、柱間寸法は北側から、約150cm（5尺)、

約180cm(6尺）である。柱穴の平面形は、

東隅の柱穴以外がほぼ円形である（径約26～

34cm)。東隅の柱穴平面形は、3基が重なり

不定形になっている（約64×52cm)。柱穴

の断面形は筒状になる（深さ約20～60cm)。

柱穴の覆土は黒褐色土であり、柱痕跡は確認

できなかった。

3号掘立柱建物跡（第115図）

3号掘立柱建物跡は、桁行方向の一部が調

査区外にのび、検出できた桁部分は、北側3

間分、南側が2間分である。北側桁行部の柱

間寸法は西側から、約180cm(6尺)、約105

cm(3.5尺)、約150cm(5尺）である。南側

桁部の柱間寸法は西側から、約195cm(6.5

尺)、約90cm（3尺）である。梁部分で確

認できたのは西側だけで、3間である。梁行

は約345cm(11.5尺）あり、柱間寸法は北側

から、約120cm（4尺)、約120cm（4尺)、

約105cm(3.5尺）である。柱穴の平面形は、

西側梁部の1基の柱穴以外がほぼ円形である

(径約20～50cm)。西側梁部の1基の柱穴の

平面形は、楕円形を呈している（長軸約70c

m、短軸約40cm)。柱穴の断面形は、梁部の

両端、南側桁部の東端部の柱穴が二段掘りに

なり、それら以外が筒状になる（深さ約18

～100cm)。柱穴の覆土は黒褐色土であり、

柱痕跡は確認できなかった。

4号掘立柱建物跡（第116図）

4号掘立柱建物跡は、2間×3間の建物で、

主軸がほぼ南北方向である。北側の梁行は約

255cm(8.5尺)で、柱間寸法は西側から、約
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5．奈良・平安時代の調査

165cm(5.5尺)、約90cm（3尺）である。南側の梁行は約240cm（8尺)で、柱間寸法は西側

から、約150cm(5尺)、約90cm（3尺）である。西側の桁行は約405cm(13.5尺)で、柱間寸

法は北側から、約135cm(4.5尺)、約105cm(3.5尺)、約165cm(5.5尺）である。東側の桁行

は約435cm(14.5尺)で、柱間寸法は北側から、約150cm(5尺)、約150cm（5尺)、約135cm

(4.5尺）である。柱穴の平面形は、北側梁部の東端部と東側桁部の2基以外がほぼ円形である

(径約20～40cm)。南側梁部の西端部の柱穴平面形は、3基が重なり不定形で（約70×40cm)、

西側梁部の1基の柱穴平面形は、楕円形を呈する（長軸約48cm、短軸約30cm)。柱穴の断面

形は2基が二段掘りになり、他は筒状になる（深さ約30～60cm)。柱穴の覆土は黒褐色土で

あり、柱痕跡は確認できなかった。

5号掘立棺健物跡（第117図）5号掘立柱建物跡は、1基の柱穴が撹乱により、確認でき

なかったが、2間×3間の建物になると考えられる。主軸は4号掘立柱建物跡と同じで、ほぼ

南北方向である。北側の梁行は約

255cm(8.5尺)で、柱間寸法は東

側から、約135cm(4.5尺)、約12

0cm(4尺）である。南側の梁行

は1間分だけ確認でき、柱間寸法

は約120cm(4尺）である。東側

の桁行は2問分だけ検出できた。

柱間寸法は北側から約125cm（4

尺)、約75cm(2.5尺）である。

西側の桁行は約330cm(11尺)で、

柱間寸法は北側から、約120cm

（4尺)、約90cm（3尺）、約12

0cm(4尺）である。柱穴の平面

形はほぼ円形である（径約20～3

6cm)。柱穴の断面形は筒状を呈

する（深さ約22～40cm)。柱穴

覆土は黒褐色土で、柱痕跡は確認

できなかった。

12号道路跡

（第118図・第119図）

⑤

｡g：
Ｊ
Ｃ

_幾逗

;j;壷=
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OO C

ノ

第118図には道路跡を東西の二 I

箇所に分けて示した（1地点・2 第112図遺構配置図(2)
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第115図3号掘立柱建物跡実測図

地点)。道路跡は直線距離で約70mある。12号道路跡は凹道であり、窪んだ底面が硬化して

いる。道路跡がのびる方向は、谷が入り込む方向と一致しており、凹道全体が傾斜している。

その傾斜は、東側端部から西側端部にかけて、低くなる。凹道の平面形は、高い部分が狭く、

低い部分が広くなっており、凹道の壁には凹凸がある。2地点の中央より西側の北壁は、二段

掘りになる（凹部上面の幅、約1.2～7m)。凹道を登りつめた東側端部は凹部が閉じる。1地

点のほぼ中央部より東側は、硬化面の幅が広くなる。硬化面の幅が広い箇所は、凹道の傾斜が

緩やかである（硬化面の幅約40～170cm)。

第119図には五箇所の断面図を載せた。断面図A－B・C－D・E－Fの断面形は、深い皿状

を呈する（深さ約60～80cm)。断面図G－H・I－Jの断面形は、深い皿状の底面がさらにU

字形に窪んでいる（深さ約110cm)。断面図A－Bの硬化面上には偏平な操が置かれる。道路

跡の覆土は大きく①層～⑤層に分層できる。①層は茶褐色土で、黄褐色土の粒子を少量含む。

②層は淡黄褐色土で、黄褐色土の粒子を中量含む。②層中には②一a層（黄褐色士）がブロッ
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ク状に入る。③層は暗褐色土で、黄褐色土の粒子を少量含む。④層は褐色土で、

子を多量に含む。⑤層は灰褐色砂質土で、径約1～3mmの砂粒を多量に含み、

遺物は硬化面上や覆土より出土した。

黄褐色土の粒

水成層である。
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5．奈良・平安時代の調査

(2)遺物について

遺物については、竪穴住居杜。12号道路跡・1号溝跡より出土したものと、遺物包含層

(111層）より出土したものについて述べる。竪穴住居杜より出土した遺物は、床面出土のもの

を中心にした。

①竪穴住居吐出土の遺物

3号竪穴住居杜（第120図1．2）

1は須恵器の高台付坪で、高台部と坪部の接合面が観察できる。体部は外に開きながらのび、

口縁端部は丸くなる。2はへう切りの土師器の坪で、外に開きながらのびる体部、丸くなる口

縁端部をもつ。体部の内外器面には横方向のへラ磨きが施される。

4号竪穴住居祉（第120図3）

3は口縁部が外反する土師器の髪形土器である。外器面には荒い斜め方向のハケ目、内器面

には斜め方向のへラ削りが施される。内器面の口縁部と体部との境には段をもつ。

5号竪穴住居祉（第120図4．5）

4は土師器の謹形土器の口縁部片で、「く」の字形に外反している。5は土師器の坪で、口

縁部が僅かに外反する。

7号竪穴住居祉（第120図6～13）

6～9はへう切り底の土師器の坪である。器高は9が高く、6～8が低い。7．8の体部は

ほぼ直線的に伸び、6の体部は僅かに内側に丸くなりながら立ち上がる。9は口縁端部が少し

外反する。6．7の内外器面には横・斜め方向のへラ磨きがある。8の内器面には煤が付着し

ている。10～13は土師器の要形土器である。10の口縁部は「く」の字形に強く屈曲する。11

～13の口縁部は「く」の字に外反し、内器面に明瞭な段をもつ。10～13の体部内器面には横

及び斜め方向のへラ削りが施され、12の外器面には斜め方向のハケ目が僅かに残る。

8号竪穴住居杜（第120図14．15）

14はへう切り底の土師器の坪で、底部近くの体部外器面に、二条の沈線がある。内外器面

にはへう磨きが施され、赤色顔料が塗布される。15は須恵器の坪で、体部の中位から口縁部

にかけて外反し、外器面の体部下方にはへう削りが施される。

9号竪穴住居杜（第121図1～6）

1～3は須恵器で、1．3は高台付坪、2は蓋坪である。1の外器面には三条の沈線があり、

体部と底部の境が下がり気味である。3の口縁端部は弱く外反する。2の体部上位にはへう削

りが施される。4～6は体部内器面に斜め方向のへラ削りが施される土師器の婆形土器である。
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口縁部は「く」の字形に外反し、4の外反度は強い。5の体部外器面には縦方向のハケ目が

ある。

13号竪穴住居祉（第121図7～10）

7～10は須恵器である。7は高台付j不で、口繍端部が丸くなる。8～10は蓋坪で、8．9の

端部は下方に短く屈曲する。

14号竪穴住居虻（第121図11～14）

11．14は土師器、12．13は須恵器である。11はへう切り底の坪で、体部が内側に丸くなり

ながら立ち上がる。内外器面にはへう磨きが施される。14は甑の把手である。12は高台付坪

で、口縁端榔が薄くなって、弱く外反する。13は蓋坪で、つまみ部の立ち上がりが僅かに残っ

ている。端部がほぼ直角に屈曲する。

18号竪穴住居祉（第121図15～17．第122図・第123図）

15．16はへう切り底の土師器坪である。15は内側にやや丸くなりながら立ち上がる。内外

器面にはへう磨きが施される。16の内外器面には赤色顔料が塗布される。17は黒色土器Aで、

丁寧なへラ磨きが施される｡第122図は住居祉内の掘り込みから出土した須恵器の要で、口縁

部と底部を欠いている。胴部の中位に最大径がある。外器面には格子タタキ目が施され、内器

面の上位には同心円文タタキ目、それより下位には平行タタキ目力流される。第123図は磨石

類で、上面に磨痕・敵打痕があり、縁辺部が欠損している。

19．20号竪穴住居祉（第121図18～21．第124図1～6）

第121図18．19．21は須恵器、20はへう切り底の土師器である。18．19は坪（高台部不明）

で、口縁端榔が丸くなる。18の体部外器面にはへう削りが施される。21は蓋坪で、端部が短

く屈曲する。20は器高が低い坪で、内外器面には赤色顔料が塗布される。第124図1～5は

土師器の婆形土器である。すべて口縁部と胴部の境で屈曲するが、1の口縁部はほぼ直線的に

のび、2～5の口縁部は外反する。6は須恵器の高台付寸不で、体部がほぼ直線的にのびる。

21号竪穴住居杜（第124図7）

7は須恵器の高台付坪である。高台の外器面に窪んだ段があり、体部は直線的にのびる。

24号竪穴住居祉（第124図8～12）

8～12は土師器である。8～10は坪で、8．10はへう切りの底部である。8は器高が低く、

10の口縁部は僅かに外反し、底部近くの体部をヘラナデしている。11．12は高台付坪で、12

の高台部は外に開く。8．9．11は内器面、10は内外器面に赤色顔料が塗布される。

25号竪穴住居祉（第124図13～16)）

13．14はへう切りの底部をもつ土師器の坪である。体部はほぼ直線的にのび、口縁端部は

僅かに外反しながら丸くなる。13．14は他の坪に比べると、器高が高い。15．16は須恵器で

ある。15は小型の要形土器で、頚部が「く」の字形に屈曲し、口縁端榔をつまみ上げている。
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5．奈良・平安時代の調査
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16は蓋坪で、端部は内傾しながら尖る。

28号竪穴住居祉（第125図1～8）

1～4．5．8は、土師器の要形土器である。l～4は

口縁部片で、5は口縁部から胴部にかけての部位が残って

いる。5の外器面には部分的にハケ目があり、内器面には

へう削りが施される。8は大型の要形土器で、外器面に赤

色顔料が塗布される。調整は外器面の胴部下半にハケ目が

残り、内器面の頚部下位にへう削りが施される。6．7は

へう切りの底部をもつ土師器の坪である。体部は6が直線

的に、7がやや丸くなりながら立ち上がる。両者とも外器

面の体部下半にへう削りが施され、その部分が稜になって
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第III章調査の成果

29号竪穴住居祉（第125図9～11）

9は須恵器の蓋坪で、天井部はへう削り力流され、口縁端部が屈曲する。10．11は土師器

の婆形土器である。10の口縁部の外反は二段になり、内外器面に赤色顔料が塗布される。11

は「く」の字形に強く屈曲した口縁部をもつ。10．11の内器面にはへう削りが施される。

30号竪穴住居祉（第125図12）

12は口縁部が「く」の字形に外反する土師器の要形土器で、内器面にへう削りが施される。

32号竪穴住居祉（第126図1）

1は須恵器の高台付j不で、坪部と高台部の接合面が衝擦できる。

33号竪穴住居杜（第126図2～15．第127図・第128図・第129図)’

2～7は土師器の髪形土器である。2～5は屈曲した口縁部片で、6．7は強く外反する口

縁部をもち、胴部内器面にはへう削りが施される。8．9はへう切りの底部をもつ土師器の坪

である。8の体部はほぼ直線的にのび、口縁端部が丸くなる。9は大型で、外反気味にのびる

体部に丸くなる口縁端榔が続く。内外器面に赤色顔料が塗布される。10．11は土師器の高台

付坪である。11の高台は高く、坪部との接合面が観察できる。10の内器面には赤色顔料が塗

布される。12～15は須恵器である。12は坪の口縁部で、端榔が丸くなる。13は蓋坪で、釦状

のつまみをもち、口縁瑞部が僅かに突出する。14はへう切りの底部をもつ坪である。15は高

台付坪で、高台は突出した先端で接地し、j不部との接合面が観察できる。

第127図は石製紡錘車で、約半分が欠損し、部分的に上面が剥落している。表裏面とも磨痕

が顕著である。

第128図・第129図は磨石類である。表面に磨痕があるのは第128図1．3、第129図1で

ある。表裏面に磨痕があるのが第128図2．5、第129図2である。第128図2の側面にはス

スが付着している。第128図4は表裏面・側面に敵打痕がある。磨痕が残っている石器は砥石

的な使用も考えられる。図示した以外に、砥石的な使用が考えられる石器が1点、火を受けて

表面が剥落している操が2点、自然操が18点出土している。

34号竪穴住居杜（第126図16～18．第130図）

16は土師器の髪形土器で、口縁部が強く外反し、内器面にへう削りが施される。17は土師

器の坪で、内外器面に赤色顔料が塗布される。18は土師器の高台付坪で、高台部は先端で接

地し、坪部との接合面が観察できる。

第130図は土錘である。上端部が部分的に欠損している。

36号竪穴住居祉（第126図19．20）

19．20は土師器の婆形土器である。19の口縁部は直角に近い外反をしており、内器面には

へう削り力流される。20は「く」の字形に屈曲した口縁部片である。

－136－



5．奈良・平安時代の調査

履 亙 刑『 ぽ r〃1

函
6

I
I

7－ き
く
、

ｒ
乏
手

7
ノ

ノ

気 11

三己ここ系一

一
一

』
一

10

14

Z 15
13

ン

I

’’16

18

雨 ″”『
｛119

1；32号住2～15;33号住16～18;34号住19．20;36号住 10cm0

第126図竪穴住居吐出土遺物実測図

－137－



第III章調査の成果

37号竪穴住居杜（第131図1～12．第132図）

1～9はへう切り底の土師器の坪・高台付坪である。3は内器面、4

は内外器面に横方向のへラ磨き力流される。5～9の内外器面には赤色

顔料が塗布される。10．12は土師器の蕊形土器である。12は大型で、－

口縁部を欠いている。11は須恵器の胴部片で、外器面に格子タタキ目、

内器面に平行・同心円文タタキ目がある。 １グ

し鷲い'は磨石類で表裏面に磨痕をもつJは約半分が欠損鰯＝」
38号竪穴住居杜（第131図13～19） 第127図紡錘車実測図

13は土師器の甑の把手である。14は土師器の雲形土器で、口縁部が屈曲している。15～19

は土師器の坪・高台付j不である。15．17の底部はへう切りである。15～17．18の内外器面に

は赤色顔料が塗布される。

39号竪穴住居杜（第133図1～6）

1．2は須恵器の蓋坪で、口縁端部が短く屈曲する。3は土師器の坪で、へラ切りの底部を

もつ。4～6は土師器の要形土器である。4．6の口縁部は「く」の字形に屈曲する。5の口

縁部は全体が外反する。

40号竪穴住居祉（第133図7～9）

7はへう切り底の土師器の坪で、内外器面に赤色顔料が塗布される。8は須恵器の鉢である。

9は須恵器の高台付坪で、高台の接地面はやや尖る。

41号竪穴住居杜（第133図10～13）

10は土師器の婆形土器で、口縁部が屈曲する。11は須恵器の鉢で、口縁端部が角ばる。12．

13はへう切り底の土師器の坪で、両者とも内外器面に赤色顔料が塗布される。

42号竪穴住居杜（第133図14）

14は土師器の謹形土器で、口縁部が外反する。口縁部の内器面に面取り様の調整がある。

43号竪穴住居祉（第133図15～17）

15は土師器の妻形土器の口縁部片で、口縁端榔が強く屈曲する。16．17は土師器の坪で、

内外器面に赤色顔料が塗布される。

44号竪穴住居辻（第134図）

第134図1～4はへう切りの底部をもつ土師器の坪・高台付坪である。1．2の内外器面には

赤色顔料が塗布される。3の内器面には横線の暗文が四条施される。3．4の外底部には墨書

があるが、文字は不明である。5は須恵器の蓋坪、6～8は須恵器の坪・高台付坪である。

底部が観察できるものは、へラ切りである。9．10は土師器の要形土器で、両者とも口縁部

の外反が強い。11は須恵器の壷である。頚部は外に開き、口縁部との境に段をもち、口縁部
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第III章調査の成果

2

L一一一L9cm

⑨

第138図には、竪穴住居杜の床面より出土した鉄器を掲載した。

1は38号竪穴住居杜出土の鉄斧で、柄の挿入部に木質が残存している。2は13号竪穴住居

社出土の刀子である。背はほぼ水平であるが、刃部はやや内反りになる。刃部側に関があり、

茎部の一部には木質が残存している。3．4は33号竪穴住居社より出土した。3は不明鉄器
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第III章調査の成果

〆~、

澱
■■■■

一

I

で、短冊状の鉄板の端部を折り曲げている。4

は刀子の茎部であろう。部分的に木質が残って

いる。5は38号竪穴住居社出土で、短頚の斧

箭式鉄鎌で、錬身は平造りである。6は9号竪一

穴住居社、7は34号竪穴住居杜、8は29号竪

穴住居杜、9は33号竪穴住居杜より出土した

長頚鍍の茎部である。6には箆被がある。 醗
1土尼了牡に、りほ。d弓里食ﾝK1土盾Hこより出土した

職頚鍍の茎部である｡‘には箆被がある鰯，伽
②12号道路跡出土の遺物（第139図～第141図）第132図37号竪穴住居祉出±石器実測図

ここでは、道路跡の硬化面上より出土した遺物を中心にしており、覆土より出土した遺物も

一部取り上げる。

第139図は須恵器である。1は蓋坪で、つまみが付く。端部がほぼ直角に折れる。2～5は

高台付坪である。3の高台の開きは強い。2．5の高台はハの字形になる。4は高台が高く、

底部の中央が厚くなる。6は小型の雲の口縁部で、外反している。7～12は壷及び長頚壷の

口縁部・底部である。7は口縁端榔が強く外反している。8．9は口縁部と頚部の境に段をも

ち、口縁部が外反する。8の頚部外器面には櫛描波状文を施し、9の頚部外器面にはへう記号

がある。10の頚部は外に開きながら直線的にのび、口縁部は弱い段を作り、さらに外反する。

11は平底で、外底部に車輪文タタキ目がある。外器面には平行タタキ目が施される。12には

外に開く高台が付き、内器面には同心円文タタキ目がある。

第140図は土師器の坪・高台付坪・皿である。1の体部はほぼ真っ直ぐのび、口縁部は弱く

外反し、端榔が丸くなる。高台は1．2が低く、3．4が高い。5は短い体部に外反する口縁

部が続く。6の体部・口縁部は、ほぼ真っ直ぐにのび、口縁端榔が丸くなる。7は端榔が丸く

なる口縁部である。8の外底部には、墨書力認められる。9は大型の製品で、僅かに丸くなり

ながらのびる体部に外反する口縁部が続く。口縁端榔は丸くなる。

第141図には鉄製品を載せた。1～4は鉄鎌である。1は長頚長三角形式で、鍍身は片丸造

りである。箆被が確認できる。2は短頚斧箭式で、鎌身は平造りである。3は長頚磐箭式であ

る。4は長頚鍍の頚部で、疎箆被がある。5．18は鉄鎌である。5は先端部付近の破片であ

り、先端郷が下方に曲がる。18は大型品で、身が二つに割れている。身の端部を折り返して

柄の装着部を作っている。柄は身に大して鋭角に装着される。身全体が湾曲しており、先端部

は丸くなっている。6は鉄鎌の侭髪着部分で、身の折り返し部分で欠損していると思われる。

7～11．13．17は角釘である。いずれも先端郷は折れ曲がっており、11は他の物に比べると、

先端郷の折れ曲がりが小さい。17は大型品、7．11は小型品で、その他は両者の中間の大き

－142－

2



5．奈良・平安時代の調査

了ｒ
刀

軍毛
ノ
ー

で

〆

／

9

『

三=クニーグ
》
一
配
一
一

一
》
一
一
一
一
一

一
４
ひ
け

13

1

ア

住
住
住
住
住

号
号
号
号
号

９
０
１
２
３

３
４
４
４
４

６
９
咽
Ｍ
Ⅳ

一
一
一
－

１
７
岨
妬 弧〃『 二差竺三グノ乱7

10cm0
－

第133図竪穴住居吐出土遺物実測図

さである。12．15．16は棒状の製品を加工したもので、用途不明である。12はU字形、16は

三角形に曲げている。15は楕円形の環になっており、一部が上方に盛り上がっている。14も

不明鉄器で、板状の鉄片の下端にV字伏の扶り込みがある。
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5．奈良・平安時代の調査
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第III章調査の成果
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第III章調査の成果
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第140図12号道路跡出土土師器実測図

場所がほぼ重なる。これは、道路跡に遺物が流れ込んだものと考えられる。

鉄製品は不明鉄器も含めて192点、ふいどの羽口は44点、スラグは拳大から指頭大まで大

小あり、270点（5,664.69)、るつぼ1点が出土している。

第144図1は、るつぼである。全体に器壁が厚く、口縁端部が丸くなる。内外器面には、細

かいひびがはいっている。外器面の口縁部寄りの箇所が部分的に黄褐色に変色し、スラグが付

着している。その部位より底部より部分が灰褐色に変色している。

2～10はふいどの羽口である。出土したものが破片であるため、全体の形状が分からない。

その中でも、8．9．10は残存部が多く、全体の形状が想定できる。平面形は送風部が大き

く、先端郷ほど小さくなるハの字形を呈すると思われ、断面形は筒状になる。これらの羽口は

成形状態で二つに分けることができる。外器面を面取りしているもの（2～5．7～10）と面

取りがないもの（6）とがある。また、孔径（復原孔径も含む）の大きさで二分できる。孔径

の大きいもの（3．4，4，6cm）は、5．6．8で、小さいもの（2.1～2.7cm）には、2．3．

4．7．9．10がある。8．9．10の先端郷には、スラグが帯状に付着しており、そこより

送風部側力滞状に灰黒色または黒褐色に変色している。9は帯状変色部分が交差しており、差

し替えて使用していると思われる。これら以外のものは、先端郷に部分的なスラグの付着があ

り、帯状に灰黒色・黒褐色に変色している。8の帯伏変色部分の送風部側は、直線的になって

おり、垂直方向と約72.の角度になっている。

第145図には鉄製品を載せた。1～3は刀子の刃部から身部にかけての破片である。1は2．
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奈良・平安時代の調査5
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第III章調査の成果

・鉄製品・スラグ

△ふいどの羽口

･るつぼ

L－－－_里10m

第143図鉄製品・スラグ，ふいどの羽口出土分布図

3に比べると、先端郷の曲がりが急である。4～6は不明鉄製品である。4の形状は模状であ

る。

土師器・須恵器について（第146図）

1は土師器の高台付坪で、内外器面に赤色顔料が塗布され、外底部に「大」の字が墨書され

ている。2～8は土師器の坪である。2は器高が低く、小型である。6は体部がほぼ直線的に
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5．奈良・平安時代の調査

のび、口縁端部が丸くなる。底部が弱い上げ底である。2～4．6．7の外底部には、回転糸

きり痕が残っている。2の内底部には、葉脈の圧痕がある。5の外底部には「田」の字状のへ

ラ記号が施される。8はへう切りの底部で、体部が外に丸くなりながら短く立ち上がり、口縁

端部が丸くなる。内外器面に赤色顔料が塗布される。9は須恵器の坪で外底部に×字状のへラ

記号がある。10は須恵器の高台付坪で、体部がほぼ直線的にのび、口縁端部が丸くなる。高台
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5．奈良・平安時代の調査

はハの字形に外に開く。’1は土師器の甑の底部である。底面には外方向から、焼成前の穿孔

が認められる。内器面には縦方向のへラ削りがある。

石器について（第147図）

1．2は砥石である。’は約半分が欠損しており、表裏面及び左右側面に磨痕、表裏面・左

側面に敵打痕が残る。左側面の鼓打痕は顕著である。2は表裏面に磨痕が残る。3は磨石類で、
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第Ⅲ章調査の成果

約半分が残存しており、表裏面に磨痕があり、部分的に

鉄が付着している。4は磨石類で、表裏面及び側面の一

部に磨痕がある。裏面には部分的にススが付着している。 ■■■■■■■■■

古銭について（第148図）

古銭は皇宋通賓である。皇宋通賓の初鋳年は北宋時代口》唾Vd､三三/トス里貝L氏ﾉっ◎三二不ｭ里頁uﾉ'似J湾千個､』Lオごﾛ守1~、 第148図古銭拓影

の宝元元年（1038年）である。皇宋通賓の書体は蒙書

で、背の外輪や内郭が消失している。径は2.44cm、重量は1.659である。

その他の遺物について（第149図）

1～5は111層及び12号道路の覆土より出土した士錘である。2．4は完形で、1は上方の

表面の一部が剥落している。1．2は細身・長身である。3は上下端榔が欠損しており、胴部

が膨らんでいる。4．5は上記両者の中間的な径をもつ。5の上部は欠損している。

6は111層出土の石製紡錘車で、約半分が欠損している。表裏面とも磨痕が著しく、表面には

磨研による弱い稜がある。

7は不明土製品である。残存部の下方がハの字形に広がる。表面全体に赤色顔料が塗布され

る。

卿
⑨

Ⅷ鳶
第149図Ⅲ層出土遺物実測図

⑤車輪文タタキ目のある須恵器（第150図）

蕊鋸
7

6

0 5cm
ｰ一一言一目

車輪文タタキ目のある須恵器は10点あり、3点が111層、5点が12号道路跡覆土、2点が溝

跡の撹乱層より出土している。車輪文タタキ目は9が外底部にあり、それ以外は胴部の内器面

にある。全体の形状が分かるタタキ目は、6．9にある。9に残されたタタキ目凸部の形状は、

中心円内に×字状文があり、その周囲が二重の同心円になっている。6にあるタタキ目凸部の

形状は、中心円内に8本の放射線状文があり、その周囲を二重の同心円文が囲む。これら以外
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5．奈良・平安時代の調査

の須恵器は、タタキ目が重なりあっており、タタキ目全体が残っていない。残っているタタキ

目より全体の形状を推定すると、6のタタキ目と同様になる。
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第III章調査の成果

6．鎌倉・室町時代の調査

(1)遺構について

⑨遺構分布（第151図）

検出した遺構は、6号～8号掘立柱建物跡、

1．2号土塘、1号～10号道路跡、7号・8

号。11号溝跡である。これらは、II区・III区

に分布している。

II区では、北側端部に凹部が帯状に東西方向

にのびる。その凹部に、1号～10号道路跡が

あり、一部は上下に重なっている。凹部に直交

する状態で、7号溝跡が位置する。7号溝跡の

西側に隣接して、1号・2号土塘がある。7号

溝跡、1号・2号土塘は、平坦面に位置してい

る。11区・III区の境には、8号溝跡が北西～南

東方向にのびている。

111区の南端部寄りには、11号溝跡が北東～

南西方向にのびており、その方向は谷の頂部に

ほぼ沿っている。11号溝跡の北側で、調査区

の北端部に6号～8号掘立柱建物跡が分布して

いる。その箇所は緩傾斜地の中でも、もっとも

傾斜が緩やかになっている。掘立柱建物跡の方

向と11号溝跡がのびる方向とを比較すると、

6号掘立柱建物跡の主軸はほぼ一致するが、7

号・8号掘立柱建物跡の主軸は直交状態よりや

や南側に振れる。
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額が額が額が額が1号～5号道路跡（第152図～第155図）

1号～5号道路跡は、11区の凹部内にあり、

凹部に沿った状態でほぼ東西方向にのびている。

1号～5号道路跡の実測図は、東側から西側へ

A地点～F地点の6箇所に分けて示した。

11区I

200 、

第151図遺構配置図
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6．鎌倉・室町時代の調査

1号道路跡

1号道路跡は、D地点。E

地点で確認した。1号道路跡

は2号道路跡より切られてお

り、1号道路跡→2号道路跡

の前後関係がある。1号道路

跡は道路幅全体が硬化してい

る（幅約40～80cm)。道路

跡は少し蛇行しながら、ほぼ

東西方向にのびている。道路

跡の中央部には、全面ではな

いが平面形が楕円形、断面形

が皿状を呈する窪みがある

(長軸約30～70cm、短軸約2

4～35cm、深さ約1～3cm)。

窪みの内面も硬化している。

道路跡の硬化面上や窪み内の

一部から、円操や遺物が出土

した。窪み以外の道路跡の断

面形はほぼ平坦である。

2号道路跡

2号道路跡は、凹部の南壁

に沿った状態でのびており、

A地点～F地点で確認した。

道路跡の上面は全体が硬化し

ている。道路幅は狭い箇所や

広い箇所があり一定でなく

(幅約80～160cm）、道路は

少し蛇行している。A地点

～D地点の一部では、道路両

端や片側に側溝がある（幅約

18～50cm)。側溝の覆土は道

路跡の覆土と違って、粒子の
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第152図1号･2号道路跡実測図
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第III章調査の成果

細かい暗褐色砂質土の水成層である。側溝の断面形は皿状になる（深さ約5～10cm）。D地

点の西側端部とE地点の東側ほぼ半分の硬化面中央部には、平面形が楕円形、断面形が皿状

を呈する窪みがほぼ等間隔にある（長軸約26～34cm、短軸約20～26cm、深さ約1～5cm）。

窪みと窪みの間は、約32～40cmである。A地点とB地点の東寄り部分、E地点の西側寄りの

部分とF地点には、円操が密集している。円篠の間より、遺物が出土している。上記以外の

地点では、円傑や遺物が散在状態で分布している。窪んでいる箇所以外の道路跡の断面形はほ

ぼ平坦である。

3号道路跡

3号道路跡はA地点。B地点で確認できた。検出できたのは、道路全体の一部分である。

3号道路跡は2号道路跡の北側に隣接してのび、少し蛇行している（幅約60～110cm)。3号

道路跡も他の道路跡と同じように、道路幅全体が硬化しており、硬化面上には操や遺物力戦在

している。2号道路跡に伴う側溝がB地点の3号道路跡西側端部を切っている。これより、

3号道路跡→2号道路跡が分かる。道路跡の断面形は、ほぼ平坦な部分と皿状になる部分があ

る。

4号道路跡

4号道路跡も3号道路跡と同様に道路の一部分をA地点．B地点で確認した。4号道路跡

はA地点のほぼ中央から極端に細くなる（幅約20～80cm)。4号道路跡は3号道路跡の北側

に隣接してのびており、道路幅全体が硬化している。硬化面上より、少数の遺物や操が出土し

た。3号道路跡と4号道路跡の前後関係は不明である。道路跡の断面形は、ほぼ平坦である。

5号道路跡

5号道路跡も3．4号道路跡と同じようにA地点。B地点で、道路の一部分を検出した。

5号道路跡は4号道路跡の北側に隣接してのびる（幅約50～80cm)。硬化しているのは道路

幅全体である。少数の遺物や操が硬化面上より出土した。5号道路跡と4号道路跡の前後関係

は把握できなかった。道路跡の断面形は、ほぼ平坦である。

6号道路跡（第156図）

6号道路跡は凹部のほぼ西側半分にある。検出したのは道路の一部分である（A地点。B地

点)。道路跡は検出部の約1／3まではほぼ真っ直ぐにのび、途中から南東方向に曲がる（幅

約30～80cm)。道路跡の断面形は、ほぼ平坦な箇所と皿状を呈する箇所がある。6号道路跡は

1号・2号道路跡の上に形成されており、1号・2号道路跡→6号道路跡の前後関係がある。

道路幅全体が硬化しており、硬化面上より少数の遺物や操が出土した。

7号道路跡（第157図）

7号道路跡は凹部の南壁に沿った状態でほぼ真っ直ぐのびており、確認できたのは一部分で

ある（A地点。B地点)。7号道路跡は2号道路跡の下部にあり、7号道路跡→2号道路跡の
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6．鎌倉・室町時代の調査
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前後関係がある。7号道路跡はB地点の東側寄りの

箇所でやや狭くなる（幅約80～160cm)。道路幅全体

が硬化しており、硬化面上から篠・遺物が散在状態で

出土した。道路跡の断面形は、ほぼ平坦である。

8号道路跡（第158図～第160図）

8号道路跡は、7号道路跡の硬化面を掘り下げた後

に検出したもので、8号道路跡→7号道路跡の前後関

係が把握できた。8号道路跡は凹部の南壁に沿った状

態でのびており、確認できたのは道路の一部分である

（A地点。B地点。C地点)。A地点。B地点の全体と

C地点の東端部には、平面形が楕円形や略楕円形、断

面形が皿状の窪みがほぼ等間隔に並ぶ（長軸約50～1

20cm、短軸約20～60cm、深さ約1～10cm、窪みの

間隔約20～40cm)。殆どの窪みが道路の南寄りにあ

り、窪み内には操や遺物が入り込んだものがある。8

号道路跡は、A地点。B地点がほぼ同じ幅で、C地点

がやや狭くなる（幅約120～200cm）。C地点の硬化

面上には多くの操があり、操の一部は道路外にも分布

している。また、操間から遺物が少数出土した。A

地点の窪み外側の硬化面上には、少数の操・遺物があ

る。

9号道路跡（第158図・第159図）

9号道路跡は、8号道路跡の北側に隣接してのびて

おり、A地点とB地点の一部で確認できた（幅約40

～100cm)。道路幅の全体が硬化している。A地点の

道路跡の南側の一部には、側溝がある。この側溝は8

号道路跡の硬化面を切っており、8号道路跡→9号道

路跡の前後関係が把握できた。A地点の硬化面上か

ら、少数の遺物が出土した。

8号道路跡下部遺構（第161図・第162図）

8号道路跡の硬化面直下に遺構を確認した。この遺

構を8号道路跡下部遺構とする（幅約100～200cm)。

8号道路跡下部遺構は、8号道路跡とほぼ同じ地点で

a

⑥
④

ae

Ｃ
Ｑ

ｐ
Ｑ

I
I

I■■■遺物

2m

B地点

第156図6号道路跡実測図
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6．鎌倉・室町時代の調査

確認した（A地点。B地点。C地点)。A地

点の土層断面を観察した結果は次の通りであ

る。1V層が凹部の基盤になり、1V層の上面に

②層～⑪層を客土している。これらの客土の

上に凹部全体を覆うように、さらに①層を載

せている。この①層が硬化し、道路跡の硬化

面となっている。1V層上面に篠を配置してお

り、操の一部が客土の最下層である⑨～⑪層

内に入り込む。これらの操間より遺物が出土

した（土層断面図A－B)。またミB地点の土

層断面を観察すると、次のようになる。1V

層が凹部の基盤になっており、1V層上面に⑥

～⑮層を客土し、これらの客土を上から覆う

状態で③層を載せている。この③層が硬化し、

道路跡の硬化面になっている。③層の上面に

①．②層が堆積している。1V層上面に操配置

が認められ、操の一部が最下部の⑫～⑮客土

層に入り込む。配置操の間から、遺物が出土

した（土層断面図A－B)。C地点でも、A

地点。B地点と同様な操や遺物が確認できた。

10号道路跡（第163図）

確認できた10号道路跡は、全体のごく一

部分である。確認できた部分は、凹部の中央

よりやや東側によった箇所で、凹部の南壁に

沿ってのびている（幅約100～160cm)。道

路幅全体が硬化しており、硬化面のほぼ中央

に平面形が楕円形、断面形が皿状の窪みがあ

る（長軸約34～60cm、短軸約20～60cm、

深さ約1～4cm)。窪みはほぼ等間隔に並び

（間隔約40～50cm)、窪み内には操が密集し

ており、操間や硬化面上より遺物が出土した。

1号土壌（第164図）

1号土壌の平面形は略長方形
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6．鎌倉・室町時代の調査
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6．鎌倉・室町時代の調査

で（約160×65cm)、断面形は皿

状になる（深さ約5～10cm)。土

塘内の中央よりやや北東方向に寄っ

た箇所に、赤色顔料を検出した。

赤色顔料は床面上にあり、約4c

mの厚さがある。覆土は黒褐色

土で、分層できない。

2号土塘（第164図）

2号土塘の平面形は略長方形で、

短辺は西側が東側よりやや短い

(約200×40～45cm)。断面形はA一

皿状になる（深さ約5～8cm)。

壁の一部分が2基のピットより撹

乱されている。覆土は①。②層に

00

00

硬化面分かれる。①層は暗褐色土。②層j

は地山（1V層）がブロック状に入っ 標高＝69.59m

た淡黄褐色土である。①層より甑A－一B
の把手頂恵器の高台付坪片が出離

第163図1［

｜

・

第163図10号道路跡実測図土した。

7号溝跡（第165図）

7号溝跡は北側がII区の凹部までのびると思われるが、凹部付近で撹乱を受けており明確

にできなかった。また、溝跡の南側は調査区外にのびると考えられる。平面形は少し蛇行しな

がら帯状にのびる（長さ約780cm、幅約60～90cm)。断面形は深い皿状を呈する（深さ約20

cm)。覆土は淡黒褐色土で分層できない。遺物が床面上や覆土中より出土した。

8号溝跡（第165図）

8号溝跡は平面形が略長方形であり、南側がやや狭くなる（約740×120～160cm)。断面形

は深い皿状を呈する（深さ約40cm)。覆土は①～⑦層に分かれる。①層は黒褐色砂質土。②

層は黄黒褐色土で、1V層がブロック状にはいる。③層は暗黒褐色土で、黒色土がブロック状に

混入している。④層は黄色土で、硬い。⑤層は軟質の黒色土で、1V層が少量混じる。⑥層は茶

褐色砂質土。⑦層は1V層が入り込んだ硬質の黄褐色土である。溝跡の南北両端の覆土中より遺

物の多くが出土した。

11号溝跡（第166図～第168図）

11号溝跡は少し蛇行しながら帯状にのびている。溝跡の東端部は閉じており、西端部は谷

－169－
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部に向かってのびる（長さ約54m、幅約120～230cm)。実測図は1地点～6地点に分けて載

せた。1地点と2地点北端部の床面に、方形（2基、一辺約90～100cm）及び楕円形（1基、

長軸約90cm、短軸約66cm）の掘り込みがある。1地点の断面形は皿状を呈する（断面図A－

B、深さ約8～18cm)。2地点での断面形は略台形（深さ約40～50cm）を呈し、覆土は①～

③層に分かれる（断面図C－D)。①層は淡茶褐色士。②層は茶褐色土で、黄色の細粒子が少

量混じる。③層は黄褐色土で、黄色の細粒子が多量に含まれる。3地点の断面形は略台形を呈

する（断面図E－F、深さ約54～60cm)。4地点の断面形は略台形である（断面図A－B、断

面図C－D、深さ約40～50cm)。覆土は①～③層に分かれ、これらの層は2地点の断面図C－

Dと同じである。5地点の断面形は略台形になる（断面図E－F、深さ約50～60cm)。6地点

では溝の幅が狭くなり、断面形は深い皿状を呈する（深さ約26cm)。

－170－



6．鎌倉・室町時代の調査

6号掘立柱建物跡（第169図）

6号掘立柱建物跡は2間×3間の規模であ

る。桁行は東西とも約540cm(約18尺)で、

東側桁部の柱間寸法は、北側から約180cm

(約6尺)、約210cm(約7尺)、約180cm(約

6尺)である。西側桁部の柱間寸法は、約18

0cm(約6尺)の等間である。梁行は南北とも

約345cm(約11.5尺)で、柱間寸法は南北梁

部とも、西側から約165cm(約5.5尺)、約18

0cm(約6尺)である。東側桁部の南から2基

目の柱穴がやや内側に入り込む。柱穴は平面

形がほぼ円形で（径約38～50cm)、断面形

が筒状になる（深さ約40～80cm)。柱穴は

分層できるものと、できないものがある。分

層できるものは①～③層に分けることができ

た。①層は燈色の焼土を多量に含んだ茶褐色

土で、柱痕跡である。②層は暗褐色土。③層

は燈色の焼土を多量に含んだ黒褐色土で、柱

痕跡である。分層できない柱穴の覆土は暗褐

色土である。柱痕跡の部分に焼土が入ること

より、6号掘立柱建物跡は焼失したものと思

われる。

⑥

A－ C ，

’
標高＝69.00m

7号・8号掘立柱建物跡
標高＝70.10m

,号駕鰯孟I宴二棟が近接しA藍溌室β
それぞれの建物の主軸がほぼ東西方向で平行

1テ皆n瓦]Z才〒升U一猫弓筈"-)繕斗告ルァかスー 第165図

② ①苧ﾉｰDB

⑤
咽

しており、平行型二棟造の構造になる。 第165図7号･8号溝跡実測図

7号掘立柱建物跡7号掘立柱建物跡は2間×5間の規模である。北側桁行は約765cm(約2

5.5尺)で、柱間寸法は西側から約120cm(約4尺)、約150cm(約5尺)、約165cm(約5．5尺)、

約150cm(約5尺)、約150cm(約5尺)である。南側桁行は約840cm(約28尺)で、柱間寸法は

西側から約150cm(約5尺)、約180cm(約6尺)、約180cm(約6尺)、約150cm(約5尺)、約

180cm(約6尺)である。西側梁行は約450cm(約15尺)で、柱間寸法は約225cm(約7.5尺)の

等間である。東側梁行は約390cm(約13尺)で、柱間寸法は南側から約180cm(約6尺)､約210

－171－
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第III章調査の成果

cm(約7尺)である。柱穴は平面形がほぼ円形で（径

約28～52cm)、断面形が筒状になる（深さ約28～90c

m)。

8号掘立柱建物跡8号掘立柱建物跡は、柱穴の一

部が37号竪穴住居杜の床面を切って掘り込んでいる。

8号掘立柱建物跡は西側部分が調査区外にのびており、

桁行は4問分を確認した。7号掘立柱建物跡との関連

で、8号掘立柱建物跡は2間×5間の規模になると考

えられる。南側桁行は4間が確認でき、柱穴寸法は西

側から約180cm(約6尺)、約150cm(約5尺)、約180

cm(約6尺)、約210cm(約7尺)である。北側桁行は

3間が確認でき、柱穴寸法は西側から約120cm(約4

尺)、約180cm(約6尺)、約180cm(約6尺)である。

梁部は東側だけ確認できた。梁行は約300cm(約10

尺)で、柱間寸法は南側から約180cm(約6尺)、約12

0cm(約4尺)である。柱穴は平面形がほぼ円形で（径

約30～54cm)、断面形が筒状になる（深さ約34～100

cm)。

3号・8号掘立柱建物跡の柱穴は分層できるものと、

できないものがある。分層できるものは①～③層に分

けることができ、6号掘立柱建物跡の柱穴覆土と同じ

である。7号・8号掘立柱建物跡も柱痕跡部分に焼土

が含まれることより、6号掘立柱建物跡と同様に焼失

したと考えられる。
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第169図6号掘立柱建物跡実測図
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第III章調査の成果
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第III章調査の成果

(2)遺物について

溝跡出土遺物について（第172図）

1～6は8号溝跡覆土より出土した。1．2は青磁の口縁部片である。1は端部が丸くなり、

外器面に雷文（？）を描いている｡内外器面には緑青色の軸が薄く施される。2は端部が外方

向に丸くなりながら僅かに突出している。内外器面には淡緑青色の紬が薄くかけられる。3は

外底部に回転糸切り痕を残した土師器の底部片である。4～6は瓦質の播鉢片である。4は胴

部片で、内器面に6～7本の条線が斜め方向に施される。5も胴部片で、内器面に左右斜めの

両方向より条線が施される。6は端部がくの字形に角ばる口縁部片で、内器面には斜め方向の

条線がある。

7～11は11号溝跡の覆土より出土した。7．8は外底部に回転糸切り痕を残した土師器の

皿である。7は弱い上げ底で、8の外底部には板状圧痕がある。9は口縁端榔が「く」の字形

を呈した瓦質の播鉢片と思われる。10．11は青磁の口縁部片である。10は端部が丸くなり、

内外器面に灰緑色の粕力流される。11は端榔が丸くなり、外器面に線文が描かれている。12

は7号溝跡の覆土、13．14は7号溝跡の床面より出土した。12は瓦質の播鉢の胴部から底部

片である。胴部と底部の境は角ばり、内器面には斜め方向の条線がある。13は瓦質の火舎口

唖万
二卓言

熱

秀義籍譲 〃噂"〃 〃

器イⅧ〃 ノ
〃

L=－ヨー裳ゴ
－
８－

綴
蛾

懇~､⑫
獄声ゴ壷

I］
、

c、

1～6；8号溝跡7～11；11号溝跡12～14；7号溝跡

第172図溝跡出土遺物実測図
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6．鎌倉・室町時代の調査

縁部片である。体部全体が内側に傾き、端部は平らになっている。外器面には花文のスタンプ

が施される。14は白磁の底部片で、高台畳付はほぼ平らである。外底部、高台、底部寄りの

体部は露胎で、それら以外には粕がかけられている。

道路跡出土遺物について（第173図・第174図）

第173図1は1．2号道路跡の硬化面上、第173図2～7は2号道路跡の操間や硬化面より

出土した。1は瓦質の播鉢口縁部片で、端部が「く」の字形に角ばる。内器面に4～5本の条

線が斜め方向に施される。2は青磁の口縁部片で、端部寄りが外反し、端部が丸くなる。内外

舞班ル封蝿必汐 〃
琉
言
Ｊ

、

ニヱアフ

耐
瀞乙I〃

〃 こびブ一i2篭雲霧=α
－,～多く歪｣,0

匡房フ
一
一
一
一

や

鍵登ｱ《‘を‘

聖華L量>,‘

穂聯々Ⅷ

鰯必〃〃
9

座〃
刀 0

R擬萄10cm

〃
汐鵬玖8

第173図道路跡出土遺物実測図
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第Ⅲ章調査の成果

職

蕊蕊篭常l
色の花文がある。高台や外底部は露胎で、それら以外には施紬される。第174図鉄砲玉実測図

7は青磁の高台部片で、底部が厚い。高台畳付と外底部は露胎で、それら以外は灰緑色の紬が

施される。高台外側端部の施紬箇所との境は赤変している。

第174図は2号道路跡の硬化面より出土した鉄砲玉である。玉の表面には、細かな丸い凸部

があり、全面が灰白色に変色している。断面形は正円でなく、凹凸が少しある。

第173図8は3号道路跡の硬化面上より出土した。8は外反する青磁の口縁部片で、外器面

には鏑連弁が陽刻される。内外器面には淡灰緑色の粕がかけられる。

れ書棚'は8号道路跡の硬化面上よ'出土した陶器の底部片である｡外器面は薄伽≦
第173図10は6号・8号・9号道路跡の硬化面より出土した破片が接合したものである。

10は染付けの高台部片で、高台は先端部ほど細くなる。見込みには藍色で2本の線文と花様文

第173図11．12は6号道路跡の硬化面より出土した。11は瓦質の播鉢口縁部片で、端部が

平らで、内器面に条線がある。12は青磁の高台部片である。高台畳付．外底部は露胎で、そ

第173図13は5号道路跡の硬化面より出土した。13は須恵器の頚部片で、屈曲部より下位

第173図14～18は8号道路下部遺構の操間より出土した。14～16は白磁である。14は坪の

高台部片で、高台・外底部以外に施粕される。15は口縁部片で、口禿である。16は合子の蓋

で、内器面端部が赤変している。外器面には線の陽刻文がある。17．18は瓦質の摺鉢胴部片

第173図19～21は9号道路跡硬化面より出土した瓦質の播鉢片である。19．20は胴部片で、

21は「く」の字形に角ばる口縁部片である。いずれも内器面には斜め方向の条線がある。

第173図22～24は10号道路跡硬化面より出土した瓦質の摺鉢口縁部片である。いずれも端

部が「く」の字形を呈し、角ばり、内器面には斜め方向の条線が施される。
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第3表遺物観察表

第5図

第6図

第23図
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NQ
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色 調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３

C－23

12道路
lOB溝跡

21住

111層

上
3

覆土

蝿文土器

〃

〃

口縁部

〃

底部 (13.4）

(3.2）

(4.4）

(3.6）

淡褐色
茶褐色

褐色
一部黒褐色

茶褐色

細砂粒一多
黒雲母一微

〃

砂粒一多

磨研

〃

指押さえ
荒いナデ

研
研

磨
磨

荒いナデ

磨消縄文
沈線文
刺突文
磨消縄文
沈線文

底部円盤

良

ノノ

〃

出土地点 層 器種 石材 最大長

(c､）

最大幅

(c､）

最大厚

(c､）

重量

(9)

4 下 打製石斧 ヘンマ岩 (9.5） 7.3 (1.5） (155.4）

N、 出土 地 点 層 器 種 石材 最大長

(c、）

最大幅
(c、）

最大厚

(c、）

重量

(9）

１
２
３
４

C-25

11号溝

33住

C－24

111

上

覆土

111

石鎌

″
″
″

頁岩

〃

黒曜石

チャート

(2.7）

2．5

(1.9）

1．8

2.1

1.6

1.5

1.7

６
３
５
６

●
Ｇ
●
◆

０
０
０
０

(1.9）

0．9

(1.2）

1．1

恥
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿
ｕ
皿

B－22

0A溝跡

B－23

0A溝勤

〃

〃

〃

C－25

10A溝圃

B－23

10A溝圃

B－23

B－24

10A溝悶

C－25

10A溝圃

〃

ﾉノ

B－23

10A溝協

2層

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

翌
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

胴
脚

脚
〃
〃
〃
〃
〃
″
〃
〃
一
〃

一

口
口

16．7

(19.6）

18．6

16．6

(15.6）

脚径
9．2

脚径
9．6

脚径
10.4

脚径
13.6

脚径
10.5

脚径
10．5

脚径
7.8

脚径
9．4

脚径
10．7

(6.3）

(4.9）

(9.3）

(8.4）

(6.6）

(6.1）

(99）

(14.6）

(19.3）

(15.8）

26．7

22．3

赤褐色

茶褐色

赤茶色
黒･茶褐色

茶褐色
赤褐色

赤茶色
茶褐色､黒色

茶褐色
一部黒褐色

赤褐色
茶褐色

黒褐色
茶赤色

赤茶色
茶褐色

茶褐色､黒
褐色､茶赤色

黒褐色
赤褐色

茶褐色
赤茶褐色

石英・長石一多
雲母一少

〃

石英・長石一多
雲母・角閃石一少

石英･長石･砂粒一多
9mm小石

石英・長石一多
雲母一少

石英・長石一多
黒雲母一微

石英・長石一多
雲母一微

7mm白色粒一微
長石一多

石英・長石一多
角閃石一微

金雲母・長石一多

石英・長石一多
金雲母一少

金雲母一微

ヨコナデ

〃

ハケ目
ヨコナデ

〃

ヨコナデ

ハケ目
ヨコナデ

〃

ヨコナデ

不定方向a
ハケ目

ヨコナデ

ハケ目

ハケ目
ナデ

〃

ヨコナデ

ハケ目

一
プ
一
プ
一
ブ

ナ
ナ
ナ
ハケ目

一
プ
一
ブ

ナ
ナ

ハケ目
ナデ

ハケ目

ハケ目
不定方向α
ハケ目

不定方向
のハケ目

ハケ目

ハケ目
ナデ指痕

不定方向。
ハケ目

ナデ

外底部に
砂粒付着

〃

〃

煤付着

煤一部付蓋

煤付着
外底部に
砂粒付着

煤付着

良
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃



第24図

第25図

第26図

第27図
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恥
出 土

地点
層 器種 部位

法麓(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９

C－25

10A溝跡

B－23

10A溝跡

〃

C－25

10A溝跡

〃

〃

B－23

10A溝跡

B－22

10A溝跡

B－23

10A溝跡

2層

″
″
″
″
″
″
″
″

鉢
〃

壷
鉢
裂
壷
裂
〃

胴
頚
底
胴
頚
底

一
〃
脚
一
へ
一
一
一
〃

口
口
口
ロ
ロ
口

22．9

(15.2）

脚頚
部径
6．0

(19.4）

20．1

25．0

(24.4）

(21.9）

(24.2）

脚径
(19.0）

7.5

(7.5）

(6.4）

(8.4）

14．4

(11．1）

(12.2）

(24.4）

(29.9）

一部黒褐色
茶赤色

赤茶色

一部黒褐色
赤褐色

赤褐色

黒褐色
茶褐色

黒褐色
茶赤色

赤褐色

黒・赤褐色

赤茶色
黒褐色

石英・長石一多
金雲母・角閃石－微

石英・長石一多
黒雲母一少

石英・長石一多
雲母一微

〃

石英・長石・金雲母一多
黒雲母・角閃石一少

石英・長石一少
黒雲母一少

石英・長石一多
雲母一少

多
少

一
少
一

石
一
石

長
石
長

・
閃
・

英
角
英

石
石

角閃石・黒雲母一少

ハケ目

ヨコナデ

ナデ

器面が荒れ
て調整不耽

ヨコナデ

ハケ目

ハケ目
ナデ

ヨコナデ
ハ ケ

ヨコナデ

ハケ目

〃

ヨコナデ

ハケ目

ハケ目

ヨコナデ

ハケ目

ハケ目

ハケ

ヨコナデ

ハケ目

不定方向
のハケ目

指頭痕

施文

部分的に
煤、脚を
欠き使用

良
〃
〃

良
〃

良
〃

N、
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１

２
３
４

B－23

10A溝跡

B－23
B－24

10A溝跡

B－23
10A溝跡

10A溝跡

2層

〃

〃

〃

器台

〃

〃

小形壷

口～裾

〃

〃

口～底

10.4

(11.7）

7.0

(14.2）

12．6

13．0

(16.3）

14．6

14．2

12．4

褐色

茶褐色

赤褐色

赤茶色
黒褐色

石英・長石一多
雲母一微

石英・長石一多
雲母一少

長石一多、金雲母一少
黒雲母・角閃石一微

石英・長石一多
角閃石・黒雲母一微

ハケ目
ナデ

ヨコナデ

ナデ

ハケ目

ヨコナデ
器面荒れ

ヨコナデ

指押さえ

ヨコナデ
ナデ

ナデ､不定方
可のハケ目

ナデ

良
〃
〃
〃

恥
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７

C－25

10A溝跡

〃

10A溝跡

〃

B－23

10A溝跡

10A溝跡

C－25

10A溝跡

3層

″
″
″
″
″
″

翌
〃
〃
〃
〃
〃
〃

脚
胴
底
脚

脚
一
一
一
一
〃
〃

胴
口
胴
口

15．0

17．2

(24.4）

25．1

脚径
9.0

脚径
(11.2）

5.6

脚径
11．3

(5.7）

(13.8）

(9.4）

(7.5）

(21.0）

37.7

36.3

茶褐色

黒褐色

赤茶色
一部黒褐色

茶褐色
赤茶褐色

黒褐色
赤褐色

黒褐色
一部赤褐色

赤茶褐色
赤茶色

石英・長石一多
雲母一少

〃

石英･長石･金雲母一多

石英・長石一多
雲母一少

石英・長石一多
黒雲母一微

石英・長石一多
角閃石・金雲母一微

石英･長石一多､金雲母
一少角閃石･黒雲母一微

ハケ目
ヨコナデ

〃

ヨコナデ

ハケ目

ハケ目
ナデ

ハケ目
ナデ消し

ハケ目
ナデ

ハケ目
ヨコナデ

ハケ目

〃

〃

〃

〃

不定方向
のハケ目

ハケ目
ヨコナデ

砂粒付着

〃

砂粒付着
脚・打欠

器面荒れ
脚・打欠

脚・打欠

煤付着

良
〃
〃
〃
〃
〃
〃

N、
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

1

B－22

B－23

10A溝跡

3層 翌 口～底 39.0 10.3 53.6
茶赤色
黒褐色 石英･長石･金雲母一多 ハケ目

不定方向
のハケ目

凸帯 良
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NO
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色 調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７

C－25

10A溝跡

〃

〃

〃

〃

〃

〃

層
〃
〃
〃
〃
〃
〃

３
注口付
小型壷

鉢
壷

器台

壷

〃

〃

脚
胴
裾
胴
底
胴

一
″
一
へ
一
一
一

口
ロ
ロ
頚
口
頚

7.8

(11.0）

19．8

頚部径
(13.2）

(15.8）

頚部径
(11.4）

脚径
8.6

(14.0）

7.1

胴部箇
(30.4）

16．6

10．0

(10.6）

18．0

(14.7）

24．1

(14.9）

淡黒褐色
淡茶褐色

茶褐色
黒褐色

茶褐色
淡褐色

〃

赤褐色
一部黒褐色

黒褐色
淡茶褐色

明褐色
黒褐色

石英・長石一少

石英・長石一多
雲母一少

石英・長石一多
雲母一少

〃

〃

石英・長石一多
角閃石一少

石英・長石･-多
雲母一少

ヨコナデ

ハケ目

〃

〃

ハケ目

ハケ目
ヨコナデ

ハケ目
ナデ

ハケ目
ヨコナデ

ナデ

ハケ目

ヨコナデ

目
目
で
目

ケ
ケ
な
ケ

ハ
ハ
指
ハ
ナデ

ヨコナデ

ハケ目

ヨコナデ

外底部に
砂粒付着

凸帯に刻目

赤色顔料塗流
凸帯に刻目

良
〃
〃
〃
〃
〃
〃

NO
出土

地点
層 器種 部位

法過(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
叩
ｕ
皿

D－23

OB溝跡

D－24

OB溝跡

〃

〃

C－22

10B溝跡

E－25

10B溝跡

D－23

B－23

lOB溝励

C－22

10B溺剛

〃

C－23

10B溝圃

C－22

10B溝問

B－21

10B溝聞

層
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

３

翌
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

脚
脚
底

脚
〃
〃
〃
〃
〃
一
一
一
〃
〃
〃

口
頚
口

(18.8）

13．4

15．1

22.0

14.6

脚径
11．4

脚径
9.2

御径
(12.0）

抑径
(13.0）

脚径
11．0

11.6

(7.3）

(6.8）

(8.1）

7．8

(5.9）

(8.8）

(16.8）

(19.7）

15．1

23．2

34．2

20．8

茶褐色
褐色

褐色

赤褐色
淡褐色

茶褐色
淡褐色

茶褐色
褐色

淡赤褐色
淡茶褐色

黒褐色
一部茶褐色

灰褐色

黒褐色
淡赤褐色

黒
淡

褐
褐

色
色

黒色
淡茶色

黒褐色
淡茶褐色

黒褐色
茶褐色

石英・長石一多
雲母一少

石英・長石一少
雲母一微

〃

石英・長石一多

石英・長石一少
雲母一微

石英・長石一少
角閃石・黒雲母一少

石英・長石一多
雲母一少

石英・長石一多
角閃石一微

長石・金雲母一少
黒雲母一微

石英・長石一多

石英・長石一多
角閃石一微､金雲母一少

石英・長石一多
雲母一少

ヨコナデ

ハケ目

ハケ目
ヨコナデ

目

″
ケノ、

一
ア
一
プ
一
ア
一
ア

ナ
目
デ
着
ナ
目
ナ
ナ
キ

コ
ケ
ナ
付
コ
ケ
コ
コ
タ

ョ
ハ
煤
ョ
ハ
ョ
ヨ
タ

目
キ
着
キ

″
ケ
タ
付
タ

ノ、

夕
煤
タ

ナデ

砂粒付着

ヨコナデ

指頭痕

ナデ

砂粒付着

ヨコナデ

砂粒付着

指頭痕
ヨコナデ

ハケ目
ナデ

ナデ

不定方向
のハケ目

ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ

ケズリ調整

ハケ目

ナデ
ハケ目

器面
少々荒れ

煤付着
底部少し歪

良
〃
〃
〃
〃

良
〃
〃
〃
〃
〃

恥
出土

地点
層 器種 部位

法璽(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５

E－25

10B溝跡

C－22

10B溝跡

B－20

10B溝跡

D－23

10溝跡

B－20

10溝跡

層
〃
〃
〃
〃

３

翌
〃
〃
〃
〃

口～底

〃

〃

〃

口～胴

12.4

14.6

14.2

21.8

19.4

19．3

26．2

30．9

38．9

(26.0）

褐色
茶褐色

淡黒褐色
淡褐色

茶褐色
底部赤変

茶褐色

黒褐色
赤褐色

石英･長石･金雲母一多

石英・長石一多

石英・長石・黒雲母一少

石英・長石一多
金雲母一微

長石・金雲母一多

キ
目
キ
キ
目

タ
ケ
″
〃
タ
デ
タ
ケ

タ
ハ
タ
ナ
タ
ハ

日
】
ロ
ロ
ロ
ロ

ケ
ケ
デ
″
″
ケ
デ

ノ、

ノ、

ナ
ハ
ナ

煤付着

〃

良
〃
〃
〃
〃
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N、
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１

２
３
４

C－22

10B溝跡

B－22
B－21

lOB溝跡

C－23

10B溝跡

B－21

lOB溝跡

3層

〃

〃

〃

喪
〃
〃
〃

口～底近

〃

口～底

〃

15．8

19．7

(12.5）

(17．1）

(32.1）

(31.5）

31．2

38．3

淡茶褐色
淡褐色

淡茶褐色
褐色
黒色

黒褐色
淡褐色

茶褐色
淡茶褐色

石英・長石・砂粒一多
金雲母一少

石英・長石一多
金雲母・角閃石一少

石英・長石一少
金雲母・角閃石一微

石英・長石一多
金雲母一微

キ
目
キ

タ
ケ
″
〃
タ
デ

タ
ハ
タ
ナ

ハケ目
ナデ

〃

ナデ

ハケ目

細かい
ハケ目
ナデ

焦げつき跡

煤付着

〃

煤付着
器面荒れ

良
〃
〃
〃

恥
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４

C－22

10B溝跡

D－23

10B溝跡

B－22
10B溝跡

B－21

10B溝跡

層
〃
〃
〃

３

翌
〃
〃
〃

口～底

〃

〃

〃

20.1

17.8

19.5

19.4

34.7

33.7

41.0

41.0

黒褐色
淡茶褐色

黒褐色
濃・白褐色

黒褐色
淡赤褐色

淡茶・黒褐
色、褐色

石英・長石一多
金雲母・角閃石一微

金雲母・長石・砂粒

石英・長石一多
金雲母一少､角閃石一微

石英・長石一多
金雲母一少

ヨコナデ

タタキ

キ
目
キ

タ
ケ
″
タ
デ

タ
ハ
タ
ナ

ロ
ロ
ロ
ロ
日
］

ケ
デ
″
デ
ケ
ケ
デ

ノ、

ナ
ナ
ハ
ハ
ナ

良
〃
〃
〃

恥
出土

地点
層 器種 部位

法堂(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

1

2

E－25

10B溝跡

B－23

10B溝跡

3層

〃

翌
〃

底
胴

一
一

口
口

20.6

(33.6）

46.2

(19.3）

淡褐色
淡茶褐色

赤茶色

黒雲母・長石一微

石英・長石一多

ハケ目
タタキ

ハケ目

ハケ目
ナデ

〃

煤付着

〃

やや良

良

N、
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４

C－22

lOB溝跡

〃

〃

lOB溺跡

層
〃
〃
〃

３

壷
〃
〃
〃

口～底

〃

〃

〃

12.8

12.8

13.6

14.7

26．9

32．5

40．0

(38.0）

黒褐色
茶褐色

褐色
一部黒褐色

淡茶褐色
黒褐色

淡茶褐色
一部黒褐色

石英・長石一多
金雲母・角閃石一少

石英・長石一多
雲母一少

石英･長石･角閃石一多

石英・長石一多
金雲母一少

ロ
ロ
キ
，ケ

タ
″
″
〃

ノ､

夕
ハケ目
ヨコナデ

ヨコナデ

ハケ目

ハケ目
ナデ

〃

刻目
半円文

良
〃
〃
〃

恥
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１

２
３
４

C－25

10B溝助

B－20

10B溝跡

B－21

10B溝跡

B－21
D－21

lOB溝跡

3層

〃

〃

〃

壷
〃
〃
〃

14.2

頚部径
14.1

17.6

18.6

31.0

(38.7）

48.0

淡褐色
茶褐色

淡茶褐色

淡茶褐色
黒褐色

茶褐色
一部黒褐色

石英・長石・雲母一多

石英・長石一多
黒雲母一少

〃

石英・長石一多
金雲母・角閃石一微

一
ア
一
ア

ナ
キ
ナ
目

コ
タ
コ
ケ

ヨ
タ
ヨ
ハ

目
キ
キ
目

ケ
タ
タ
ケ

ハ
タ
タ
ハ

斜ハケ目
ナデ

ヨコナデ

ハケ目

ヨコナデ

ハケ目

ヨコナデ

指押さえ

頚部に刺
突文
器壁荒れ

指痕

刺突文

良
〃
〃
〃
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N、
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４

C－22

lOB溝跡

〃

〃

B－21

lOB溝跡

3層

〃

〃

〃

壷
〃
〃
〃

口～底

〃

〃

〃

19．1

(19.7）

22．9

16．6

(37.7）

40．9

(43.1）

38．9

淡茶褐色
一部黒色

茶褐色
黒褐色

淡茶褐色
茶褐色

淡赤褐色
淡黒茶褐色

石英・長石一多
金雲母一少

石英・長石一多、金雲母
-少角閃石･黒雲母一微

石英・長石一多
金雲母・角閃石一少

石英・長石・黒雲母一多

ハケ目
タタキ

ナデ､ハケ
目、タタキ

ハケ目
タタキ

ハケ目
ナデ

不定方向
のハケ目

ナデ

ハケ目

〃

ヨコナデ

ハケ目

刺突文
沈線文

煤付着

器面荒れ
沈線文

円文
沈線文

良
〃
〃
〃

N、
出 土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４

E－25

10B溝跡

B－21

10B溝跡

E－25

10B溝跡

B－21

10B溝跡

3層

〃

〃

〃

壷
〃
〃
〃

口～底

〃

〃

頚～底近

(16.5）

(15.5）

20.4

頚部径
13.0

37．0

35．0

(38.0）

(32.5）

淡白茶褐色
黒褐色

黒褐色
淡茶褐色

淡茶褐色
淡赤褐色

淡茶褐色
淡黒褐色

石英･長石･角閃石一多
金雲母一微

石英・長石一多
角閃石一少

石英・長石一多
金雲母・角閃石一少

多
少

一
一

石
母

長
雲

・
黒

英
・

石
金

ハケ目
ナデ､タタキ

ハケ目
タタキ

ヨコナデ

ハケ目､タタキ

ハケ目
ナデ

ハケ目
ナデ

ナデ

ハケ目

ハケ目
ナデ

ナデ
ハケ目

器面少し荒れ

沈線文

良

やや良

良

〃

N、
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

1

B－22

C－22

lOB溝跡
3層 壷 口～胴 24.8 51.0

茶褐色
一部赤褐色

石英・長石・雲母一多
一
プ

目
ナ
キ

ケ
コ
タ

ハ
ヨ
タ

ハケ目
ヨコナデ

器面荒れ
刻目凸帯
沈線文

良

N、
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色 調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿
ｕ
皿
咽

B－21

IOB溝跡

〃

B－22

10B溝跡

C－22

10B溝跡

D－24

10B溝跡

E－25

10B溝跡

B－21

10B溝勘

D－23

10B溝跡

〃

C－22

lOB溝勘

〃

E－25

10B溝剛

C－22

10B溝剛

層
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

３ 小型壷

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

胴
底

一
一

口
口

〃

胴
底
胴
底

一
一
一
一

口
ロ
ロ
口

〃

〃

〃

〃

〃

〃

(12.4）

15．0

13．3

14．6

7．2

(14.6）

13．5

15．4

(13.3）

12．6

14．0

16．0

17．2

(11．8）

(12.3）

(7.6）

11.8

12.0）

13.2

12.4

12.8

15.2

17.1

18.0

14.0

（

茶褐色
黒褐色

黒褐色

淡茶褐色

朱赤色
茶色

黒褐色

赤茶色

黒褐色
淡茶褐色

淡褐色
茶褐色

淡茶褐色

淡褐色

ﾉノ

茶褐色

淡茶褐色

石英・長石一少

石英・長石一少
角閃石・金雲母一微

長石一微

少
多
多

一
一
一

石
微
石
微
石
少

長
一
長
一
長
一

・
母
・
石
・
石

英
雲
英
閃
英
閃

石
黒
石
角
石
角

石英・長石一多、金雲母
一徹､角閃石･黒雲母一少

細砂一少
黒・金雲母一微

石英一多、金雲母一微
角閃石・黒雲母一少

石英･長石･黒雲母一中

細砂一少

石英・長石一多
雲母一多

石英・長石一多
角閃石一微

ハケ目
ナデ

〃

ハケ目
ヨコナデ

ハケ目
ナデ

ヨコナデ

一部ハケ目

ヨコナデ

ハケ目

ハケ目
ヨコナデ

〃

ヨコナデ

ハケ目

ヨコナデ

一部ハケ目
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金雲母一少

石英・長石一多

石英

雲母一微

･長石･黒雲母一多
赤色砂粒一微

石英・長石一多
雲母一微

石英・長石
黒・金雲母一中

石英・長石一多
雲母一微

石英・長石一中
雲母一微

石英・長石
金・黒雲母一中

石英・長石一少
黒雲母一微

石英・長石一多
雲母一微

〃

石英・長石一少
角閃石一微

石英・長石一多
金・黒雲母一少

ヨコナデ

ハケ目

ハケ目
ヨコナデ

ヨコナデ

ハケ目

ハケ目
ナデ

ヨコナデ

ハケ目
ヨコナデ

ハケ目
ナデ

ハケ目
ヨコナデ

タタキ

冊分ハケ目

ハケ目
ナデ

ハケ目

ハケ目
ナデタタキ

タタキ

ハケ目

ナデ

ハケ目
一
プ
ー
ア

ナ
ナ
ハケ目

ハケ目
ヨコナデ

ナデ

部分ハケE

ハケ目
ヨコナデ

ハケ目
ナデ

ハケ目
ヨコナデ

〃

〃

ナデ

ハケ目

ハケ目
ナデ

〃

煤付着

砂粒付着

煤付着

良
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

NO
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４

C－22

lOB溝剛

〃

B－20

lOB溺跡

C－22

lOB溝跡

4層

〃

〃

〃

翌
〃
〃
〃

胴
底

一
一

口
口

〃

〃

20.0

17.6

19.0

18.0

(32.2）

33．4

38．4

38．5

黒褐色
赤･淡茶褐色

黒褐色
茶･淡黒褐色

黒褐色
淡茶･淡黒褐
色

黒褐色
褐色

石英・長石一多
金雲母一少

石英･長石･黒雲母一多

細石一多
石英･黒雲母･細石一少

石英・長石一多
雲母一少

目
キ
キ

ケ
タ
タ

ハ
タ
夕
ナデ

タタキ

ナデハケ目

ヨコナデ

タタキ
ハケ目

ハケ目
ナデ

〃

〃

〃

器面荒れ

煤付着
器面はがれ

煤付着
器面荒れ

良
〃
〃
〃

N、
出 土

地点
層 器種 部位

法堂(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４

C－23

10B溝跡

C－22

10B溝跡

〃

〃

4層

〃

〃

〃

翌
〃
〃
〃

口～底

〃

〃

〃

(18.2）

17．5

21．8

20．0

34．2

(36.9）

44．6

(36.5）

黒褐色
淡赤褐色

赤褐色
黒褐色

･淡褐色
淡黒褐色

淡茶褐色
一部淡黒褐色

角閃石,黒･金雲母一微

石英・長石一多

長石・金雲母一多
石粒一数点

石英・長石一多
金雲母一微

ハケ目
ナデタタキ

タタキ
ナデ

タタキ

ハケ目

ヨコナデ

ハケ目
タタキ

ハケ目
ナ デ 器 直
荒れ
ハケ目
ヨコナデ

ハケ目
ナ デ 器 面
荒れ

ハケ目
ナデ

煤付着

〃

〃

〃

良
〃
〃
〃
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恥
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４

C－22

lOB溝跡

〃

〃

〃

4層

〃

〃

〃

裂
壷
〃
〃

底
胴
底

一
一
一

口
ロ
ロ

〃

17.6

18.3

16.0

12.2

(34.7）

17．1

35．3

36．5

淡赤褐色
一部黒褐色

黒褐色
淡黒褐色

淡茶褐色
一部黒褐色

淡白茶褐色
淡褐色

石英・長石一多、金雲
母一微、角閃石・黒雲
母一少
石英・長石・黒雲母一多

金雲母一微

石英・長石一多
金雲母一微

〃

ハケ目
ナデタタキ

ハケ目
ヨコナデ

ハケ目
ナデ

ハケ目
タタキナデ

ハケ目
ナデ

〃

〃

〃

良
〃
〃
〃

N、
出土

地点
層 器種 部位

法麓(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４

B－21

10B溝跡

C－23

10B溝跡

C－22

10B溝跡

C－23

lOB溝跡

4層

〃

〃

〃

壷
〃
〃
〃

口～底

〃

〃

〃

15．9

(11．3）

(12.6）

14．1

34.4

36.5

36.8

37.8

淡赤褐色
淡茶褐色

淡茶褐色
黒褐色

淡茶色
淡黒褐色

淡茶褐色
一部黒褐色

少
舗
舗

多
荏
多
石
少
石
多

一
閃
昼
醐
昼
銅
仔

壷
角
長
、
長
、
長

・
母
・
少
・
母
・

英
雲
英
一
英
雲
英

石
黒
石
母
石
黒
石

．
雲
・

金
金
金

金雲母一微
角閃石・黒雲母一少

ヨコナデ

キ
目
目

タ
ケ
ケ

タ
ハ
ハ

ナデ

ハケ目
ナデタタキ

ハケ目
ヨコナデ
タタキ

ハケ目
ナデ

ﾉノ

ハケ目
ヨコナデ

ハケ目
ナデ

煤付着
外器面
刺突文 良

〃

良

恥
出土

地点
層 器種 部位

法璽(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

1

2

C－23

10B溝跡

C－22

10B溺跡

4層

〃

一
軍
″

底
胴

一
一

口
頚

18.2

洞部径
31.8

頚部径
16.8

(43.1）
淡茶褐色
淡褐色

淡茶褐色
茶褐色

石英・長石一多、茶色
粒一少、金雲母・角閃
石一少

石英･長石･黒雲母一多

ハケ目
ナデ

タタキ

ナデハケ目

ハケ目
一
プ
ー
プ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ
ハケ目

沈線文

刻目突帯
粘土円盤

貼付

良
〃

NO
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色 調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
吃
凪

C－22

lOB溺跡

〃

C－23

lOB溝跡

〃

〃

〃

C－22

10B溝跡

C－23

10B溝跡

C－22

10B溺跡

B－l9

10B溝跡

C－22

10B溝跡

C－23

10B溝跡

C－22

10B溝跡

4層

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

雪
亜

型
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

、４ 口～底

〃

脚
胴
底

一
一
一

口
頚
口

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

(8.2）

9.1

15.5

頚部径
9．4

頚部径
7.0

11.3

13.0

12.6

14.8

17.4

14.4

12.4

12.5

脚径
(8.9）

洞部径
(15.2）

(5.3）

6．3

10．8

(11.5）

(16.2）

15．7

(14.2）

11．6

12．2

(12.5）

13．9

(13.6）

9．8

赤褐色
褐色

淡黒褐色
黒褐色

赤褐色
淡灰茶褐色

淡褐色
茶褐色

茶褐色
一部黒褐色

淡褐色

赤褐色
淡茶褐色

褐色
一部黒褐色

淡茶褐色

淡褐色
淡赤褐色

黒色
淡褐色

淡褐色
一部黒褐色

淡赤褐色
一部黒色

石英・長石・金雲母一中

長石一多
金・黒雲母一少

石英・長石一多
金雲母一少、黒雲母一微

石英・長石・黒雲母一中

石英・長石・金雲母一多

石英・長石一多
角閃石・黒雲母一少

石英・長石一少
角閃石・黒雲母一少

石英・長石一多
金雲母一少

長石・金・黒雲母一少

石英・長石一多
金雲母一少

石英・長石一多
黒・金雲母一微

石英・長石一多
金雲母一少

石英・長石一多
黒雲母一少

一
プ
ー
プ
一
ブ

ナ
ナ
デ
ナ

コ
コ
ナ
コ

ヨ
ヨ
ヨ

ケ目

〃

ケ目

ノ､

ノ、

一今

プ

ナデ

ナデ

ヨコナ

ナデ

ケ目

ケ目

ノ、

ノ、

ナデ

〃

〃

〃

〃

ハケ目
一
プ
ー
プ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

ナデ

〃

ヨコナデ

ハケ目

ナデ

ハケ目

ヨ コ ナ デ

ハケ目

〃

〃

ハケ目
ナデ

〃

〃

ヨ コ ナ デ

ハケ目

ハケ目
ナデ

煤付着

刺突文

内外器面
暗文

器面荒れ

焼成後の
穿孔

良
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
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NQ
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８

C－22

10B溝跡

〃

C－23

10B溝跡

C－22

10B溝跡

C－23

10B溝跡

C－22

10B溝跡

〃

〃

4層

″
″
″
″
″
″
″

壷

型
〃
〃
〃
鉢
〃
〃
〃

、４ 底

一
″
″
″
″
″
″
″

口 18．2

15．2

(19.6）

(25.6）

20．6

13．8

19．2

15．8

15.0

19.9

22.8

(21.4）

12.0

(7.6）

(10.3）

9.6

黒褐色
淡赤褐色

茶褐色
一部黒褐色

淡茶褐色
一部黒褐色

茶褐色
一部黒褐色

淡褐色
一部黒褐色

褐色
黒褐色

褐色
一部黒褐色

茶褐色
一部黒褐色

多
少
多

一
一
一

石
母
石

長
雲
長

・
黒
・

英
・
英

石
金
石

金雲母一多

石英一少
金雲母一微

石英・長石・金雲母一多

〃

石英・長石一少
雲母一微

石英・長石・金雲母一多

石英・長石・金雲母一中

ハケ目

ハケ目
ナデ

〃

ハケ目
タタキ

ハケ目
ナデ

〃

ハケ目
ヨコナデ

ヨコナデ

部分ハケ目

ハケ目

ハケ目

ハケ目
ヨコナデ

ハケ目
ナデ

ハケ目
ヨコナデ

ハケ目
ナデ

ハケ目
ヨコナデ

〃

煤付着

煤付着

外器面に
籾痕

良
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

恥
出土

地点
層 器種 部位

法璽(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ

C－23

lOB溝跡

lOB溝跡

C－22

lOB溝跡

〃

〃

〃

C－23

10B溝跡

C－22

10B溝跡

〃

C－23

lOB溝跡

lOB溝跡

4層

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

鉢
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

底
脚

一
″
″
″
″
″
″
″
″
一
″

口
口

11．8

9．3

11．4

(17.7）

20．6

19．1

24．1

17．0

24．1

(20.4）

17．4

脚径
13.3

脚径
11．2

(6.4）

4．9

5．5

9．5

9．2

11.5

12.6

(7.8）

(10.8）

20．5

12．9

茶褐色
黒褐色

黒褐色
淡褐色

茶褐色
淡褐色

淡赤褐色
淡茶赤褐色

褐色
淡褐色

淡褐色
灰黄白色

淡褐色
淡茶褐色

淡赤褐色
赤褐色

淡茶褐色
淡茶色

褐色
一部黒褐色

淡黄褐色
淡褐色

石英・長石一中
金雲母一少

石英・長石・金雲母一多

〃

石英・長石一多
金雲母・黒色粒一少

石英・長石一多
黒雲母一少

長石一多
金雲母・石英

石英・長石一少
黒雲母一微

石英・長石一多
角閃石、黒・金雲母一少

石英・金雲母一少
角閃石・黒雲母一微

石英・長石一多
雲母一少

石英・長石・角閃石

ヨコナデ

ナデ

タタキ

ハケ目
ヨコナデ

ナデ

タタキ

ヨコナデ

ハケ目

〃

ハケ目
ヨコナデ

〃

ヨコナデ

ハケ目

ハケ目
ヨコナデ

ヨコナデ

ハケ目

部分ハケ
目ナデ

ハケ目
ナデ

ハケ目
ヨコナデ

タタキ

ハケ目ナデ

ヨコナデ

暗文

ナデ

ヨコナデ

ハケ目
ナデ

〃

〃

ハケ目
ヨコナデ

ハケ目
ナデ

焼成後に
穿孔

籾痕

良
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

NQ
出土

地点
層 器種 部位

法璽(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１

２
３
４
５

C－22

10B溝跡

C－23

lOB溝跡

B－21

10B溝跡

C－23

10B溝跡

C－22

10B溝跡

4層

″
″
″
″

鉢

〃

〃

器台

大型鉢

脚
裾
底

一
″
″
一
一

口
ロ
ロ

(22.8）

20．4

(25.0）

43．0

脚径
(18.1）

脚径
18.2

脚径
21.4

(22.1）

16．8

13．3

16．7

(18.7）

31．5

淡茶褐色
黒褐色

白褐色

淡白茶褐色
淡茶褐色

白褐色

茶褐色
黒褐色

石英・長石一多
角閃石一少

石英・長石・金雲母一多

石英・長石一多
金雲母一少、角閃石一微

石英・長石・金雲母

石英・長石一多
砂粒一少

ハケ目
ナデ

〃

〃

ナデ

ハケ目
ナデ

ハケ目
ヨコナデ

ナデ

ハケ目

〃

ハケ目
ナデ

〃

内器面荒れ

赤色顔料塗
布暗文
穿孔

穿孔

孔沈線文
透かし

凸帯

良
〃
〃
〃
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第58図
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NC
出 土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色 調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６

C－22

lOB溝跡

〃

〃

B－20

10B溝跡

C－22

10B溝跡

C－23

10B溝跡

4層

″
″
″
″
″

高杯

〃

〃

〃

〃

支脚

脚
脚
脚
裾

一
″
″
一
一
一

口
胴
口
天

24．9

(24.1）

27．8

20．0

28．6

御台部
7.2

脚径
15.2

脚径
15．4

脚径
9．3

(12.2）

(16.0）

21.2

(36.5）

22.1

脚高
9.7

淡褐色
一部黒褐色

淡褐色
淡茶褐色

白褐色
一部黒褐色

淡茶褐色

淡白褐色

淡褐色

石英・長石一少
雲母一微

石英・長石一多
角閃石・黒雲母一少

石英・長石・金雲母一多

石英・長石一多
角閃石・黒雲母一少

角閃石・金雲母一多
茶褐色粒・砂粒一多

石英・長石一少
角閃石一微

タタキ

ハケ目ナデ

ハケ目
ヨコナデ

〃

ハケ目
デ
一
ア

ナ
ナ
ハケ目

タタキ

ナデ

ヨコナデ

ハケ目
ヨコナデ

ヨコナデ

ハケ目

ハケ目
ナデ

ヨコハケ目

ハケ目
ナデ

内脚部器
面荒れ

穿孔

穿孔

良

良
〃
や
良
〃
〃

や

NO
出 土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 体部厚 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

1
C－22

lOB溝跡
4層 土製匙 5.15 4 (9)

淡褐色
褐色

石英・長石・金雲母一多 ナデ ナデ 良

NO
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色 調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５

B－20

10B溝跡

C－22

10B溝跡

〃

E－25

10B溝跡

C－22

10B溝跡

層
層

３
４

″
″
″

ミニチュ

ア土器

〃

〃

〃

〃

底
底
底
脚

一
″
一
一
一

口
胴
口
胴

6.8

6.1

8.5

抑部径
(3.7）

４
７
３
０

●

●

●

申

３
２
３
３

８
９
８
６
６

●
●
●
●
●

３
５
５
５
６

淡褐色
茶・黒褐色

黒褐色
淡黒色

淡茶褐色

淡茶褐色
一部黒褐色

黒・淡赤褐色
黒・淡黒褐色

石英・長石一少
黒雲母一微

長石，金・黒雲母一少

石英・長石一少
角閃石・金雲母一微

石英・長石一少
金雲母一少

石英・長石・角閃石一少

一●

プ

デ
突
デ
デ
ナ
デ

ナ
刺
ナ
ナ
コ
ナ

ヨ

ケ目ノ、

ナデ

ナデ

目

″
ケノ、

一 ●

ア

デ
ナ
デ

ナ
コ
ナ

ヨ

ケ目ノ、

ナデ

良
〃
〃
〃
〃

NO 出土地点 層 器種 最大長
(c、）

最大幅
(C、）

最大厚
(c、）

重量

(9）

１
２
３
４
５

10号一A溝跡

10号一B溝跡

〃

〃

〃

層
層
２
３

″
″
″

鉄製刀子

〃

鉄製摘鎌

鉄製ヤリガンナ

鉄鎌

6．6

(3.5）

7．6

(3.3）

(4.1）

1．2

(0.65）

(2.2）

(24）

(0.3）

0.2

(0.2）

(0.1）

(0.3）

(0.4）

6.9

(1.5）

(12.7）

(6.7）

(1.9）

N、 出 土 地 点 層 器 種 石材 最大長
(c、）

最大幅
(c、）

最大厚
(c、）

重量

(9）

１
２
３
４
５
６

４
跡
５
跡
２
跡
４
跡
０
跡

老
溝
老
溝
毛
溝
老
溝
老
溝

Ｄ
肥
Ｅ
肥
Ｂ
眠
り
肥
Ｂ
肥

１
１
１
１
１

ﾉノ

3層

〃

〃

〃

〃

4層

磨石類

〃

〃

〃

〃

〃

砂岩

″
″
″
″
″

8．6

10．3

13．0

11．7

(12.1）

8．5

０
７
０
７
１
８

申

９
，
ｎ
脚
Ⅲ
６

3.55

6．8

3．6

6．8

6．5

4．6

380

1000

860

1370

(1288）

396.8
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第64図
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NQ 出土地点 層 器 種 石材 最大長
(c、）

最大幅
(c、）

最大厚

(c、）

重量

(9）

１
２
３
４

C－23

10B溺跡

C－22

10B溝跡

〃

〃

層
〃
〃
〃

４ 磨石類
片面部に鉄付着

磨石類

〃

〃

砂岩

〃

〃

〃

9.3

10.5

13.5

11.1

８
９
８
０

７
９
８
９

０
０
６
０

６
７
７
７

574.1

1004.7

1120

950

Nq 出土 地 点 層 器 種 石材 最大長

(c、）

最大幅
(c、）

最大厚

(c、）

重瞳

(9）

１
２
３
４
５

C－23

10B溺跡

E－25

10B溝跡

D－24

10B溝跡

D－23

10B溝跡

D－24

10B溝跡

3層

″
″
″
″

斧
皿
石

石
石
台

″
″
″

蛇蚊岩

砂岩

〃

〃

〃

(11.2）

14．3

(11.0）

15．2

19．9

(6.2）

9.1

(11.4）

7.5

10.8

(3.0）

5．8

(6.5）

5．5

4．4

(312.5）

1080

(930）

1150

2120

N、 出土地点 層 器種 石材 最大長

(c、）

最大幅

(c、）

最大厚

(c、）

重量

(9）

１
２
３

D－23

lOB溺跡

〃

B－20
10溺跡

3層

〃

〃

皿
石

石
台

〃

〃

砂岩

〃

〃

18.2

19.2

19.2

6.5

(9.1）

(16.1）

6.3

7.5

(10.2）

1260

2550

(5570）

N、 出土地点 層 器 種 石 材 最大長

(c、）

最大幅

(c、）

最大厚

(c、）

重量

(9）

１
２
３

C－

10B灘跡

B－20

10溝跡

B－22

lOB溝跡

3層

〃

〃

皿
石

石
台

〃

〃

砂岩

〃

〃

16.6

15.9

18.7

(5.6）

17．5

12．8

4.7

5.3

7.0

680

2085

2880

N、 出土地点 層 器種 石材 最大長

(c、）

最大幅
(c、）

最大厚

(c、）

重量

(9）

1

2

D－23

lOB溝跡

〃

3層

〃

皿
石

石
台

〃

砂岩

〃

(19.8）

29.5

24.2

.0

(8.0）

10．3

(4510）

9510
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N、 出 土 地 点 層 器種 石材 最大長
(c、）

最大幅
(c、）

最大厚
(c、）

重璽

(9）

1

2

D－23

10B溝跡

D－24

10B溝跡

3層

〃

皿
石

石
台

〃

砂岩

〃

(16.2）

26.5

(15.3）

18．5

(9.8）

11．4

(5200）

7540

NQ 出 土 地 点 層 器種 最大長
(c、）

最大幅
(c、）

最大厚
(c、）

重量

(9）

1 10A溝跡 2層 小形坊製鏡 1．95 1.22 1.29 0.19

NQ 出土地点 層 器 種 最大長

(c、）

最大幅
(c、）

最大厚

(c、）

重量

(9）

1 10A溝跡 2層 銅鎌 2.3 0.9 2.2 0.3

NQ 出 土 地 点 層 器 種 最大長

(c、）

最大幅
(c、）

最大 高

(c、）

重量

(9）

1 10B溝跡 3層 凝灰岩製腰掛け 30.6 33.2 14．7 (2.9）

NQ
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

1
1号方形
周溝墓

溝覆
土7

壷 口～胴 18.0 (18.5）
淡赤褐色
一部黒色

長石・黒雲母一多
ハケ目
ヨコナデ

ハケ目
へラ削り

ナデ
良

NO
出 土

地点
層 器種 部位

法璽(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１

２
３
４

2号方形
周灘墓

〃

〃

〃

溝覆
土3

溝覆土
2，3

溝床面

溝覆土

壷
〃
〃
〃

胴～底

口～底近

頚～底

口～胴

17.4

頚部径
10.6

15．6

最大胴部
径(29.4）

最大胴部
径(29.1）

最大胴部
径28.4

(31.8）

(32.9）

(16.0）

赤褐色

灰褐色
赤褐色

灰褐色
褐色

淡赤褐色

石英・長石一多
黒雲母一少

石英・長石一多
雲母一微

石英・長石一多
赤色砂粒一微

石英･長石･黒雲母一多
金雲母一微

タタキ

ハケ目

タタキ

ハケ目
ヨコナデ

〃

ヨコナデ

ハケ目

指跡ハケ目
ヘラケズリ

ハケ目へラ
ケズリナデ

ハケ目へラ
ケズリ指頭
痕ヨコナデ

ハケ目
へラケズリ

ヨコナデ

赤色顔
料塗布

良

N、
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１

２
３

2号方形
周溝墓

〃

〃

溝覆土
l

溝覆土
3

溝覆土
1

壷
〃

口～底

〃

口～胴

12.4

19.4

18.0

7.6

(39.4）

(13.1）

淡黄褐色
一部赤褐色

黒褐色
茶褐色

赤彩
淡白褐色

石英・長石一多
金雲母一少

石英・長石一多
雲母一少

石英・長石一多
雲母一微

一
プ
ー
プ
一
プ

ナ
ナ
ナ

コ
ー
フ
コ

ヨ
ヘ
ヨ

ケ目

ケ目

ノ､

ノ、

ヨコナデ

ハケ目
ヘラケズリ

一
プ
ー
プ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ
ヘラケズリ

器面剥落
ハケ目

ヘラケズリ

赤色顔
料塗布

赤色顔
料塗布

良
〃
〃
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恥 出土 地 点 層 器 種 最大長
(c、）

最大幅
(c、）

最大厚
(c、）

重量

(9）

１
２
３
４

2号方形周
溝墓溝内

〃

〃

〃

上
２
上
２

鉄製摘鎌

鉄製ヤリガンナ

鉄釘

銅鎌

(3.7）

(4.7）

6．1

(2.9）

(3.8）

(1.6）

0．9

1．2

(0.1）

(0.2）

0．2

(0.4）

(13.2）

(6.4）

4．8

(2.8）

N、 出土地点 器 種 色調 径

(c、）

孔径

(c、）

最大厚

(c、）

重量

(9）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
吃
昭
皿
鴫
胎
Ⅳ
肥
凹
加
別
犯
羽
別
閉
妬
〃
犯
刃

剛
Ｊ
棚
２
棚
３
剛
Ｊ
剛
６
棚
７
棚
８
棚
皿
剛
皿
郡
狸
棚
過
棚
必
棚
妬
剛
胆
棚
〃
祁
岨
納

木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木

号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

排土

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ガラス製小玉

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

″
″

緑青色

〃

濃緑青色

緑青色

濃緑青色

〃

青緑色

緑青色

青緑色

〃

〃

〃

緑青色

〃

〃

青緑色

〃

緑青色

青緑色

〃

〃

〃

〃

〃

緑青色

青緑色

緑青色

〃

青緑色

３
４
５
５
６
５
５
４

●

申

●

●

甲

●

●

Ｄ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
0.5～0.6

0.3～0.4

0.5

0.6

0.45～0.5

0.4～0.5

0．5

0.4

0.3～0.4

0．3

0．4

0．3

0.3

0.4～0.5

３
３
３
３
弱
４
３

●

。

●

●

０
０
０
０
Ｑ
Ｏ
０

0.1

0.2

0．2

0.2

0.15

0.1

0.2～0.3

0.1～0.2

0．25

0．1～0.2

0.15～0.2

0.2～0.3

0．2

0．1～0．2

0.1～0.2

0．1

0．1～0.2

0．1

0．1

0.1

0.15

0．2

0．2

0．1

0．1～0．15

0．15

0.15

0.15～0.2

0．1

３
４
６
４
５
４
６
４
５
幅
４
５
６
４
４
５
４
妬
３
喝
３
５
妬
２
妬
４
２
３
弱

■

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
‐
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

●

６
８
５
０
６
０
４
９
５
７
２
６
１
８
９
８
５
２
５
２
３
０
４
４
３
５
３
６
３

０
０
１
１
１
１
１
０
１
０
１
１
２
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０

●

●

●

●

●

甲

申

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
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Nq 出土地点 器種 色調 径

(c、）

孔径

(c、）

最大厚
(c、）

重璽

(9）

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

1号木棺内

排土

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1号木棺内

No．5

1号木棺内
No．7

1号木棺内
排土

ガラス製小玉

〃

〃

ﾉノ

〃

〃

〃

碧玉製管玉

〃

〃

濃緑青色

青緑色

緑青色

〃

〃

〃

〃

淡黄緑色

濃緑色

淡黄緑色

0.3

0.3

0.5

0.4～0.5

0.5～0.55

0.5

0.4～0.45

最大長2.3

最大長2.1

最大長2.3

0．2

0.1

0.25

1～0．25

0．1

0．1

0．15

径0.6

径0.5

径0.6

0

0．3

0．3

0.4

0.55

0．4

0．3

0．3

重量1．03（9）

重通1．15（9）

重量1.37（9）

0.04

0.04

0.12

0.12

0.15

0.12

0．09

孔径0.2（c､）

孔径0.05～0.2(C､）

孔径0.3（c､）

N、 出土 地 点 器種 色調 径

(c、）

孔径

(c、）

最大厚
(c、）

重璽

(9）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ

3号木棺内

排土

〃

〃

〃

〃

〃

3号木棺内
No．5

3号木棺内
No．7

3号木棺内
排土

〃

ガラス製小玉

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

緑青色

〃

〃

濃緑青色

緑青色

〃

〃

濃緑青色

〃

青緑色

0.4

0．45

0．45

0．4

0．4

0.5

35～0

0.5

0.45

0.55

0．5

0.15～0.02

0.2

0.01

0.15

0.1

0.15

0.15

0.15

0.15～0.2

0.25

0.35

0.25

0.3

0.55

0．3

0．3

0．5

0．3

0．3

0．4

0.07

0.06

0．04

0．11

0．08

0．03

0.10

0.08

0．15

0．12

NQ 出土地点 層 器 種 最大長
(c、）

最大幅
(c、）

最大厚
(c、）

重量

(9）

1

2

棺
棺

木
木

号
号
４
３

棺身上端部

棺内床面

鉄製刀子

鉄製鎌

(15.6）

15.2

1.4～1.8

2.3～3.1

0.35～0.4

0.3

(40.2）

(46.4）
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Nq 出土 地 点 器種 色調 径

(c、）

孔径

(c、）

最大厚

(c、）

重鯉

(9）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
正

15

６
７
８
９
０
１

■
■
■
＆
ロ
日
日
仏
ｉ
Ｈ
Ｌ
●
■
■
＆
、
″
ク
ゴ
、
夕
哉

22

13

14

５
６

，
．
ｌ
ｊ

７
８
９

１
．
１
Ｊ
１
，

０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
‐
Ｉ

6

棚
Ｊ
棚
必
棚
到
郡
剖
郡
伺
緬
面
棚
〃
剛
β
納
個
納
皿
椛
狐
剛
哩
祁
狸
郡
迦
祁
迩
棚
姻
棚
”
緬
皿
津
凹
祁
加
納
迦
棚
鎚
剛
釧
棚
鰯
浄
鎚
郁
鯛
郡
”
棚
加
納
劉
棚
錘
棚
銅
棚
拠
棚
鎚
浄
鎚
郡
幻
祁
鎚

木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
Ｏ
木
０

号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ
号
Ｎ

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

ガラス製小玉

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

青緑色

濃緑青色

〃

緑青色

青緑色

濃緑青色

〃

青緑色

〃

濃緑青色

青緑色

〃

濃緑青色

緑青色

濃緑青色

青緑色

緑青色

青緑色

〃

濃緑青色

青緑色．

〃

〃

〃

〃

濃緑青色

青緑色

〃

〃

緑青色

青緑色

濃緑青色

青緑色

〃

〃

〃

0.45～0.55

0．55

0．5

0．45

0．6

0．55

0．55

0．45

0．6

0.5～0.6

0.5～0.6

0．55

0.5～0.6

0.5

0.5～0.6

0．5

0．5

0．4

0．6

0.55

.45～0.55

0．55

0．5

0．55

0．55

0．5

0．5

0．55

0．5

0．4

0.55

.45～0.5

０
０

0.55

0.55

0．5

0．6

0.25

0.15～0.2

0.15～0.25

0.2

0.25

0.25

0.15

0.2

0.2

0．15

0.2～0.25

0.25

0.2～0.25

0．25

0.2

0．15

0.2

0.15

0.25

２
２
２
２

０
０
０
０

0.15～0.2

0.15～0.2

0．2

0.15～0.2

0．25

0.15～0.2

0．15

0.1

0.2～0.25

0.15～0．25

0.25～0.3

0．15

0.2～0.3

0．3

0．5

0．35

0．25

0．45

0．45

0．35

0．35

0．5

0．3

0．35

0．40

0．45

0．25

0．6

0．45

0．25

0．35

0．3

0．4

0．5

0．45

0．55

0．35

0．55

0．5

0．45

0.4

0.35

0．4

0.4

0.45

0.55

0.45

0.35

0．5

0．08

0.1

0.09

0．04

0．16

0．12

0．14

0．08

0．16

0．12

0．09

0．10

0．18

0．07

0．20

0．07

0．08

0．05

0．10

0．12

0．18

0．13

0．15

0．10

0．18

0．16

0．13

0.12

0.10

0.09

0.12

0.11

0.16

0.14

0.09

0.15
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NO 出土地点 器種 色調 径

(c、）

孔径

(c、）

最大厚
(c、）

重量

(9）

７
８
９

‐
Ｉ
１
１
‐
Ｉ

0

1D

b

２
３
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１
！
↓

ﾗ0

勺
Ⅱ
△
例
ノ
と
炉
ｄ
し
ｊ
馴
弓
戸
や
、
〃
Ｆ
、
Ｐ
‐
Ｉ
〃
７
１
Ｊ
１
。
ｄ
Ｉ
１

亭
，
一
Ｊ
５
５
５
５
５
５
５
６

内
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内

誌
雑
誌
〃
乗
〃
鋪
〃
誌
〃
誌
〃
乗
〃
乗
〃
誌
〃
識
〃
誌
〃
誌
〃
誰
〃
識
〃
誰
〃
蔀
〃
識
〃
誠
〃
誰
〃
誌
〃
誌
〃
華
〃
罪
〃
誰

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

〃

ガラス製小玉

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

青緑色

緑青色

青緑色

緑青色

濃緑青色

緑青色

青緑色

濃緑青色

青緑色

濃緑青色

青緑色

〃

〃

緑青色

青緑色

〃

〃

ﾉノ

緑青色

濃緑青色

淡灰緑色

緑青色

濃緑青色

青緑色

0.4

0.45

0.6

0.45

0.55

0.35～0.45

0．45

0.4～0.45

0．55

0．55

0．6

0.45

0.45～0．55

0.45～0.55

0．45

0．45

0．55

0．45

0．45

0．45

0．55

0．4

0．5

0．45

0.1～0．15

0.15～0.25

0.2～0.3

0.15～0.2

0.2

0.15～0.2

0.15

0.2

0.2～0.3

0.15～0.2

0.3

0.2～0.25

0.25

0.15

0.15～0.2

0.15～0.2

0．2

0.15～0.2

0.15

0.2

0.2

0．15

0.2

0.2

0.3

0.5

0.5

0.3

0.45

0.35

0.35

0.45

0．4

0．5

0.6

0.45

0．55

0．4

0．45

0．5

0．45

0．55

0．3

0．3

0．7

0．3

0．35

0．35

0.06

0.12

0.16

0.06

0．16

0．05

0．07

0．08

0．12

0．17

0.2

0.12

0.18

0.11

0.12

0.14

0.15

0．14

0．09

0．08

0．24

0．05

0．09

0．09

恥
出土

地点
部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

1

2

1号壷棺

〃

口～底近

胴～底

(20.6）

洞部径
(47.4）

(69.0）

(28.8）

茶褐色・黒
班灰褐色

灰褐色・黒
班黒褐色

石英・長石一多
雲母一少

〃

一◆

プ

沈線文
ハケ目
ヨコナ

目ケ
デ

ノ、

ナ

へラ削り
ハケ目
ヨコナデ

ハケ目

良
〃
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恥
出 土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
皿
過
皿
脂

住
〃
住
住
〃
住
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

３
４
５
７

8住

〃

床面

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

器
器
器
器
器
器
器
器

恵
台
師
師
〃
師
師
〃
〃
〃
師
〃
〃
〃
師
恵

須
高
土
坪
土
裂
土
土
坪
土
裂
土
坪
須
坪

口～底

〃

口～胴上

口縁

〃

口～底

〃

〃

〃

口～胴上

〃

〃

〃

底
底

一
一

口
胴

(11.7）

(13.8）

.(21）

(14.0）

(13.0）

(13.8）

(13.8）

(13.2）

(24.2）

(18.4）

(19.8）

(18.4）

(14.5）

(8.9）

(11．6）

－

一

一

(10.6）

(8.8）

(9.0）

(9.1）

－

－

－

(10.8）

(9.5）

3．5

3．7

(10.4）

(2.9）

(3.5）

3．9

3．4

3．3

5．8

(6.5）

(5.3）

(6.1）

(5.6）

3．4

(3.9）

灰白色

淡赤褐色

茶色
淡褐色

褐色
淡赤褐色

淡赤褐色

淡赤褐色

褐色
淡褐色

淡褐色

〃

淡黄褐色
淡赤褐色

淡赤褐色
茶褐色

〃

淡赤褐色
暗茶褐色

赤色彩色
赤褐色

灰色
褐色

石英一少

径0.1cmの砂粒

0.1～0.2cmの石英一多

長石･雲母･石英

石英･雲母

角閃石･雲母･石英

角閃石･石英

金雲母一少

細砂粒

角閃石一多
石英･長石

角閃石･石英

角閃石･石英･長石

0.1cm程の石英･長石

少
微
少

一
一
一

粒
母
粒

砂
雲
砂

細
黒
細

ヨコナデ

へラ磨き

ヨコナデ

〃

〃

へラ磨き

〃

ヨコナデ

〃

〃

〃

〃

〃

へラ磨き

一
ア
一
ア

ナ
ナ

コ
ー
フ

ヨ
へ

ヨコナデ

へラ磨き

ヨコナデ

ヘラ削り

へラ削り

ヨコナデ

へラ磨き

〃

ヨコナデ

〃

へラ削り
ヨコナデ

〃

〃

〃

へラ磨き

ヨコナデ

へラ切り

へラ切り
の後ナデ

胴部に
煤付着

煤付着

へラ切り

内器面
煤付着

へラ切り

へラ切り
赤色彩色

へラ切り
へラナデ

不良

良

良
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
やや

恥
出 土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
皿
過
皿
喝
陥
Ⅳ
肥

9住

″
″
″
″
″

13住

″
″
″

14住

″
″
″

18住

″
″

19.20住

ピット

床面

〃

〃

〃

〃

ピット

覆土

床面

〃

ピット

床面

ピット
覆土

〃

床面

〃

ピット
覆土

床面

〃

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
土
器

恵
台
恵
坪
恵
台
師
〃
〃
擁
舶
薙
翻
〃
〃
師
恵
台
恵
坪
師
師
色
Ａ
恵

須
高
須
蓋
須
高
土
翌

土
坪
須
高
須
蓋
土
甑
土
坪
黒
器
須

底
口
底
胴
底
口

底
口
手
遁
嘱
遁
〃

一
一
一
一
〃
〃
一
一
〃
〃
一
〃
膨
把
口
胴
口

胴
胴
口
ロ
ロ
胴
口

(13.4）

(13.6）

(24.6）

(26.6）

(13.1）

(15.7）

(10．4）

(14.0）

(16.7）

(13.3）

(9.0）

－

(8.3）

－

－

－

(9.5）

一

－

(8.4）

(10．8）

－

(12.4）

(8.5）

－

(9.4）

(2.8）

(1.6）

4．4

(4.4）

(5.6）

(6.4）

3．3

(1.2）

(0.8）

(1.4）

3．2

(3.7）

(2.3）

3．4

(2.4）

2．9

3

灰白色

灰黒緑色
褐色

灰白色

赤褐色

淡赤褐色

淡赤褐色
淡褐色

灰色

〃

〃

灰白色一部
灰色

赤褐色

灰白色

灰白色
口縁部黒色

淡赤褐色

褐色
茶褐色

赤燈色

茶褐色
黒色

灰黒色
灰色

径2mnの砂粒

白い砂粒一多

細砂粒･黒雲母一少

径1mm
石英･黒雲母一多

1～4mm石英一少

細砂粒一少

砂粒一中

細砂粒一少

〃

〃

1mm以下の白色粒一少
1，面以下の黒色粒一樹

l～2mmの砂粒一少

l～2mmの石英一多
1mmの角閃石一少

少
微

一
一

粒
粒

砂
砂

細
細

〃

〃

ヨコナデ

〃

〃

へラ削り
デ
ケ
デ

ナ
ハ
ナ

コ
ー
ア
コ

ヨ
勺
〆
ヨ

〃

ヨコナデ

〃

〃

〃

へラ磨き

ヨコナデ

〃

へラ磨き

ヨコナデ

へラ磨き

ヨコナデ

ヨコナデ

〃

〃

〃

へラ削り
ヨコナデ

〃

ヨコナデ

〃

〃

〃

へラ磨き

ヨコナデ

へラ磨き

ヨコナデ

へラ磨き

ヨコナデ

へラ切り

部
着
部
着

一
付
一
付

内
煤
外
煤

へラ切り

内面一部
に自然袖

へラ切り

へラ切り
赤色彩色

へラ切り

良
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
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N、
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

19

20

21

19.20住

〃

〃

床面

〃

〃

須恵器

土師器
坪

須恵器
蓋坪

口～底

〃

胴～口

(13.0）

(13.4）

一

(8.9）

(11.0）

－

3.3

1.5

1.9

灰色

赤褐色

灰色

微
少

一
一

粒
粒

砂
砂

細
細

〃

ヨコナデ

〃

〃

ヨコナデ

〃

〃

赤色彩色
へラ切り

良

〃

〃

NC
出土

地点
層 器種 部位

法壁(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

1 18住 床埋設
須恵器
喪

胴

頚部
径

(40.1）

－ (39.5） 灰色 細砂粒一少
格子目
タタキ

同心円タタキ
平行タタキ

NO 出土地点 層 器種 石材 最大長
(c、）

最大幅
(c、）

最大厚
(c、）

重量

(9）

1 18住 床面 磨石類 砂岩 10．8 11．3 3.7 (520）

NQ
出 土

地点
層 器種 部位

法堂(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
皿
過
Ｍ
通
舶

19．20

住

〃

〃

〃

〃

〃

住
住
１
４
２
２

″
″
″
″

25住

″
″
″

床面

ト

″
″
″
″
ツ牌一

床面

″
″
″
″
″
″
″
″
″

土師器
要

〃

〃

〃

〃

須恵器
高台

〃

土師器
坪

土師器

土師器
坪

土師器
高台

〃

土師器
坪

〃

須恵器
翌

須恵器
蓋坪

口～胴

〃

〃

〃

〃

胴～高台

〃

底
部
底

一
縁
一

口
口
口

高台

〃

口～底

〃

口～胴

胴～口

(19.2）

(19.7）

(23.2）

(23.5）

(21.3）

(18.4）

(13.2）

(14.8）

(14.0）

(14.5）

(16.8）

一

－

－

－

－

(7.7）

(13.4）

－

一

(8.0）

(8.2）

(9.0）

(9.8）

(9.4）

q■■■■

－

(5.5）

(4.5）

(7.0）

(8.7）

(10.6）

(2.7）

4．6

1．8

(3.6）

3．2

（1.6）

（1.8）

3．8

4．1

(5.3）

（2.2）

赤褐色
黒褐色

茶褐色
一部煤付着

茶褐色
灰褐色

茶褐色
黒褐色

淡茶褐色
褐色

灰黒色

赤色彩色

赤褐色

淡黄褐色
淡赤褐色

淡黄褐色
赤褐色

赤褐色

〃

〃

〃

灰色

〃

細砂粒・黒雲母一少

〃

〃

細砂粒・黒雲母一中

細砂粒一多
径1～2mmの砂粒一少

細砂粒一微

細砂粒・赤色彩色一少
径2～3mの砂粒一微

金雲母

石英・金雲母

石英・雲母

金雲母

角閃石・金雲母・石英

轍
診
剛
鋤

”
”
鋤
垢

、
、
白
程

２
２
の
”

一
一
程
２

１
１
ｍ
一

径
径
園
園

ケ
デ
ケ
デ
デ
ケ
ケ
デ
デ
デ
デ
ナ

ー
か
丑
〃
一
弘
垂
痔
ガ
ー
か
一
弘
韮
封
〃
〃
〃
〃
〃
ナ
コ

タ
ョ
タ
ョ
下
ヨ
タ
タ
ョ
ヨ
ョ

″
″
″

へラ削り
ヨコナデ

〃

〃

ヨコナデ

へラ削り

へラ削り
ヨコナデ

ヨコナデ

〃

〃

〃

〃

〃

ヨコナデ

〃

〃

〃

外一部
煤付着

外一部煤
付着

外器面
煤付着

へラ切り

へラ切り
赤色彩色

赤色彩色

へラ切り
赤色彩色

高台付
内一赤彩

へラ切り
外煤付着

へラ切り

頚部下に
自然紬

良
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃



第125図

第126図

－200－

NO
出 土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
皿
吃

28住

″
″
″
″
″
″
″
29住

″
″

30住

床面

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

器

器
器
器
器

師
〃
〃
〃
〃
師
〃
獅
喪
蕊
翻
捌
翌
〃
〃

土
喪

土
坪

口縁部

〃

〃

〃

胴
底

一
一

口
口

〃

口～胴

天井～口

口縁部

口～胴

〃

ｊ
ｊ

ｌ
｜
’
｜
躯
遍
く
Ｉ

(13.5）

(20.2）

(13.6）

(20）

(29）

(28）

一

－

一

ー

一

(9.8）

(9)

－

(10.6）

q■■■■

－

■■■■■■

（4）

（5）

（5）

(4.9）

(7.6）

3．5

3．25

(16.1）

2．1

(3.7）

(6.9）

(4.8）

赤褐色

淡茶褐色

暗茶褐色

茶褐色

茶褐色
赤褐色

赤褐色

淡赤褐色

赤褐色
淡赤褐色

灰白色

茶

黒褐色
淡灰褐色

淡褐色

径1mm大の
石英・角閃石

角閃石一微
長石・石英一少

角閃石･石英･長石一少

屈曲部より下に煤付着
金雲母・長石

石英･長石･角閃石一少
煤付着

径3mmの石粒一少

1～2mmの褐色の
粒子一多

角閃石・長石・石英

1mm程の
白色粒・黒色粒一少

2面、の角閃石一多
1mmの石英質一少

1mm以下の角閃石
白色の粒一多

細砂粒一多
径2,3mm－微

タテハケ

ヨコナデ

ヨコナデ

ハケ調整
ヨコナデ

〃

ヨコナデ

〃

〃

斜めハケ
ヨコナデ

ヨコナデ

〃

ナデ
ヨコナデ

ヨコナデ

へラ削り
ヨコナデ

〃

〃

〃

〃

ヨコナデ

〃

へラ削り

ヨコナデ

ヨコナデ

へラ削り

へラ削り
ヨコナデ

〃

へラ切り

〃

外器面
赤色彩色

へラ切り

内外
赤色彩色

良

良
〃
〃
〃
〃
〃
や
良
〃
〃
〃
〃

や

N、
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿
ｕ
胆
Ｂ
Ｍ
賜
陥
Ⅳ
旧
凹
め

住
住
２
３
３
３

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
34住

″
″

36住

〃

床面

覆土

″
″
″

床面

″
″
″
″
″

覆土

床面

″
″
″

覆土

床面

″
″

器
器

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

癖
飴
捌
認
〃
〃
〃
〃
〃
師
〃
獅
舶
〃
恵
恵
坪
恵
恵
台
師
師
師
台
師
〃

土
坪

須
須
蓋
須
坪
須
高
土
翌
土
坪
土
高
土
翌

高台

口縁部

〃

〃

〃

口～胴

〃

口～底

〃

高台

〃

口縁部

天井～口

部
台

底
高

口～胴

〃

高台

胴
部

一
縁

口
口

１
１
ｊ
ｊ

ｊ

ｊ
ｊ

ｊ

６
１
６
４

５

３
０

０

’
一
一
一
一
２
Ｑ
２
８
一
一
－
５
’
一
８
２
’
８
｜

く
く
く

２
２
１
１

く１

く
１
１
１

ｕ

(10.2

一

－

一

－

一

一

(8.2）

(13.4）

奇台督
(13.4）

笥台省
(9.3）

－

一

(8.2）

(9.6）

－

－

(14.1）

一

－

（1.4）

（3.4）

（3.6）

（3.7）

（2.5）

（5.6）

(11.8）

3．6

4．6

高台闇
(0.7）

高台肩
1．3

(3.5）

2．0

(2.1）

(1.7）

(5.2）

(2.5）

(2.75）

(5.3）

(3.4）

灰白色

赤褐色
淡褐色

黒灰色
淡褐色

淡褐色

赤褐色

茶褐色

淡褐色
茶褐色

灰褐色

褐色

灰褐色
赤褐色

褐色

淡褐色

灰白色

淡茶褐色

灰色
黒灰色

黒褐色
外煤付着

赤褐色

茶褐色

赤褐色
暗茶褐色

淡赤褐色

金雲母一少
石英一少

砂粒一少

白砂粒一少

細砂粒一少

角閃石、石英一微

細砂粒一少

〃

細砂粒一微
黒雲母一微

細砂粒一少
赤色砂粒一微

細砂粒一少
赤色砂粒一少

細砂粒一少
黒雲母一少

白色砂粒一少

細砂粒一微

〃

細砂粒一少

佃砂粒一多､微砂粒一少
l～2mmの砂粒

細砂粒一微

細砂粒一少
赤色砂粒一少

角閃石一少
白色砂粒一少

長石・角閃石一少
金雲母・石英一少

ヨコナデ

〃

〃

〃

〃

〃

ナデ

ヨコナデ

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

ナデ

へラ削り
ヨコナデ

〃

ヨコナデ

へラ削り
ヨコナデ

〃

ヨコナデ

へラ削り

ヨコナデ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

不定方向
のナデ

へラ削り
ヨコナデ

ヨコナデ

〃

へラ削り
ヨコナデ

ヨコナデ

へラ切り

赤色彩色

〃

内外
赤色彩色

へラ切り

不良

良

良
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
や
良
〃
〃
〃
〃

や
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第128図

第129図

第130図

第131図

－201－

NO 出土地点 層 器種 石材 径

(c、）

孔径

(c、）

最大厚

(c、）

重量

(9）

1 33住 床面 紡錘車 砂岩 (5.3） 0.9 (1.9） (25.9）

NO 出 土 地 点 層 器種 石材 最大長

(c、）

最大幅

(c、）

最大厚

(c、）

重鐘

(9）

１
２
３
４
５

33住

″
″
″
″

床面

″
″
″
″

磨石類

〃

〃

〃

〃

砂岩

″
″
″
″

(4.5）

10.3

(16.7）

13.1

16.7

(4.6）

6.9

11.2）

11.7

15.1

（

(5.5）

3.8

(10．3）

7

4.7

(152）

440

(2,570）

1,530

1,900

NQ 出土地点 層 器種 石材 最大長

(c、）

最大幅
(c、）

最大厚

(c、）

重量

(9）

1

2

33住

〃

床面 磨石類

〃

砂岩

〃

(15.4）

(7.9）

(12.2）

(10.5）

(4.5）

(3.5）

(1,400）

(530）

N、 出 土 地 点 層 器 種 石材 最大長
(c、）

最大幅
(c、）

孔径

(c、）

重璽

(9）

1 34住 ピット 土錘 一 3.2 1.4 3～4 (5.2）

恥
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色 調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
ｕ
皿
過
皿

37住

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

38住

〃

床面

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

器
器
器
器
器
器
器
器

師
〃
〃
〃
〃
〃
師
台
師
〃
師
恵
師
師
師

土
坪
土
高
土
坪
土
翌
須
土
喪
土
甑
土
喪

底部

口～底

〃

〃

〃

〃

高台

口～底

〃

口～胴

胴部

頚～胴

把手

口～胴

一

(15.5）

(13.0）

13.2

一

(12.5）

ー

(15.1）

(15.3）

(18.9）

ー

頚部径
(38.0）

一

(26.2）

１

Ｍ
蝿
Ｍ
３
一
⑲
蜘
蜘
Ｗ

ｊ
ｊ
ｊ

く
く
１
ｌ

く
く
く

く

－

－

－

一

(1.8）

3．1

3．2

11

(2.5）

2．5

(2.5）

2．3

2．6

(5.2）

(7.1）

(9.8）

(8.9）

(7.2）

赤褐色

黒・赤褐色
煤付着

茶褐色
灰褐色

赤褐色
黒褐色

淡赤褐色

赤褐色

〃

〃

赤褐色
一部黒褐色

淡褐色
黒褐色

灰黒色

褐色

赤褐色

褐色
黒褐色

1～2mmの褐色粒一少
1,m以下の金雲母一多

細砂粒・赤色粒一少

細砂粒一少
白色砂粒一微

微砂粒一少

1mmの石英一微

砂粒一少
赤色砂粒一少

細砂粒一少

金雲母・細砂粒一少

細砂粒一微

石英・長石一多
角閃石一少

l～2mmの黒色粒

1～2mmの砂粒一少

石英・長石一多
雲母・角閃石一微

径2～3mmの砂粒一少

ヨコナデ

〃

〃

へラ磨き

ヨコナデ

〃

〃

〃

〃

〃

格子目
タタキ

デ
ケ

ナ
ハ

コ
ー
ア

ヨ
タ
〆

ナデ

ヨコナデ
タテハケ

ヨコナデ

〃

へラ磨き

〃

ヨコナデ

〃

〃

〃

〃

〃

同心円
タタキ

デ
ケ
リ

ナ
ハ
削

コ
ー
プ
ー
フ

ヨ
タ
妄
へ

ヨコナデ

へラ削り

へラ切り

〃

〃

〃

へラ切り
赤色彩色

〃

〃

〃

〃

良
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃



第131図

第132図

第133図

－202－

NO
出土

地点
層 器種 部位

法堂(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

５
６
７
８
９

１
１
１
１
１

38住

″
″
″
″

床面

″
″
″
″

器
器

師
〃
〃
〃
師
台

土
坪
土
高

底
胴
底
胴

一
一
一
一

口
ロ
ロ
口

高台

(13．0）

(12.4）

一

(12.0）

一

(7.4）

－

－

一

2.8

(1.9）

(2.35）

(2.0）

残存高
(2.2）

赤褐色
一部黒褐色

赤褐色

褐色

赤褐色

褐色

少
少

一
一

粒
粒

砂
砂

細
細

褐色・口縁部赤褐色

微
微

一
一

粒
粒

砂
砂

細
細

ヨコナデ

〃

ヨコナデ

畠部へラ削り

ヨコナデ

〃

ヨコナデ

″
″
″
″

へラ切り
赤色彩色

赤色彩色

〃

〃

良
〃
〃
〃
〃

N、 出土地点 層 器 種 石材 最大長

(c、）

最大幅
(c、）

最大厚

(c、）
重量

(9）

1

2

37住

〃

床面

〃

磨石類

〃

砂岩

〃

(10.1）

8.6

(3.9）

4.6

(2.9）

2.6

(107.4）

151.7

NQ
出土

地点
層 器種 部位

法趣(c、）

口径 底径 器高

色 調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
、
吃
週
皿
喝
陥
Ⅳ

39住

″
″
″
″
″

40住

″
″

41住

″
″
″

42住

43住

″
″

床面

〃

覆土

〃

床面

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

恵
坪
〃
師
師
〃
〃
師
恵
恵
台
師
恵
師
〃
師
〃
師
〃

須
蓋
土
坪
土
翌
土
坪
須
須
高
土
翌
須
土
坪
土
翌
土
坪

口

底
部

一
〃
一
縁
〃
〃
咽
銅
台
胴

底
部

口
口
高
酢
〃
一
〃
縁
〃
〃

胴
口
ロ

ロ
口

底部

ｊ
ｊ

ｊ

ｊ
６
５
ｊ
ｊ

－
一
一
一
一
陥
一
一
一
別
＆
３
略
羽
一
一
一

Ｉ
１
１
１
く

Ｉ
Ｉ

－

－

－

一

－

－

－

－

－

(8.5）

(10）

(1.1）

(1.9）

(1.9）

(3.5）

(4.3）

(3.5）

1．7

(4.8）

一

(4.3）

(4.6）

３
４
(4.6）

(2.1）

(1.3）

灰色

灰白色

淡褐色
淡赤褐色

〃

淡灰褐色

淡赤褐色
暗褐色

赤褐色

赤褐色
灰白色

灰白色

茶褐色

灰黒色

褐色

赤褐色

淡黄褐色
乳灰色

淡黄褐色
乳灰色

赤褐色

〃

白色細砂粒一少

白色細砂粒一多

角閃石一少
長石一少

〃

角閃石一少
石英・長石一少

角閃石一少長石一少
石英一少

石英・長石一少
1mmの茶色粒一少

1～2mmの褐色粒一少

微
微

一
一

粒
母

色
雲

白
黒

の
の

ｍ
ｍ

ｍ
ｍ

ｌ
ｌ

細砂粒一中､金雲母一少
径l～2mm－微

細砂粒一少

細砂粒一少
赤色砂粒一微

〃

角閃石一少、雲母一少
石英一少

金雲母一少
角閃石一少

金雲母

〃

ヨコナデ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

斜めハケ
ヨコナデ

ナデ

〃

〃

ヨコナデ

〃

〃

へラ削り
ヨコナデ

〃

ﾉノ

ヨコナデ

〃

〃

へラ削り
一
ア
ー
プ

ナ
ナ

コ
コ

ヨ
ヨ

〃

〃

へラ削り
ヨコナデ

ヘラ削り
ナデ

ナデ

〃

内外赤彩

へラ切り
赤色彩色

外器面
煤付着

へラ切り
内外赤彩

〃

赤色彩色

へラ切り
赤色彩色

良

良
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
や
良
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

や
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NO
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色 調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
吃

44住

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

床面

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

土師器
坪

土師器
高台

土師器坪
墨書

〃

》
識
》
飴
》

坪

〃

土師器
翌

〃

須恵器
壷

須恵器
喪

口～底

〃

〃

〃

天井～口

胴～高台

底
胴

一
一

口
口

〃

〃

一

口～肩

〃

(15.6）

(19.8）

一

(13.5）

(18.4）

一

(14.2）

(14.8）

(23.5）

(20）

(10.1）

(23）

(12.3）

(11．9）

(9.6）

－

(11）

(9)

d■■■■

一

一

ー

1．5

3．9

2．3

3．3

(1.6）

(2.8）

(3.8）

(4)

(5.9）

(7.5）

(11）

(10.2）

赤褐色

〃

淡褐色

茶褐色

灰色
茶褐色

灰黒色

灰白色

〃

褐色

黒褐色
茶褐色

灰色

茶褐色
灰色

白(金)雲母一微
細砂粒一少

細砂粒一少

〃

細砂粒一少
赤色砂粒一少

少
微
少

一
一
一

粒
粒
粒

砂
砂
砂

細
細
細

〃

細砂粒一多
径l～2mm砂粒一少

多
微
少

一
一
一

粒
粒
粒

砂
砂
砂

細
細
細

ヨコナデ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ナデ
ヨコナデ

斜めハケ
ヨコナデ

ヨコナデ

格子目
タタキ
ヨコナデ

ヨコナデ

〃

〃

〃

〃

一部ナデ
ヨコナデ

ヨコナデ

〃

へラ削り
ヨコナデ

〃

ヨコナデ

円心円
タタキ

ヨコナデ

へラ切り
赤色彩色

内外一部
煤付着
赤色彩色

暗文
へラ切り

へラ切り
ナデ

へラ記号
自然紬

〃

良
〃
〃
〃
〃
〃

不良

″
良
〃
〃
〃

NO
出土

地点
層 器種 部位

法堂(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ

45住

″
″
″
″
″
″
″

46住

ﾉノ

床面

〃

〃

覆土

〃

床面

〃

〃

〃

〃

土師器
坪

〃

〃

〃

墨
土師器
高台。

器
器
器
器
器

師
台
師
師
恵
師

土
高
土
壷
土
裂
須
坪
土
翌

底

一
″
″
″

口

高台

胴
底
胴

″
一
″
一
一

口
口
口

(11.6）

(15.0）

(12.9）

(13.2）

一

ー

(8.5）

(21）

(13.3）

(15.6）

(6.4）

(10.0）

(8.0）

(8.0）

(9.7）

(9.8）

－

－

(8.2）

－

(2.2）

(1.8）

(2.5）

(3.2）

(1.8）

(3.1）

(3.8）

(7.8）

3．7

(3.7）

赤褐色

〃

淡赤褐色

赤褐色

〃

茶褐色

黒褐色
淡赤褐色

淡茶褐色

灰色

淡褐色
褐色

1～5mmの白色粒一少
1mmの茶色粒一多

1～5mmの白色粒一少
茶色粒一多

1，，以下黒色粒一微

石英・金雲母

細砂粒一少
金雲母一微

砂粒一少
赤色砂粒一少

1～2mmの黒雲母
石英一多

1～2mmの長石一少
1mmの黒雲母一少

少
多
少

一
一
一

粒
粒
母

砂
砂
雲

細
細
黒

ヨコナデ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ヨコナデ

斜めハケ

ヨコナデ

〃

ヨコナデ

〃

へラ磨き

ヨコナデ

〃

〃

へラ削り
ヨコナデ

〃

ヨ コ ナ デ

へラ削り
ヨコナデ

へラ切り

へラ切り
内面煤付着

〃

赤色彩色
へラ切り

〃

へラ切り

へラ切り
の後ナデ

良

や
良
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

や

Nu 出土 地 点 層 器種 最大長

(c、）

最大幅

(c、）

重量

(9）

孔径

(m、）

1 45住 床面 土錘 (4.1） 2 (12.7） 4～5

NQ 出 土 地 点 層 器種 石材 最大長

(c、）

最大幅
(c、）

最大厚
(c、）

重璽

(9）

1 46住 床面 台石 砂岩 (19.15） (13.4） (15.2） (6,050）
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恥 出土地点 層 器種 最大長

(c、）

最大幅

(c、）

最大厚

(c、）

重量

(9）

１
２
３
４
５
６
７
８
９

38号住

13号住

33号住

〃

38号住

9号住

住
住
住

号
号
号

４
９
３

３
２
３

床面

″
″
″
″
″
″
″
″

鉄斧

鉄製刀子

不明

鉄製刀子

鉄鑑

″
″
″
″

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

３
皿
湘
諏
剥
認
緬
型
”

く
Ｉ
く
く
く
く
く
く

(5.2）

(1.5）

(1.2）

(1.0）

(1.8）

(0.7）

(0.5）

(0.5）

(1.1）

(0.9）

(0.4）

(0.5）

(0.3）

(0.3）

(0.5）

(0.3）

(0.3）

(0.8）

(23.4）

(16.3）

(3.3）

(2.5）

(6.9）

(5.6）

(2.3）

(1.2）

(15.5）

NO
出 土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
皿
廻

路

道
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

２１ 硬化
面上

″
″
″

4層

下層

硬化
面上

下層

硬化
面上

″
″
″

器
器

器
器

謡
誹
謡
舶
〃
〃
〃
恵
恵
〃
〃
〃
〃
〃

須
翌
須
壷

天井～口

胴～高台

高台

〃

胴～高台

口縁部

〃

〃

口～肩

口縁部

胴～底

胴～高台

(14.2）

(12.0）

(19.4）

(10.4）

(12.2）

一
一

ー

(8.9）

10．3

(12.2）

(10.2）

11．4

(13.4）

(2.2）

(2.6）

(3.1）

(2.7）

(3.9）

(3.9）

(2.2）

(6.2）

(9.9）

(6.8）

(9.1）

(8.1）

灰茶褐色
灰黒色

灰色

〃

灰黒色
灰茶褐色

灰色

灰色
暗赤褐色

灰褐色

暗茶褐色
淡灰色

灰褐色

灰褐色
茶褐色

黒赤色
灰黒色

灰色

細砂粒一少

〃

微
少

一
一

粒
粒

砂
砂

細
細

〃

石英

細砂粒一少

石英・黒色粒

細砂粒一少

〃

〃

〃

ヨコナデ

〃

〃

一
ア
エ
ー
プ

ナ
サ
ナ

コ
オ
コ

ョ
指
ョ

〃

〃

〃

〃

〃

平行タタキ
後ナデ消

ヨコナデ

ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ

〃

エ
ー
プ
ー
ア
ー
ア

サ
ナ
ナ
ナ

オ
コ
部
．

指
ョ
底
ョ

同心円
タタキ

〃

〃

ヨコナデ
シボリ

ヨコナデ

底部指オサ
エ ナ デ

タ

デ
タ
デ

ナ
円
ナ

コ
心

ヨ
コ
Ｊ
キ
‐

自然粕

外底車輪
文タタキ

良
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

恥
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９

路

道
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

２１ 硬化
面上

″
″
″
″
″

層
層
層

下
上
下

器
器
器
器

師
台
〃
〃
〃
師
師
師

土
高
土
皿
土
坪
土
土師器
坪･墨書

土師器
高台

《
ロ
一
口

高
高

一
一

口
胴

〃

〃

口～底

〃

口縁部

底部

口～底

ｊ

ｊ

７
〕
ｊ

ｊ

咽
一
一
－
４
咽
昭
一
”

く

１
１
く

く

く

(6.6）

7.8

(8.6）

(7.6）

(12.2）

(6.6）

■■■■■

(6)

(16.4）

(3)

(4.1）

(3.6）

(2.7）

1．6

3

(2.1）

(1.3）

(5.3）

赤褐色

〃

褐色

赤褐色
赤色彩色

赤褐色
淡褐色

赤褐色

〃

〃

〃

細砂粒一少
赤色砂粒一微

細砂粒一多

細砂粒一少
赤色砂粒、金雲母÷微

細砂粒一少
赤色砂粒一微

〃

〃

細砂粒一少
金雲母一微

〃

細砂粒一少
黒雲母一微

ヨコナデ

″
″
″
″
″
″
″
″

ヨコナデ

″
″
″
″
″
″
″
″

へラ切り
赤色彩色

〃

へラ切り

へラ切り
赤色彩色

へラ切り

へラ切り
赤色彩色

赤色彩色

へラ切り
赤色彩色

へラ切り
ナデ

良
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
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NO 出土地点 層 器種 最大長

(c、）

最大幅
(c、）

最大厚
(c、）

重量

(9）

１

１
，
】
句
』
４
戸
、
ハ
ｂ
局
ｊ
ｎ
Ｕ
Ｑ
ゾ
ｗ
肌

11

２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１
１

12道路

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

上層

硬化面

下層

上層

″
″
″
″
″
″

3層

〃

上層

〃

3層

上層

〃

下層

鉄鎌

″
″
″

鉄鎌

鉄鎌？

鉄釘

″
″
″
″

不明

鉄釘

不明

″
″

鉄釘

鉄鎌

(11.8）

(6.6）

(6.8）

(6.6）

(5.15）

(3.2）

(1.8）

(4.1）

(4.3）

(3.5）

(4.7）

(2.8）

(6.0）

(3.4）

(3.7）

3．9

(9.8）

(19.2）

1．1

1．4

(1.0）

(0.5）

(1.9）

(2.0）

(0.3）

(0.6）

(0.9）

(0.55）

(0.4）

(0.6）

(0.7）

(2.1）

(0.4）

0．7

1．1

(4.7）

(0.7）

(0.45）

(0.3）

(0.4）

(0.25）

(0.3）

(0.35）

(0.5）

(0.4）

(0.45）

(().4）

(0.4）

(0.55）

(0.3）

(0.8）

0.4

0.7

(0.4）

(13.5）

(10.2）

(8.9）

(4.8）

(7.7）

(6.3）

(1.0）

(3.5）

(4.3）

(2.9）

(1.9）

(5.0）

(7.4）

(6.1）

(5.2）

(9.9）

(0.7）

(0.4）

NQ
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２

1号溝

〃

床面

〃

須恵器
蓋坪

須恵器
高台

口縁部

高台

(14.5） －

(11.2）

(1)

(0.9）

灰色

黒赤色
灰色

細砂粒一微

〃

ヨコナデ

〃

ヨコナデ

〃

良

〃

N、
出 土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

口径 底径 器高

色 調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

1 C－25 111 るつぼ 口～底 (7.5） － (6.5）

黄褐色
灰黒色
茶褐色

スラグ付着

1～3mm

砂粒一多
の大型の

荒いナデ ナデ
内外面共
にひび

N、
出土

地点
層 器種 部位

法量(c、）

外径 孔径 残存長

色調

2だけ(外/内）

他は外器面

重量

(9）

調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

２
３
４
５
６
７
８
９
皿

33住

B－24

C－22

12道路

〃

４
３
２

２
２
２

Ｂ
Ｄ
Ｃ

12道路

床面

層
層

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
上層

硬化面

〃

ⅡI層

〃

溝撹乱

上層

ふいごの

羽口

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

(7)

(6.5）

(6.6）

(10.0）

(6.7）

(6.5）

(7.6）

(6.8）
～(7.2

(6.2）

一

(2.4）

(2.7）

(6.0）

(3.4）

(2.4）

(4.0）

2．7

～2.1

2.3

(6.5）

(8.6）

(7.0）

(9.7）

(8.1）

(8.6）

(10.9）

(11．5）

(9.1）

灰黒･褐色
黒褐･茶褐色

灰黒･淡褐色
赤褐色

〃

〃

灰黒・褐色
一部赤褐色

灰黒･淡褐色
赤褐色

〃

黒褐色
赤褐色

灰黒･淡褐色
赤褐色

(32.7）

(186.3）

(111．7）

(170.2）

(112.2）

(186.3）

(231.6）

(348.2）

(230.1）

面取り

〃

〃

〃

面取り

〃

〃

〃

部分的に
スラグ付着

〃

スラグ付着

〃

〃

〃
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NO 出土 地 点 層 器種 最大長

(c、）
最大幅

(c、）
最大厚

(c、）

重壁

(9）

１
２
３
４
５
６

４
３
３
４
２

２
２
２
２
２

一
一
一
″
一
一

Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ

IⅡ層

″
″
″
″
″

鉄製刀子

″
″

不明

″
″

(6.2）

(3.5）

(4.6）

6．0

(5.2）

3．0

１
１
ｊ

ｊ

８
６
５
５
６
５

Ｌ
ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
く

(0.2）
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９
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３
２
３
５
３
３
４
１
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２
２
２
２
２
２
２
２
２
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″
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Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
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″
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″
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台
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０
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１
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茶褐色
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茶褐色

褐色

茶褐色
一部黒褐色

赤褐色
褐色
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(赤色彩色）

赤灰色
明褐色

灰色

淡茶褐色
茶褐色

中
微
少

一
一
一

粒
母
粒

砂
雲
砂

細
黒
細

〃

〃

砂粒一少

細砂粒一多
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多
微
少

一
一
一

粒
母
粒

砂
雲
砂

細
黒
細

細砂粒一微

〃

径1～2mmの砂粒一多

ヨコナデ

〃

〃

〃

ヨコナデ

〃

底面不定
方向へラ
磨き

ヨコナデ

〃

ナデ

方定方向
のナデ

ヨコナデ

〃

〃

ナデ

ヨコナデ

〃

へラ磨き

ヨコナデ

〃

ヘラケズリ

へラ切り
外 底 面 に
墨笹『

回転糸切り
勾底葉脈痕

回転糸切り

〃

へラ記号

.転糸切り

〃

へラ切り

へラ記号

へラ切り
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産部穿孔有

良

良
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
や
良
〃

や

NO 出土地点 層 器種 石 材 最大長

(c、）
最大幅
(c、）

最大厚

(c、）

重量

(9）

１
２
３
４

C－

D－22

〃

D－24

111層

″
″
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砥石

〃

磨石類

〃

砂岩

″
″
″

(6.5）
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(10．1）
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(5.5）

5．6
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(3.9）

3．4

(3.8）

5．4
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410

(1,710）

1,070

NO 出 土 地 点 層 器種 最大径
(c、）

重量

(9）

1 D－24 IIl層 古銭 2.44 1.65
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恥 出土地点 層 器 種 色調 最大長

(c、）
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重量

(9）
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４
５
６
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胆
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Ｃ
Ｃ
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(0.7）

(21.0）
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層 器種 部位

法麓(c、）

口径 底径 器高

色調
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調整・文様

外器面 内器面 その他
焼成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿

12道路

〃

〃

D－23

C－21

12道路

B－21

E－25

D－23

12道路

上層

〃

〃

ⅡI層

溝撹乱
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ⅡI層
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ⅡI層
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器
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〃
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９
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1．縄文時代について

縄文時代の調査では、遺物のみ出土し、遺構は検出できなった。

縄文時代の遺物包含層が残っているのは、ごく一部分であった。遺物は111層や遺構覆土よ

り、少数の土器・石器が出土した。土器は縄文時代後期の西平式土器・三万田式土器である。

石器には打製石斧・石鎌がある。

今回の調査区があるうてな台地の西側は、縄文時代の中心地域でなく、台地の東側に中心地

域があると考えられる。代表的な遺跡としては、船元式土器が出土した岡田遺跡、水次遺跡な

どがある(')。

註（1）県文化課調査。江本直氏の御教示による。

2．弥生時代について

1．環濠について（第175図・第176図）

検出したのは、環濠の一部である10号一A溝跡・’0号一B溝跡の二本である。10号一B溝

跡が10号一A溝跡を切っている。新しい10号一B溝跡の時期に、環濠の規模が拡張されてい

る。

10号一A溝跡の北西端部は、北側に曲がり始めており、調査区外では台地の縁に沿ってのび

ると考えられる。また、10号一B溝跡の北西端部は、ほぼ真っ直ぐにのびており、調査区外

でもしばらく真っ直ぐにのび、台地縁辺部付近でのびる方向が北側に変わると思われる。検出

した溝跡の北東端部より先は、そのままのび、途中で北側にのびる方向を変え、台地を横切る

と推定できる。城ノ上1．11区と大原I区で検出した溝跡は古墳時代前期のもので(1)、今回検出

した溝跡とは繋がらない。また、古墳時代前期の2号方形周溝墓の周溝が10号一A溝跡を切っ

ている。

環濠は台地全体から見ると、西側端部に寄った箇所に位置している。環濠内の状況は、城ノ

上I区・II区の調査結果でその一部が分かる。竪穴住居杜は長方形プランを呈し、中央部に炉、

長壁に接して貯蔵穴がある。主柱穴は二つで、長軸方向に沿っている。また、壁に沿って地

山を掘り残したベッド状遺構が長方形．L字形。．字形に巡る。城ノ上I区の31号住居杜よ

り、貨泉が出土した。城ノ上I区の52号住居杜は大型の住居杜であり、炉・貯蔵穴がなく集

会所と考えられている(2)。
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第175図うてな遺跡弥生時代の全体図

2．出土遺物について

10号一A溝跡の覆土②層。③層と10号一B溝跡の覆土②層。③層．④層より、遺物が出土

した。10号一B溝跡では、②層出土遺物は少数で、③層．④層より出土した遺物が殆どであ

る。10号一B溝跡と比べると、10号一A溝跡の出土遺物は少ない。二本の溝跡より出土した

遺物の殆どは土器である。その他の遺物には、小型佑製鏡片・銅鍍・鉄製品（刀子・摘鎌など）

・石製品（凝灰岩製腰掛け）・石斧・磨石類・石皿・台石がある。

3．凝灰岩製腰掛けについて

凝灰岩製腰掛けは、10号一B溝跡の③層より土器と伴に出土した。腰掛けは一塊の凝灰岩

－210－
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を加工している。他の遺跡よ

り出土した木製の腰掛けには、

一木造りと組合せ式とがある。

組合せ式は受部（腰掛け部）

に脚部を挿入するものである。

一木造りも組合せ式も脚部は

やや外側に開いた「八」の字

形を呈する。受部（腰掛け部）

は平らなものと丸みをもつも

のとがある。今回出土した凝

灰岩製腰掛けは木製品と同じ

構造をしている。中でも、徳

島大学敷地内の庄遣跡出土の

木製腰掛け（熊本日日新聞

1992年9月25日）に酷似して

いる。

凝灰岩製腰掛けは、他の出

土例がなく、今回が初めての

発見である。木製腰掛けは実

用品であるが、凝灰岩製はも

一
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Ｉ
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④
一

貨泉 －
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〆
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芽言ご胆

④ ⑨．④ 、
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第176図城ノ上I・I区遺構配置と貨泉出土住居および
大型住居跡(高木正文『日本考古学年報』411990年より）

ろく、実用とは考えられない。凝灰岩製腰掛けは、何らかの祭祁品であると考えられる。時代

的には異なるが、古墳に樹立される凝灰岩製表飾品と精神的に繋がるものを感じる。凝灰岩製

腰掛けと古墳時代の凝灰岩製表飾品との空白期間を埋める資料の発見を期待したい。

4．環濠集落について

県内の環濠集落は、菊池川流域・白川流域・緑川流域に分布している。菊池川流域には、諏

訪原遺跡・桜町遺跡・蒲生上の原遺跡・津袋大塚遺跡．うてな遺跡・八反田遺跡の六箇所があ

る。白川流域には運動公園遺跡・西弥護免遺跡・狩尾湯ノロ遺跡（木崎康弘氏の御教示による）

の三箇所が分布している。緑川流域には宇土城祉前期・西岡台遺跡・二子塚遺跡の三箇所があ

る(3)。分布状況を見ると、菊池川流域の環濠集落が最も多く、まとまっている。

県内の弥生時代青銅器は、菊池川流域・白川流域・緑川流域・球磨川流域に分布している。

中でも、菊池川流域・白川流域に多く分布しており、その大半が菊池川流域にある(4)。青銅器

の分布を見ても、菊池川流域の優位’性は指摘できる。菊池川流域に分布する六箇所の環濠集落
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は弥生時代後期のもので、優位性をもつ一つのまとまりのある地域として把握することができ

る。

5．溝跡出土の土器について（第177図）

ここでは、10号一A溝跡の覆土②層。③層と10号一B溝跡の覆土③層．④層より出土した

土器についてまとめる。

10号一A溝跡の覆土②層と③層より出土した土器間には接合関係があり、両者の土器には

形態的な違いが認められない。10号一A溝跡出土土器を一括資料として、うてなA期とする。

また、10号一B溝跡の覆土③層．④層より出土した土器にも接合関係があり、形式学的な違

いがない。10号一B溝跡出土土器を一括資料と判断し、うてなB期とする。

前記1でも述べたように、10号一B溝跡が10号一A溝跡を切っており、うてなA期→うて

なB期になる。また、2号方形周溝墓は10号一A溝跡を切って築造しており、方形周溝墓築

造時期の土器をうてなC期とし、参考資料にする。

うてなA期

婆

小型・中型の要（1．2）は、口縁部が「く」の字形に屈曲し、胴部の最大径は中程より上

位にある。底部には「八」の字形に開いた脚が付く。3は1．2と同様な形態であるが、脚が

意識的に打ち欠かれている。

大型の雲（4）は口縁部が「く」の字形に屈曲し、頚部に断面形が三角形の凸帯を貼り付け

る。底部はやや丸みをもった平底である。

要の内外器面には、ハケ調整・ヨコナデ調整が施される。

壷

大型の壷には5．6．7と9．10の二種類がある。前者には口縁端部外器面に文様を施し

たり、頚部に断面三角形の凸帯を貼り付けたりするのがある。後者は胴部の最大径が中程にあ

り、その部分に凸帯を1～2条貼り付けたり、頚部に1～2条の凸帯がある。

小型の壷には8．11．12がある。8は口縁部が「く」の字形に屈曲し、丸底気味の平底で

ある。11は注口をもち、脚が付く。12は無頚で算盤玉状である。

壷の内外器面には、ハケ調整・ヨコナデ調整が施される。

鉢

鉢には脚が付くもの（14．15．16）と無脚（13）のものがある。前者の鉢部を見ると、口縁

部が屈曲するものとしないものがある。13は口縁部が「く」の字形に屈曲し、平底である。

内外器面の調整はハケ目・ヨコナデである。
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2．弥生時代について

器台

器台には二種類ある。17は口縁部と裾部の両方が開く。18は口縁部が「く」の字形に屈曲し、

裾部は外に開きながらのびる。18の方が新しい形態である。内外器面の調整はハケ目・ヨコ

ナデである。

うてなB期

婆

小型・中型の雲には二種類ある。19．20には長くて高い脚が付き、21～25は脚がなく丸底

である。後者の方が出土量が多い。この二種類の他に、脚を意識的に打ち欠いたものが少数あ

る。19．20の内外器面にはハケ調整が施される。21～25は口縁部が「く」の字形に屈曲し、

胴部は長胴であり最大径は中位にある。外器面にはタタキ目が明瞭に残り、その他にハケ調整・

ヨコナデ調整が施される。内器面の調整はハケ目・ヨコナデである。

大型の要（26）は口縁部が「く」の字形に屈曲する。残存部の内外器面の調整は、ハケ目・

ヨコナデである。

壷

壷には中型・大型と小型の二つがある。中型・大型の壷の胴部は長胴で、最大径は中位にあ

る。内外器面の調整はハケ目とヨコナデであるが、外器面にタタキ目を残すものもある。口縁

部・頚部の形態にバリエーションがある。27．28は頚部が外反しながら立ち上がり、口縁端

部でさらに強く屈曲する。口縁端部や頚部の外器面に文様をもつものもある。29は頚部が短

く外反しながら立ち上がり、口縁部が「く」の字形に強く屈曲する。37は外反しながら直線

的に立ち上がる長頚壷である。頚部外器面に文様がある。38は頚部が短く外反しながら直線

的に立ち上がり、口縁部に至る。口縁端部や頚部の外器面に文様をもつものもある。39は内

傾気味の頚部に、三角形の凸帯をもち外反する口縁部が続く。口縁端部外器面に文様が施され、

頚部に三角形の凸帯を貼り付ける。32の頚部には三角形の凸帯があり、胴部上位には釦状の

ものが添付される。

小型の壷の内外器面の調整はハケ目・ヨコナデであるが、底部付近の外器面に部分的にタタ

キ目を残すものが少数ある。30．31は口縁部が「く」の字形に屈曲し、胴部が丸く、丸底で

ある。胴部は30が縦長で、31が横長である。33は胴部に鍔状のものが付く。34は丸い胴部

に外反する頚部が続き、頚部に文様が施される。35は丸い胴部から頚部がほぼ垂直に立ち上

がり、口縁部に至る。底部には「八」の字形に開く脚が付く。36は丸い胴部に外反する長頚

部・口縁部が続き、口縁部・頚部の内外器面に暗文が施される。

鉢

鉢には小型・中型と大型のものがある。小型・中型の鉢には、次のようなものがある。40
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は丸い胴部に内傾気味の口縁部が続く。41は丸い胴部にやや外反する口縁部が続く。42は丸

い胴部がほぼ直立する口縁部に続き、体部が深い。43．44は全体の形状が略三角形を呈する。

44の方が口径が大きく、底部付近に部分的なヘラケズリがある。45は体部のほぼ中央部で

「く」の字形に屈曲し、口縁部まで直線的に伸びる。46は口縁部が「く」の字形に屈曲し、胴

部が丸くなる。47は「八」の字形に開いた脚が付き、片口である。48は40．41のような鉢部

に脚が付く◎脚は「八」の字形を呈し、端部付近でさらに外に開き、穿孔が施される。49．51

は46のような鉢部に脚が付く。49の脚は端部付近でさらに外に開く「八」の字形を呈する。

51の脚は短く「八」の字形に開く。50は40を浅くしたような鉢部に脚が付く。脚は短く「八」

の字形に開き、端部がやや跳ね上がり、穿孔がある。小型・中型の鉢の内外器面の主な調整は、

ハケ目・ヨコナデであり、外器面にタタキ目を残すものが少数ある。

52は大型の鉢である。口縁部が「く」の字形に屈曲し、丸い胴部に続く。頚部には断面三角

形の凸帯が巡る。内外器面の調整はハケ目・ヨコナデである。

高坪

53．54．55の脚部は体部が外に開きながら直線的に伸び、裾部付近でさらに外に開き、穿

孔が施される。坪部は53が中央部で「く」の字形に屈曲し、口縁部が外反しながら伸びる。54

は屈曲部よりほぼ直線的に口縁部まで伸びる。55は坪部下位で強く「く」の字形に屈曲し、

垂直に近い状態で立ち上がり、口縁端部で外反する。56は坪部の屈曲が弱く、口縁部が外反

しながら伸びる。深い坪部に「八」の字形を呈した短い脚が付き、穿孔がある◎57の坪部は

口縁部が強く「く」の字形に屈曲し、屈曲部が段になる。高坪の内外器面の調整はハケ目・ヨ

コナデである。高坪の胎土は要・壷・鉢などの胎土と異なる。

器台

58．59は体部中央より上下端部に向けて「八」の字形に開き、略長方形の透かしが上下二

段に四箇所ある。透かしの間には櫛描文などが施される。内外器面の調整はハケ目・ヨコナデ

である。器台の胎土は高坪と同様に他の器種と異なる。器台・高坪は搬入品の可能性が高い。

グラス形土器

60はグラス状の体部に「八」の字形に開く脚が付く。内外器面の調整はハケ目・ヨコナデ

である。

支脚

61の上端部は略円形の一部が突出し、中心部に穿孔され、外器面にタタキ目が残る。脚は

｢八」の字形に開いている。上端部以外の内外器面の調整はハケ目・ヨコナデである。62はコッ

プを逆さにしたような形を呈する。内外器面の調整はハケ目・ヨコナデである。
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2．弥生時代について

うてなC期

63．64は2号方形周溝墓より出土したもので、古閑期(5)（庄内式併行期）に位置づけること

ができる。

6．津袋大塚遺跡の土器編年との関連（第178図）

津袋大塚遺跡は鹿本郡鹿本町大字津袋字大塚にある。津袋大塚遺跡は、うてな遺跡と同じ菊

池川流域に分布し、直線距離で2～3km離れた箇所にあり、類似する土器をもつ遺跡であ

る。津袋大塚遺跡出土土器は、津袋I期（弥生時代後期前半）と津袋11期（弥生時代後期後

半）に分けて把握されている(6)。この時期とうてなA期。うてなB期との関連を考えてみる。

うてなA期は津袋1期と同時期であり、うてなA期とうてなB期の中間に津袋11期が位置す

ると考えられる。まとめると、次のようになる。

註(1）

(2）

（3）

（4）

（5）

(6）

うてなA期・津袋I期（弥生時代後期前半）

↓

津袋11期（弥生時代後期後半）

↓

うてなB期（弥生時代後期終末）

↓

うてなC期（古墳時代初め）

高木正文「熊本県菊池郡七城町うてな遺跡」『日本考古学年報』42（1988年度版）

1990年

註(1)に同じ。

古森政次「環濠集落蒲生上の原遺跡」『熊本史学会例会資料』1992年

島津義昭「巴形銅器二例」『森貞次郎博士古稀記念古文化論集』1982年

野田拓治「古式土師器の成立と展開」『森貞次郎博士古稀記念古文化論集』1982年

高木正文「鹿本地方の弥生後期土器」『古文化談叢』第6集1979年
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第178図津袋大塚遺跡の土器編年図

(高木正文『古文化談叢』第6集1979年より）
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3．古墳時代について

3．古墳時代について

1．1号方形周溝墓について

（1）周溝について

検出できた周溝は一部分であり、他は削平されている。検出部はL字形を呈しており、周

溝が閉じている箇所の西側が陸橋部と考えられる。陸橋部の南側延長線上に主体部がある。検

出部より復原すると、東西方向の周溝規模は約22mになる。

（2）主体部について

主体部も削平を受けており、検出したのは床面付近である。痕跡より、木棺と考えられる。

（3）遺物について

第85図の土師器は沈目11期・塚原1期（4世紀末～5世紀初頭）に比定できる(1)。

2．2号方形周溝墓について

（1）周溝について

周溝の北側一部分が調査区外にのびる。周溝の規模は、計測可能な箇所で、東西方向約19

m、南北方向約15mある。陸橋部は周溝角部の南西隅にある。陸橋部より北側の周溝では、

陸橋部寄りの床面に壷形土器が据えられていた。

（2）主体部について

主体部は削平されており、検出できなかった。

（3）遺物について

第86図1．3は古閑期（4世紀初め)、第86図2は沈目I期（4世紀中頃～後半)、第86

図4．第87図は沈目11期・塚原1期に比定できる(2)。

（4）築造時期について

古閑期（4世紀初め）に比定できる土師器が周溝の床面に据わった状態で出土した。この土

師器より、2号方形周溝墓の築造時期を4世紀初めに考えることができる。現在のところ、2

号方形周溝墓は、県内最古の方形周溝墓である(3)。

3．3号方形周溝墓について

（1）周溝について

周溝の削平が著しく、検出できたのは全体の一部分であり、陸橋部の正確な位置も把握でき

ない。検出した周溝の深さは浅い。計測可能な箇所での周溝の規模は、東西方向で約12.6m

ある。
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（2）主体部・遺物について

主体部も削平を受けており、検出できなかった。残存部が少ないため、遺物も出土しなかっ

た。

4．1号木棺～4号木棺・1号壷棺について

（1）1号木棺

1号木棺は1号壷棺に切られている。遺物は棺内の原位置で、ガラス製小玉（16点）・碧石

製管玉（2点）が出土した。棺内排土よりの出土は、ガラス製小玉（20点）・碧石製管玉（1

点）である。棺内の原位置で出土した玉類は、棺の南西部に集まる。また、棺内の二短辺を比

較すると、南西側が広い。このことより、南西向きの頭位であったと考えられる。

（2）2号木棺

2号木棺は1号木棺の西側に近接しており、棺の主軸も1号木棺とほぼ同じである。撹乱が

著しく、2号木棺の詳細は不明である。出土遺物はない。

（3）3号木棺

3号木棺の南側短辺寄りの床面より、鉄製鎌が出土した。南側短辺はもう一方の短辺より長

く、南向きの頭位と推定できる。棺内の排土より、ガラス製小玉（10点)が出土した。

（4）4号木棺

4号木棺の短辺は東側が西側より長く、東側短辺寄りの箇所に赤色顔料が集中している。ま

た、棺身の上端部と考えられる部分より出土した刀子の先端部も東側短辺を向いている。この

ことより、東向きの頭位と思われる。棺内原位置で出土したガラス製小玉は、東側短辺寄りの

箇所で5点、棺内のほぼ中央部より33点である。33点のガラス製小玉は、出土位置より腕輪

と考えられる。また、棺内排土より、ガラス製小玉22点が出土した。

（5）1号壷棺

1号壷棺は1号木棺を切っている。壷棺は二個体の壷よりなる。底部を打ち欠き、口縁部も

打ち欠いた可能'性のある壷の底部を被うように、別個体の壷底部が置かれていた。前者の壷は

県内に類例がないが、5世紀初頭～中頃に考えたい。

（6）木棺の築造時期

1号木棺と1号壷棺との切り合い関係より、1号木棺は1号壷棺より古い。（5）の時期が正

しければ、1号木棺は5世紀初頭～中頃以前の築造とすることができる。方形周溝墓と並行し

て木棺も築造されていたと考えた方が理解しやすい。

5．古墳時代のうてな遺跡について（第179図）

1986年～1988年に実施した県営畑地帯総合土地改良事業に伴う調査では、城の上I区・'1
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第179図うてな遺跡古墳時代の全体図

区より、古墳時代前期の竪穴住居杜が検出された(4)。今回の調査区には、古墳時代の竪穴住居

杜は分布していない。このことより、古墳時代前期の集落の範囲は第図の点線部分に推定す

ることができる。

また、1986年～1988年の調査で、セツ枝I区の南端より方形周溝墓1基（主体部・箱式石

棺と推定)、上雷区より方形周溝墓，基（主体部．舟形石棺）を確認した(5)。1992年の調査で

は、城の上,,区の西側蛸諾Mより方形周溝墓1基（主体部・箱式石棺）が検出された(6)。今回の

調査結果を合わせて考えると、第179図の点線が方形周溝墓の分布範囲と推定できる。

さらに、台地北西端部にうてな古墳、台地北東部に北上原古墳があり(7)、台地の縁辺部に古

墳が立地する。その後、台地の北側崖面に瀬戸口横穴墓群が築造される(8)。
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註（1）

（2）

（3）

(4）

（5）

（6）

(7）

(8）

第IV章まとめ

野田拓治「古式土師器の成立と展開」『森貞次郎博士古稀記念古文化論集』1982年

註（1）に同じ。

下益城郡城南町大字今に所在する今西原遺跡より、うてな遺跡の2号方形周溝墓とほ

ぼ同時期の方形周溝墓が検出された。清田純一氏の御教示による。

高木正文「熊本県菊池郡七城町うてな遺跡」『日本考古学年報』42（1988年度版）

1990年

註（4）に同じ。

県文化課調査。高木正文氏の御教示による。

松本健郎・西住欣一郎『北上原古墳・瀬戸ロ横穴墓群』熊本県文化財調査報告

高木正 文第104集1989年

註（7）に同じ。

4．奈良・平安時代について

1．遺構・遣物について（第180図・第181図）

今回の調査で検出した遺構は、竪穴住居杜46．掘立柱建物跡5．土坑2．溝跡3．道路跡

1である。1986年～1988年に行われた県営畑地帯総合土地改良事業に伴う発掘調査では、約

150の竪穴住居杜、20数棟の掘立柱建物跡が検出された。注目できる遺物として、三彩壷の破

片・銅碗片・墨書土器などがセツ枝II区より出土した。建物全体の配置状態が不明であるが、

官荷関連の遺構があると考えられる(1)（第181図)。

1986年～1988年に実施した調査、今回の調査、1992年に実施した大原II区西側の調査の結

果により(2)、奈良時代・平安時代の集落は、台地の南西部に寄った範囲にあると推定できる

(第180図の点線部分)。その集落への道が今回の調査で検出した12号道路跡である。

2．集落の存続期間について

竪穴住居杜より出土した遺物は、8世紀後半～9世紀前半である(3)。供膳溶器には、土蛎器・

須恵器があり、貯蔵容器に須恵器の妻が見られる。

竪穴住居社の切り合い関係を整理すると、次のようになる。

①8号→6号→7号。②5号→6号→7号-.4号→22号。③12号→11号→23号→9号。

④15号→14号。⑤17号→16号。⑥17号→19．20号。⑦18号→19．20号。⑧25号→24号。

⑨26号→27号。⑩30号→29号。⑪32号→31号→29号。⑫34号→35号→33号｡剛8号→37号。

⑭46号→45号→43号→42号→40号→41号→44号。
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4．奈良・平安時代について

竪穴住居杜の切り合いは、少ないもので2回、多いもので7回である。最も切り合いの多い

竪穴住居杜（⑭）も8世紀後半～9世紀前半の時期幅で、7回の建て替えを行っている。

集落全体を調査していないので、全集落の存続期間は不明であるが、8世紀後半～9世紀前

半の前後の時期に集落が存続していたと思われる。

3．12号道路跡について（第180図）

この道路跡は、台地の南西端部より台地の平坦面に登るもので、集落内に入ると道路跡は終

わっている。道路跡より出土した遺物は、8世紀後半～9世紀前半であり、今回調査した集落
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の存続期間と同じである。また、道路跡と竪

穴住居杜・掘立柱建物跡との切り合いがない

ことより、道路の使用が集落の存続期間と同

じであることを確認できる。

4．33号竪穴住居祉について

33号竪穴住居杜は、他の竪穴住居杜と異

なった構造である。壁に沿った箇所に作り付

けの竃がなく、内部に焼土・カーボンを含ん

だ掘り込み2基がある。覆土中であるが、こ

の2基の掘り込みの上部に集中した状態で、

石器（砥石を含む）・鉄製品・スラグ・ふい

どの羽口が出土した。また、33号竪穴住居
‐

杜の周辺のⅢ層中より､鉄製品･ｽﾗグ・第諜正妄畷騨篭乳990年より）
ふいどの羽口・るつぼが出土している。このような状況より、2基の掘り込みは、鍛冶関連の

遺構と考えられる。

出土したふいどの羽口で、孔径が分かるものと孔径が復原できるものが8点ある。これらの

中で、1点の孔径が極端に大きく（約6cm)、他は比較的近似している。大きい孔径をもつも

のを除いた7点の孔径平均値は、約2.8cmである。

荒尾市の小岱山麓にある金山・樺製鉄遺跡群では、9世紀代に製鉄が開始され、12世紀後

半～13世紀前半に最盛期を迎えている。ここでは、製錬系遺構と鍛冶系遺構とがあり、ふい

どの羽口は孔径の違いにより、製錬系と鍛冶系と別れて捉えられている。製錬系羽口が大きく、

鍛冶系羽口が小さい。鍛冶系羽口の孔径平均値は、大藤1号谷遺跡で2cm、大藤2号谷遺跡

で232cm、狐谷遺跡で2.9cmである(4もこれらの数値は、うてな遺跡出土の羽口孔径平均値と

近似している。

33号竪穴住居杜が集落の中心から外れた場所にあるのは、鍛冶関連の遺構があることで、

集落を火災から守るための立地と考えられる。また、12号道路跡の西側に近接しているのは、

鍛冶に関する用材の運搬のためだと思われる。

福岡市柏原M遺跡では、古代の製鉄遺構が確認されている。この製鉄は出土遺物などから

｢郷長」の指揮下で行われていたと考えられている(51。うてな遺跡でも、セツ枝II区の遺構・

遺物より、柏原M遺跡と同様なことが想定できる。
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5．車輪文タタキ目をもつ須恵器について

車輪文タタキ目をもつ須恵器は、12号道路跡・'11層より出土した。12号道路跡より出土し

たものは、車輪文タタキ目の詳細な形状が分からない。111層より出土したものには、二種類

の車輪文タタキ目がある。(1)中心円内に×字状文があり、その周囲に二重の同心円文を施すも

の。(2)中心円内に8本の放射線状文があり、その周囲を二重の同心円文が囲むもの。(1)に類似

するものが、熊本県荒尾窯跡群中の樺万城窯跡・下谷窯跡より出土している。（2)は樺万城窯跡

より出土したものに類似している(61．

12号道路跡より出土した須恵器の壷外底部にタタキ目がある。これと同様なものが熊本県

荒尾窯跡群中の薬師前窯跡・北山浦窯跡・下谷窯跡より出土している(7)。

註（1）

（2）

（3）

(4）

(5）

(6）

(7）

高木正文「熊本県菊池郡七城町うてな遺跡」『日本考古学年報』41（1988年度版)1990年

県文化課調査。丸山伸治氏の御教示による。

松本健郎『生産遺跡基本調査報告書II』熊本県文化財調査報告第48集1980年

中島'恒次郎「第10章大宰府の遺物特論」『太宰府市史考古資料編』1992年

勢田広行『金山・樺製鉄遺跡群調査報告書・上巻』荒尾市文化財調査報告第7集

1992年

山崎純男『柏原遺跡群VI』福岡市埋蔵文化財調査報告書第191集1988年

板楠和子「文献から見た金山・樺山製鉄遺跡」『金山・樺製鉄遺跡群調査報告書・下巻』

荒尾市文化財調査報告第7集1992年

横山浩一「須恵器に見える車輪文叩き目の起源」『九州分化史研究所紀要第26号』

1981年

註（5）に同じ。

松本健郎『生産遺跡基本調査報告書II』熊本県文化財調査報告第48集1980年

5．鎌倉・室町時代について

1．道路跡について

検出した道路跡は1号～10号である。これらの中で、最下部で検出したのが8号であり最

も古く、最上部で新しいグループである1号～6号を検出した。これらの道路跡の切り合い関

係や上下関係は、次のようになる。①1号→2号。②3号→2号。③1．2号→6号。④7号

→2号。⑤8号→7号。⑥8号→9号。

2．8号道路跡下部遺構について
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最古の8号道路跡は、他の道路跡とは異なった構造をもつ。道路として使用した硬化面の下

部に、暗渠様の施設がある。この施設が8号道路跡下部遺構である。この遺構は、凹部下面に

操を配置し、その上面に客土を行っている。非常に丁寧な構造が下部にある8号道路跡は、計

画的な道路と考えることができる。8号道路跡より新しい道路跡は、計画的に作ったのでなく、

8号道路が埋まり、その埋まった面を道路として使用したと思われる。

3．道路跡の時期について

8号道路跡下部遺構より出土した白磁は13世紀中頃に考えられる(1)。また、最も新しい道路

跡の一つである2号道路跡出土遺物の中に、明代の青磁があり、15～16世紀に比定できる(2＄

このことより、13世紀中頃に8号道路跡が作られ、その後、15～16世紀まで道路として使用

されたと考えることができる。

4．道路跡と観音塚について（第182図・第183図）

1号～10号の道路跡は、東西方向にのびている。この道路跡がのびる方向の西側端部には

熊野宮が位置している。熊野宮には鎌倉・室町時代と考えられる五輪塔があり、熊野宮の東側

には道路として使用していた凹部がある。この凹部と今回検出した道路跡とは、のびる方向が

一致する。また、1号～10号の道路跡の東側には、鎌倉・室町時代の墳墓である観音塚（吉

祥寺）がある。大原II区の調査では、1号～10号の道路跡と繋がる可能性のある道路跡が検

出されており、1号～10号の道路跡がのびる方向に観音塚がある。これらのことより、今回

検出した道路跡は、観音塚への道と考えられる（第182図)。

観音塚（吉祥寺）は、河原石を積み上げた塚である。その一部が水路になるため、調査が行

われた。河原石を除くと、方形・楕円形に石で区画した火葬墓71基が検出された。また、塚

の上部から五輪塔や宝薩印塔の残欠が多く出土した。火葬墓は武士等を埋葬した室町時代の墳

墓と考えられている（第183図)。さらに、火葬墓の下部からは、土塘5基が検出された。土

塘は火葬墓に先行する鎌倉時代の墳墓とされている(3t

今回検出した最古の8号道路跡は、観音塚（吉祥寺）の築造に伴って作られたと考えること

ができる。前記2で述べたような8号道路跡下部遺構の特殊'性も理解できる。

また、1992年に実施した大原II区の西側の調査では、うてな台地南側の谷部より登って来

て、観音塚へたどり着くと考えられる道路跡が検出されている(4)（第182図)。

5．7号・8号掘立柱建物跡について

7号・8号掘立柱建物跡は、平行型二棟造の構造をしている。平行型二棟造の民家は、この

うてな遺跡が所在する熊本県菊池郡を中心に分布している(5)。現在、この構造をもつ建物では、
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第182図うてな遺跡鎌倉・室町時代の全体図

同じく菊池郡七城町亀尾にある上鶴頭遺跡のSB05．06が最も古い。上鶴頭遺跡は、平安時代

初期の合志郡郡街と考えられている(6)。7号・8号掘立柱建物跡は、正確な時期を決める資料

を欠くが、鎌倉時代～室町時代の幅に入る。つまり、うてな遺跡の7号・8号掘立柱建物跡は、

平安時代初期の上鶴頭遺跡のSB05．06と近世初期の分棟型民家(71との中間に位置し、その空

白を埋める資料である。

註（1）横田賢次郎・森田勉「大宰府出土の輸入中国陶磁器について」『九州歴史資料館研究論

集』41978年

（2）亀井明徳『日本貿易陶磁史の研究』同朋社出版1986年
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（3）高木正文 ｢熊本県菊池郡七

／
城町うてな遺跡」『日本考古学

／
‐/灘 年報』41（1988年度版)1990年

／
（4）県文化課調査。丸山伸治氏の

⑭
御教示による。

（5）太田静六 ｢熊本県の民家一

貴重な平行型二棟造」『九州の

かたち民家』西日本新聞社

1977年

（6）橋本康夫・鶴島俊彦『上鶴頭

遺跡』熊本県文化財調査報告

第63集1983年

（7）吉田靖 ｢近世初期におけ

る熊本県地方の分棟型民家一

肥後人畜改帳による」『文化財

論叢奈良国立文化財研究所創

立30周年記念論文集』1982年

註（5）に同じ。

C

＠

逼熱
◎

●

豊鰯
感心／

0 5m

第183図観音塚の火葬墓配置図
（高木正文『日本考古学年報』411990年より）
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1号壷棺川')込み（西から）

畷I淫J露JY
鞍JJ方JJご
鱗麟#3．yﾐ.、“

鴬磯J1畷職：

JmJL鼠rげ ．
」
蕊喝,､糟 軍譜胤

"愈繍;卿“，
－＊、蕊

計＝‘“蕊:蕊

“噌諜

蕊磯“′‘識

串

我

露f

蕊
,､鐘鳶蕊

《
、
鑓
躍
群
出

中

篭釘
準
・
・
．
陽
癖
剣
撫
蕊
罪
一

淑
鷺
慧
懸
斜
舗
婦

蕊
蕊
‐
慰

轄
”
霧
！
鐸

、
乃
蝉
湾

備
錐
鍔
鋸
一
殿

，
へ
さ
》

“
侭
識
葡
鐸
鍵
．
”

町

群￥

癖｡‘総徽認蕊
鰯.毘

鋼難‘
禅
費

I区全景（西から）



図版18
1J

蕊濫鐘蕊．~罰宇＝＝蕊鎌噂

蕊
識
爾
箪

瀞
ふ
》
一
一

琴
一
年
房
桝
。
』

蕊
驚
鶴

傘
瀞
壁
癖
詐
呈
．
坐

“
》
簿
琴
一

尋
適

鍵
》
蕊
》

》
蔓
霞
“
嘩

露
準

ﾙ”〆鰯蕊
i基、』‐

象議‘罵蕊
腰，，_‐門

哩蕊§

戯竪凸I

”
↓
舞
鐙

競
議
鶴
が
〕
一
一

丸
蝿
、
》
一
美
一

嚢 津
津
》謎－3垂篭謹側

鼎磁ふ、

準一

夢

fJf建疑な礎

がJ要津露蕊

T歎一

多識;寧熱蕊箪峰懲
tj

霧灘訓’識予魂｡電溌漁：蕊

や脳

鶴騨穂慰，灘蟻綱'湾鶏

1号竪穴住居杜（北から）

染

鐸
毛
ら
》
、
睡

皇
諦

理
鼠

寒
雫
懲
》

簿
瀞
〆

“華

瞳身

鍵蕊･畠

'昭

瀞、‘R”『繋議
'鮮一¥

録
罪
“

灘
電
壁

、
識
．
・
箭
韓

蕪
、
｛
混
零
》
齢

》
鐸
謡
麹
鐸
雪
演

呼
蝉
鮭
癖
哉

麟
蕊

予
諦

溌
蝉
《
準

幾議 口一時｡

爵 ．．傘 ．、x,湾f,

鴎鍍嘩手､謬守

．，驚撫．

辱誉、‐

,瀞

毒
碓設

途

』

．．鋼
斑

” 織 鱗

仁．、
~ 鏑h

承懇零球．

。?蓮
h

l

恥
要

~承
i,甲

1-由り匂

~｡蝿
鏑

bむざ

砥
準

模

号～12号●竪穴住居杜（西から）4



図版19

瀞
掩
舞
津
一
砿
筆
．
農
鍵

：
箸
ｒ
・
鱗

瀞
》
〉
録

鍔
熱
騨
鈴

鷺
蝦
霊
Ｊ

貿
鷺
輪
鍵
雲
Ｌ
密

封
蕊
認

識
。
，
獄
等
需

騨
：
輔
患

。
《
蝿

率
騨
虹
郡
缶

拶
懲
鐘
“
“
冷

旦
，
鐸
．
．

紗
緋
一
辞
織
便
＆

潔
悔
罵
嗣
鶴
韓
・
酔

蔚
蕊
嬢
鮮
・
縛

鍵
鍵
率
浄
錘

駿
芳
鍵
芦
鍔

熱
鍵
・
勘
》
奇
毎
審
密
轄

蕊域餅
品
一
語

蕊蕊静鍵＆蝋雷電擬ｫ藤､。驚一蝿一 瀞 蕃 ．霧．・蕊謹雰聯麺錐
＃独錘r－

13号～19号｡22号.23号竪穴住居牡（西から）

_蕊 識慰謹懲懸農‘,豊蕊
藩

HI1

噂『識．
導鏡蟹嶋齢,、､群 慰

堀
鴬潔挙

班

譲騨．

我へ
幸
幹
蕊

や
盈
岬
韓

柳

贈綴蕊 や . r

ｵ少

ｊ
劇
勘
隆

』

農一

曲

蕊

、蕊．
虫ら

蝉了鶴
禽4､L

‘、爵
鶏ざ．瀦尊

ｰ・・・唾

盤,碑

18号竪穴住居杜内萎出土状況（西から）



図版20

鴬溌
/、
い 驚蕊；

、
哩

吋
劃

慧騨

I 癖一‘蓉

蕊識鰯

』穂

蕊
簿

驚蕊蕊
葛

そ無き鳥・：忠慰憩
津
・
零
騨
騨

雫
蕊
珂

等唖坤織･嬉轟.'･剛

，蝿

’"蕊か織曹蕊溌 識＃
蝉も

浄虫

夢織聡鍵･“ I趣

監謬'
聯
容

厚

蕊 箪畠藤騨 却粘P唱口､ 土
、
了蛎

瀞

蕊瀞 謝醗
，蕗

．；溌爵

露wf′：

〆懲凧一 婁霧＃

卜Ⅱ

q

一

“閑
▼ず

鍔
嬢
蕊

蕊
ｆ
夢
常

識
・
岬
群
舞蕊'鬼蕊蔦

鞠織麺
甑

:蕊 #:蕊憩灼蝋灘￥ 畿晒“､＆'1黒

24号竪穴住居丸'二（東から）

3蕊，瀞
織噌。

y骨

一,

8

，蕊間'1

／ 甜 篭 F ･

燭

憾 織灘"雫
岬－．．

E』

呂瑞I読

謝”識幾・環‘．‘乱全6

一
夕

蕊
ゾ

驚鱗： 蟻;鷲"熱､鶏:;#‘

撫
鶴

熟
瓢
灘蕊

25号竪穴住居杜（東から）



図版21

“

隣
鮮
麗
脚
瞬
陣
懸
ｗ
減
。
》
．
、
鞭
興
鍛
鍔
諏
録
熱

羅
雷
綴
鐸

、
好悪

蕊
印ｱ

驚
蕊
竪
蕊

籍蛎響驚､､繊尋帝騨鶏蕊;

蕊滅．

￥鞘

…

29号～31号竪穴住居止止（東から）

’1

識
一 彦

掛蕊”慰驚蹄 一

驚魚舞呼鐙‘一

鎌“蕊"癖辱墨建-瀞蕊驚鞍撫蕊"和函曾…蕊§ﾉ塔‘、篭
海一一一．睡

息‘、い＝唖箪弾穐録鍔蕊瀞鍵

蕊
ヂ
L

鰹

一隣

碑、“･･･鶏｡、曾譲”愈戴

33号～35号竪穴住居杜（東から）



図版22

罰

8ジ

33号竪穴住居杜遺物出土状況（南から）

読一鴎

搾墨；

可戸一
一

｡＃巽雲鯵

馬溌
巳〕巳郡一山

一

戸

漁

調 塞
ニーー

や
一旦

華凶

･合一＝,卦

’5.鶏ざ'，
~……向

捧‘藷‘･"難鼻蝋“簿:<,蝿,､蚕,弾2

堺

際

P

b輪唾一"”L-－，鑑
一F

齢L

ｆ
』 …‘：い”蕊“”瀞;“蕊善一ﾀ･

団渉〃霞懲息,”良識
戸一

.霧瀦
ﾖ戸扉

戸

鯵
愈

瀞
“
〃
謬
醤

ｊ
平
も
み

〆

驚函

劃

鎌雫駕’‘ 諾と

t'ざ鷺。慰
繁 彫‘:‘#き

、謬↑{‐
;蟻′灘‘零

』ぎぷ,型参

議型バ.､農爵’:

§､、 管.:．鴬'.’〃塾…,‘評…鷲〆些膿
心,鞭、，齢､｡』癖,

“熱"ふ癖‘，鞠‘弛儒為織慰国零
召らP誌値

＃

灘噌鶴斡織零欝聴９
隅

篭“鐸｡、澱‘篭

識溌辱溌
欝識識瞳”漁

曲

33号竪穴住居壮（東から）



図版23

-~切弗

溌徽“≦‘迦雷驚黙漁零
令騨や4語

得

#瑠鴇

熱※”:；爵､戦－1

灘.．
“…郡司蕊 ． 麟 職 、 ． ： 難

蕊
_鰯､

韓

､

鳶職f蕊
淵謬嬢溌§鱗覇；‘L、･雛≠

L

j‘密書，

蕊
鍵識

寺

僻息謡『･為･鷲 申瑠『韻

幸

鍵，灘蕊嘩．。雫
堀風

幹謬

I

愁蟹！"蟻ぃ↑皿蕊釦鍵
一f･、ダ

，--群鞠

4癖、孔簿 鍵撚縛鶏癖溌
電
串
群

40号～46号竪穴住居杜（南から）

一ーごー

、

準4§.
.L，，

1号掘立柱建物跡（北から）



図版24

2号・3号掘立柱建物跡（南西から）

4号・5号掘立柱建物跡（東から）



図版25

12号道路跡･D－24（東から）
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8号道路跡の凹部（北から）

8号道路跡下部遺構（東から）
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8号道路跡下部遺構操配置状況（東から）
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11号道路跡凹部検出状況（東から）
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10号-A。B溝跡(南西から）

うてな遺跡の報告書を作成するには、発掘現場のつらい仕事や根気のいる整理作業を経てき

ました。

発掘調査から報告書作成までのさまざまな過程において、お世話になった方々 の努力のお陰

で、一冊の報告書が完成しました。ここに、感謝の意を表します。
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